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　序章　─　六人の『あの日』の翌日　─







「ううむ、聖別食材の残りも、心こころ許もとなくなってきたな。悪くなっていそうなものも……そろそろ『すうぱあ』に買い出しに行かねばならんか」

　鈴すず乃のが対魔王軍用に用いている、聖せい法ほう気きたっぷり聖別食材の残量と消費期限を気にしている頃。




　　　　　　　　　※




「でも、真ま奥おうさんも凄すごいけど、学習塾の付き添いするなんて芦あし屋やさんも多才だなぁ……考えてみると、最近私が知り合った人達って、なんか凄すごい人達ばっかりな気が……」

　千ち穂ほは、ここ数ヶ月で起こった出来事を反はん芻すうして今更ながらとんでもない状況に自分がいることに気づく。




　　　　　　　　　※




「大体、なんで僕だけ毎回豚丼なんだよ。同じ豚でも格が違いすぎるだろ。僕だってカツ丼食べたい！」

　漆うるし原はらがその日の夕食に文句を言う頃。




　　　　　　　　　※




「貴様はいつから偉そうに夕食に意見できる身になった。せめて何かしら家庭に貢こう献けんしてから口を開け。カツ丼は私が不在の間、ベルの料理を魔王様の食しよく膳ぜんに上げざるを得なかったお詫わびも兼ねているのだ」

　芦あし屋やはぶつくさ言う漆うるし原はらに説教をする。




　　　　　　　　　※




「それにしても本当に大丈夫なのかしら……結局彼女、魔王城の隣から動いてないのよね」

　恵え美みが夕方のニュースを見ながら、魔王城の隣に引っ越してきて、そのまま魔王達の敵として居座っている鈴すず乃のの動静を懸け念ねんしている頃。




　　　　　　　　　※




「いやー、二日も続けていいもん食うと、口が驕おごるな。贅ぜい沢たくは敵贅ぜい沢たくは敵っと」

　昨夜は千ち穂ほが持ってきてくれたウナギをご馳ち走そうになり、今日の昼は、芦あし屋やが何を血迷ったか近所の蕎そ麦ば屋でカツ丼を食べようなどと言い出し、日本に来てから最も贅ぜい沢たくな食生活を過ごした二日間と言って過言ではなかった。

「ま、頑張って働いてる分ご褒ほう美びがあってもいいだろうし、たまの贅ぜい沢たくは素敵ってやつだな。その分、頑張って働かないとな」

　魔王サタンこと真ま奥おう貞さだ夫おは、徒歩通勤になってしまったアルバイト先からの帰り道、夜空を見上げながら大きく伸びをした。

「よっし、また今日から頑張ろう!!」
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　肌にまとわりつくような湿気のおかげで、朝九時にも関かかわらず早くも不快指数の限界を振りきった感のある夏の暑気にも負けず、佐さ々さ木き千ち穂ほは今日も意気揚よう々ようと戦場へ足を運ぶ。

　東京都渋しぶ谷や区笹ささ塚づかの、木造アパートの六畳一間が、今や彼女の戦場だった。

　女子高生の身の上で戦場などとは穏やかではないが、事実なのだから仕方ない。

　何せその戦場には、千ち穂ほの新しい『友』にして『強敵』が出入りするようになってしまったのだ。

「よしっ」

　アパートの共用階段を見上げて、千ち穂ほは抱かかえた保冷バッグを心なしか強く抱きしめ気合を入れる。

「昨日までの鈴すず乃のさんは、洋食方面に力を入れていたはず……。そろそろ和食に戻る頃だろうから、敢あえて今日は正面から勝負！」

　作戦を確認しながら階段を上がり、薄暗いのに全然涼しくない共用廊下のドアを開け、二○一号室のドアの前に立つと呼び鈴りんを鳴らす。

　この部屋こそが、千ち穂ほの戦場にして、千ち穂ほが守るべき砦とりで！

「はーい」

　呼び鈴りんに応じて、男性の声。果たして中から出てきたのは、二○一号室に入居する魔王城の主あるじ、真ま奥おう貞さだ夫おであった。

「よお、ちーちゃん」

「おはようございます真ま奥おうさん！」

　千ち穂ほは暑さなど微み塵じんも感じさせない晴れやかな笑え顔がおで挨あい拶さつする。

　想い人の前なのだ。汗も引っ込むというものである。

　真ま奥おう貞さだ夫お、ヴィラ・ローザ笹ささ塚づか二○一号室の家主で、千ち穂ほのアルバイト先の先輩である。

「佐さ々さ木きさん、いつも恐れ入ります。おい漆うるし原はら起きろ！　佐さ々さ木きさんがいらっしゃったぞ！」

「…………むぐ」

　真ま奥おうの後ろからすぐに、真ま奥おうの同居人にして、忠実なる僕しもべ、芦あし屋や四し郎ろうが現れて笑え顔がおで千ち穂ほを迎えた。

　この暑さにもめげずに寝坊をしているらしい真ま奥おうの忠実でない僕しもべ、漆うるし原はら半はん蔵ぞうの寝起きのうめき声も聞こえる。

「おはようございます芦あし屋やさん。……あれ？　今日はまだ、鈴すず乃のさん来てないんですか？」

　千ち穂ほは芦あし屋やにも笑え顔がおで一礼してからふと、部屋の中の様子を窺うかがって尋たずねた。

　ここ数日の千ち穂ほの『強敵』の気配が、今日はしない。

「ああ、今日はまだ顔見てないな」

　真ま奥おうは頷うなずいて、玄関から共用廊下に顔を出すと、隣の部屋の方を見る。

　千ち穂ほも同じように隣の二○二号室の扉を見て、少し拍ひよう子し抜けしたような顔になる。

「そういえば、今け朝さは物音もしませんね。まだ寝ているのではないですか？」

　芦あし屋やも室内からそう言う。

「そうですか……」

　千ち穂ほとしては、闘とう志し満々で来ただけに若じやつ干かん拍ひよう子し抜けである。

「……でも、じゃあ今日は私が鈴すず乃のさんの分も作ります！　真ま奥おうさん達の健康的には、その方がいいですもんね！」

「ま、まあな」

「大丈夫です！　その……味はまだちょっと、鈴すず乃のさんには負けますけど、でも、魔王城の健康は、私が守ります!!　お邪じや魔ましますね！」

「なんというありがたいお言葉……佐さ々さ木きさんは我ら魔王軍にとって蜘く蛛もの糸とも言うべき一筋の救いです……漆うるし原はら！　貴様悪魔大だい元げん帥すいとして恥はずかしくないのか！　起きろ！　佐さ々さ木きさんに失礼な振る舞い、決して許さんぞ！」

「…………むが」

　千ち穂ほは気合を入れ直して、『魔王城』に踏ふみ込んだ。

　そう、この築六十年の木造アパート、ヴィラ・ローザ笹ささ塚づか二○一号室に住まう真ま奥おう貞さだ夫おは、かつて異世界エンテ・イスラの征服まであと一歩に迫せまった悪魔の王、魔王サタンその人であり、『魔王城』という呼称は誇こ張ちようでもなんでもない。

　世界征服の野望を『勇者』に打ち砕くだかれ、異世界を行き来する『ゲート』を越えて日本にやってきた魔王サタンと、その僕しもべ二人、悪魔大だい元げん帥すいアルシエルと悪魔大だい元げん帥すいルシフェルが三人で共同生活しているのが、この東京都渋しぶ谷や区笹ささ塚づかの町なのだ。




　　　　　　　　　※




　聖せい十じゆう字じ大陸エンテ・イスラに広がる人間世界を征服すべく、悪魔の大軍を率いた王の名を、サタンと言った。

　絶大なる魔力の集まるその手に世界の全てを収めんとした魔王サタンと魔王軍は、野望成じよう就じゆの一歩手前で、勇者なる人間の手により駆く逐ちくされてしまう。

　だが勇者の刃やいばもまた、魔王の心臓にあと一歩届かず、魔王サタンと腹心の悪魔大だい元げん帥すいアルシエルは、『異世界』へと通じる『ゲート』を通り、エンテ・イスラから逃亡を図る。

　その『異世界』こそ、地球という星の、日本という国であった。

　勇者の刃やいばから逃れるために漂着した日本の地は、人間が支配する世界であった。

　悪魔の命の源みなもとたる魔力の得られぬ地、地球で人間の姿に堕おちたサタンとアルシエルは、生きるため、食べるため、そして何より世界征服の野望の再起を図るべく、人間社会のルールに従い、働かなければならなくなる。

　一方で、魔王の野望を打ち破ったものの、あと一歩で命を獲り損そこねた勇者エミリア・ユスティーナもまた、日本でアルバイト生活をしながら魔王の行方ゆくえを追っていた。

　エンテ・イスラの魔王城での決戦から数ヶ月。

　魔王と勇者は笹ささ塚づかの交差点にて再び邂かい逅こうする。

　運命は停滞していた戦火を再び燃え上がらせる……かと思いきや、力を得られず働きながらお金を稼ぐしか生きる術すべが無くなっていたのは勇者も同様であった。

　宿敵を目の前にしながら、それよりもさらに目の前にある、

『働かなければ、生きていけない』

　という過か酷こくな現実に魔王も勇者も屈し、日々を過ごしていた。

　魔王と勇者が睨にらみ合いながら食べるために日々仕事に精を出すという『非日常的な日常』に、新たな闖ちん入にゆう者しやが現れたのはつい先日のこと。

　勇者よりも真剣に魔王を滅ぼそうとしていた聖職者が笹ささ塚づかの六畳一間の魔王城の隣に引っ越してきてからの奇き妙みようなご近所付き合い。

　そして、その聖職者との一時休戦と、人類の味方であるはずの勇者から聖せい剣けんを奪うばおうとする大天使との戦いを経て取り戻した『非日常的な日常』の平穏。

　魔王城の隣に身分を偽り引っ越してきて、戦いの後もそのまま魔王城の隣人として収まっている鎌かま月づき鈴すず乃のを迎えた魔王と勇者の日本での生活は、新たな局面を迎えようとしていた。




　　　　　　　　　※




「……鈴すず乃のさん、来ないですね」

　千ち穂ほはすっかり用意の整ってしまった食卓の前で、心配そうに隣の部屋の方に顔を向けた。

「まぁ、そういう日もあるんじゃねぇのか？」

　真ま奥おうはあまり気にしていないようだが、それでも千ち穂ほは落ち着かない。

　二○二号室に住んでいる鎌かま月づき鈴すず乃のは、真ま奥おうの敵であるエンテ・イスラ大だい法ほう神しん教会の人間だ。

　鈴すず乃のは引っ越してきた当初、正体と目的を隠し、隣人からのおすそ分けと称して、悪魔にとっては毒に等しい聖なる力、聖せい法ほう気きを含んだ聖別食材で作った料理を魔王城に提供し、じわりじわりと悪魔達の力を削そいでいくことを目もく論ろんでいた。

　数日前の大天使サリエルの騒そう動どうに絡からんで正体が露ろ見けんしたのだが、鈴すず乃のは大胆にもそのまま二○二号室に住み続け、より堂々と真ま奥おう達に一服盛りはじめたのだ。

　しかも千ち穂ほにとって甚はなはだうまくないのは、鈴すず乃のと魔王城の面々との間にどのようなやりとりがあったのか不明だが、鈴すず乃のの援助と称するその攻撃を『結果的に食費が助かる』との理由で芦あし屋やが受け入れはじめてしまったことだ。

　千ち穂ほにしてみれば、想い人の隣に住む美しい女性が、真ま奥おうのハート命を狙ねらって毎日胃袋を摑つかみに来ているのである。

　真ま奥おうの健康を心配する意味でも、真ま奥おうに想いを寄せる一人の女性としても、座ざして見ていられる状況ではない。

　かくして二人の女性が、違う意味で真ま奥おうのハートを狙ねらって魔王城に食事を提供しはじめたのだが、隣に住んでいる距離的アドバンテージを活かして必ず千ち穂ほに先んじているはずの鈴すず乃のが、今日は姿を見せる気配すら無い。

　鈴すず乃のは真ま奥おう達の敵ではあるものの、千ち穂ほにとっては新しい大切な友人でもあるので、姿を見せないとそれはそれで心配になってしまうのだ。

「出かけちゃったのかな……」

「どうでしょう。私は今日洗濯のために六時半に目を覚ましましたが、出かけた気配は無いように思います」

　芦あし屋やは窓にひっかけられた洗濯物に視線をやりながら言う。

　ほぼ毎日通い詰めていると言って良い千ち穂ほも、今更魔王城の洗濯物を見た程度で恥はじらったりはしないあたり、悪魔と女子高生の変に深いところでの奇き妙みような結びつきが窺うかがえる。

「鈴すず乃のさんって、携帯電話って持ってないんでしたっけ」

「この前までは持ってなかったはずだし、持ってても別に俺は番号聞こうとは思わんしなぁ」

　千ち穂ほは、室温でぬるくなってしまいそうなサラダに目を落としてから、一つ頷うなずいて立ち上がった。

「私、ちょっと様子見てきます。もし具合悪くしてたりとかだったら、大変ですし」

「そうか。まぁ、漆うるし原はらはこの暑さの中でも平気で寝てるし、鈴すず乃のだって普通の人間より頑がん丈じようなんだから大丈夫だとは思うけどな」

　真ま奥おうは頷うなずいて千ち穂ほを送り出してから、窓際のパソコンデスクに突っ伏して、結局未だに起きないままの漆うるし原はらの後頭部を忌いま々いましげに睨にらんだ。

「鈴すず乃のさーん、私です、千ち穂ほです。いますか？　鈴すず乃のさーん……」

　共用廊下に面したキッチンの窓から、千ち穂ほが二○二号室の呼び鈴りんを押しながら鈴すず乃のを呼ぶ声が聞こえる。

　真ま奥おうと芦あし屋やは何げなく目を合わせて、多分本当に知らないうちに出かけたのだろうな、くらいに考えた次の瞬しゆん間かんだった。

「鈴すず乃のさん？　鈴すず乃のさん!?」

　緊迫した千ち穂ほの声が窓から飛び込んできて、真ま奥おうと芦あし屋やは顔をはっと上げる。

　一体何事かと思う間もなく、すぐに戻ってきた千ち穂ほは慌あわてた顔で隣の部屋を指さした。

「真ま奥おうさん芦あし屋やさん！　大変です！　鈴すず乃のさん、病気かもしれません！」

「は!?」

「病気ですか？」

「はい！　ドアに耳当てたら、鈴すず乃のさんの苦しそうな声が聞こえたんです！　鈴すず乃のさん、部屋にいます！　何かあったんじゃ……」

「穏やかじゃねぇな。ちーちゃんの呼びかけには答えたのか？」

　千ち穂ほの様子に、さすがに真ま奥おうも真顔になる。

「答えてるようなそうでないような、うわごとみたいな感じがします。でも、ドアの鍵かぎ閉まってて、どうしたらいいか……」

「……」

　真ま奥おうと芦あし屋やは顔を見合わせ、

「まぁ、敵とはいえ隣の部屋でぽっくり逝いかれても寝ざめ悪いしな」

「仕方ありませんね」

「真ま奥おうさん？　芦あし屋やさん？」

「ちーちゃん、何かあったら、鈴すず乃のの奴やつがやばそうだったから仕方なくって言ってくれよ」

「え？　あ、はい。で、でもどうするんですか？　まさかドアの鍵かぎ壊すんですか？」

「まぁ、それは本当に最後の手段だな。とりあえず」

　真ま奥おうはやおら立ち上がると、芦あし屋やを伴ともなって共用廊下に出て、千ち穂ほもそれに続く。

　そして千ち穂ほがしたのと同じように二○二号室の呼び鈴りんを鳴らし、

「おい鈴すず乃の！　生きてるか！」

　中に向かって呼びかけてから、ドアに耳を寄せる。

「唸うなってる、のか？　とにかくおい、芦あし屋や」

「は、魔王様、そちら側を」

「おう」

　真ま奥おうと芦あし屋やは千ち穂ほを下がらせると、二○二号室のキッチンの窓に、格こう子しの隙すき間まから腕を入れて手をかけた。

「うちと同じなら」

「これで外れるはず。せーのっ!!」

　真ま奥おうと芦あし屋やが合図をして同時に力を入れると、なんと、施せ錠じようされているはずの窓が二枚とも窓枠から外れてしまったではないか。

「え、ええええ!?」

　真ま奥おうと芦あし屋やの暴挙とも言うべき行動に驚きを隠せない千ち穂ほ。

　二人は気まずそうに千ち穂ほを振り向く。

「言っとくが、俺達が普段から鈴すず乃のの部屋にこんなことやってるなんて思うなよ？」

「二○一号室の廊下側の窓も、これと同じ方法で外れてしまうのです」

　芦あし屋や曰いわく、たまたまキッチン周りの大掃除をしている最中に、窓にこびりついた油汚れを拭ぬぐおうと力を入れたら、外側に外れて格こう子しの中に落ちてしまったのだという。

　防犯上問題があるし、それだけ隙すき間まがあるということは虫なども入りやすくなるし、うっかり外して格こう子しと窓をぶつけてガラスが割れたら目も当てられない。

　なんとかしたいと思ってはいるのだが、いかんせんサッシを直すような予算は魔王城には無いし、そういうことを相談するべき大家の志し波ば美み輝きも長いこと不在である。

　管理を委託されている不動産屋に頼むという手もないではないが、やはり家賃増額などという形で家計に跳はね返ったらと思うと恐ろしくて放置するしかなかったのだが、それがまさかこんな場面で活用されようとは。

「ちーちゃん、覗のぞき込んで見てくれ。さすがに俺達がいきなり覗のぞくのもアレだし」

「え、あ、はい。じゃあ……んっ！」

　真ま奥おうに場所を譲ゆずられて、千ち穂ほは格こう子しに手をかけると、外れた窓と格こう子しの隙すき間まから部屋の中を覗のぞき込む。

　そして、カーテンが閉めきられ、整頓された薄暗い部屋の片隅には……。

「す、鈴すず乃のさんっ!!」

　それを見た千ち穂ほの悲鳴が上がる。

「ど、どうしたちーちゃん！」

「た、大変です、鈴すず乃のさん、部屋の中で倒れてます!!」

「何っ!?」

　千ち穂ほをどかして真ま奥おうと芦あし屋やも慌あわてて格こう子しから室内を覗のぞき込む。

　すると鈴すず乃のの小さな体が不自然な格かつ好こうで窓際に横たわっている。

　薄暗いので判然とはしないが、妙みように着ぶくれているようにも見え、明らかに不自然な状況だった。

「な、なんだどうした？　おい鈴すず乃の、生きてるか!?　具合でも悪いのか!?」

「…………」

　どうやら声も上げられない状況らしい。

　呼吸をしている様子は見て取れるが、それでも小さなうめき声が聞こえるだけで、体に異常が起こっているのは一目瞭りよう然ぜんであった。

　しかしこれだけ呼びかけて立ち上がらないのなら、中から鍵かぎが開くことは期待できない。

「くそっ、ドアぶち破るわけにもいかねぇし……仕方ねぇ！」

　真ま奥おうは一つ舌打ちをしてから、

「ちーちゃん、恵え美みに連絡して鈴すず乃のが非常事態だっつって来てもらえ！　間に合わなかったら最悪救急車だ。芦あし屋や！　どうにかして外から窓を開けられないか試してみろ。最悪割れ。ドア破るよりは窓割ったほうがなんぼかマシだ！」

「わ、分かりました！」

「了解いたしました！」

　真ま奥おうの指示に千ち穂ほと芦あし屋やが忠実に動き出す。

「魔王様はどうされるのですか？」

「仕方ねぇだろ。ぶち破るのは最後の手段なんだから……」

　真ま奥おうは突っかけていた靴くつをきちんと履はき直すと、靴ひもを結び直して言った。

「不動産屋んとこ行って、非常事態だっつってマスターキー出してもらう。連絡はちーちゃんの携帯にするからな！」

「で、電話じゃダメなんですか？」

「まだ営業時間まで何十分かある！　それに電話でごちゃごちゃ言うより、あの距離なら走って行った方が話が早ぇ！」

　真ま奥おうはそれだけ言うと、炎天下の笹ささ塚づかの町へと走り出す。

　数日前の騒そう動どうで鈴すず乃のに自転車を壊されてしまったため、偉大なる魔王サタンの交通手段は、残念ながら健脚による全力疾しつ走そうのみである。

「……何……なんの騒さわぎ……？」

　そして真ま奥おうが飛び出したその瞬しゆん間かんを見計らったかのように、寝癖を立てっぱなしの寝起きの漆うるし原はらがのそりと魔王城の玄関から顔を覗のぞかせ、緊急事態にも関かかわらず、千ち穂ほと芦あし屋やは大いに脱力したのだった。




　　　　　　　　　※




「本当に……面目ない…………」

　意気消沈した鈴すず乃のの声が、魔王城に響く。

「私の不注意で、皆に迷惑をかけてしまった。詫わびのしようもない……」

「そ、そんなに気を落とさないでください。大したことなくて良かったですよ！」

　魔王城の畳に正座して平身低頭している鈴すず乃のを、殊こと更さら明るい口調で千ち穂ほが励ますが、

「でも、ちょっとこれは間抜けすぎるわよ」

　恵え美みは呆あきれ顔を隠さない。

「千ち穂ほちゃんから連絡があったときは何事かと思ったわよ。まさか家の中で熱中症起こして立ち上がれなくなるなんて、子供じゃあるまいし」

「っ……」

　恵え美みの言葉に、鈴すず乃のは顔を真っ赤にして下を向いてしまう。

「で、でも、大人だって熱中症にはかかりますし、今時はそうバカにできないですよ！」

「その原因がこれじゃなければね」

　千ち穂ほの必死のフォローも虚むなしく、さらなる追い打ちをかけたのは漆うるし原はらである。

　鈴すず乃のの傍かたわらに無造作に放り出されているのは、厚手の革かわの外がい套とうであった。

「っっ～～～」

　全員の視線が外がい套とうに集中し、鈴すず乃のはいたたまれなくなって元々小柄な体をさらに縮ちぢこまらせてしまう。

「まぁ、大事に至らなくて良かったって言うしかねぇな」

　その上魔王に同情されては、立つ瀬も何もあったものではない。

「魔王様は出勤前だというのに、汗をかかせおって、まったく」

　芦あし屋やもすっかりお冠かんむりである。

　それも仕方の無いことで、千ち穂ほの連絡で恵え美みがアパートにやってきたのと、真ま奥おうが不動産屋を連れて鍵かぎを持ってきたのがほぼ同時だった。

　マスターキーを使って部屋に入ってみると中はもの凄すごい蒸し様で、それなのに鈴すず乃の自身は全身をすっぽり覆うような革かわの外がい套とうを羽織ったまま倒れていたのだ。

　千ち穂ほが窓を全開にし、恵え美みが男性陣を部屋の外に退去させてから鈴すず乃のの衣類を脱がして冷水を頭から被せ、ようやく鈴すず乃のは意識を取り戻した。

　救急車を呼んだ方が良いのではと言う不動産屋にお礼を言って帰らせ、恵え美みと千ち穂ほが鈴すず乃のから原因を聞き出すと、思いがけない答えが返ってきたのだった。

「日焼けしたくないからってこんなの着て熱中症とか、ちょっと恥はずかしくて人には言えないよねー」

「う、うるさいっ」

　鈴すず乃のの顔は、暑さと羞しゆう恥ちとその他色々な理由で真っ赤になっている。

「し、仕方ないだろう！　部屋のカーテンは適当に見み繕つくろったものだから遮しや光こう性が低かったし、それにヒヤケドメなどという便利なものがあるなど知らなかったのだ！」

　鈴すず乃のの熱中症の原因は、日焼けを恐れての厚着だった。

　エンテ・イスラにも「日焼け止め」のための薬材は存在するが、日本のように、量産されてはいないし、そもそも誰でも手に入れられる程、安価なものでもない。

　多くのエンテ・イスラの民たみにとって日焼け防止とは即すなわち日光を避けることに他ならず、その結果、エンテ・イスラ南大陸の砂漠地域に住む民たみ達のように、日光や熱を遮さえぎる布を被る、という選択肢しか思い浮かばなかったのはこの際仕方が無い。

　だが、日本の夏は砂漠気候とはまた一線を画す高温多湿の夏であり、体感温度には湿度が密接に関かかわってくる。

　絽ろや紗しやの着物は風を通しやすいとはいうものの、あくまで普通の着物に比べれば、というレベルであり、その上に風を通さない革の外がい套とうなど羽織った日には内側に空気と熱がこもって即席スチームサウナの完成である。

　大体、砂漠の民たみだって日光避よけの布の素材や数には細心の注意を払う。何も無かったからといって手持ちのものだけで済まそうとする鈴すず乃のが無茶なのだ。

「だからこっちに長居するなら色々勉強しなさいって言ったのに」

　鈴すず乃のはムキになって漆うるし原はらに反論していたが、恵え美みにしてみれば、何度も警告したことなのに生活態度を漆うるし原はらとは違う意味で改めない鈴すず乃のにも、大いに問題があると思わざるを得なかった。

「でも鈴すず乃のさん、お肌白くて綺き麗れいですよね」

「ここ数日、外を出歩いたせいでこれでもうっすらと日焼けしてしまっている」

　千ち穂ほは鈴すず乃のの珠たまの肌を褒ほめるが、鈴すず乃のは少し悲しげに自分の手の甲を睨にらむばかりだ。

「鈴すず乃のさん」

　鈴すず乃のの表情に心中を察した千ち穂ほは痛ましい思いにかられるが、

「肌は白い方が隠密聖務や変装が必要な聖務があったとき便利なのに……」

「……そーなんですか」

　日焼けを嘆なげく理由から妙みように物ぶつ騒そうな気配を感じ取って表情が固まってしまう。

「そういえば芦あし屋や、お前この間日焼け止めとか買ってなかったか？」

　そんな女性陣をよそに、真ま奥おうが芦あし屋やを見て、芦あし屋やもはたと頷うなずき立ち上がる。

「そういえばそうでした」

　芦あし屋やが薬の買い置き箱の中から取り出したのは、薬局で安売りしているボトルだった。

「どうしてあなた達がそんなもの買ってるのよ」

「先日の騒そう動どうのせいで、魔王様は徒歩通勤を余儀なくされているからな」

　恵え美みの問いに芦あし屋やは軽く鈴すず乃のを見下ろし、鈴すず乃のはまた申し訳なさそうに顔を伏せる。

「魔王様の健康のためにも、外を歩く間の紫外線対策を万全にせねばと思ったのだ」

「魔王のくせに、生意気にも紫外線対策？」

「魔王とか関係ねぇだろ。それに俺使ってねぇし。なんかそのクリームべたついてイヤだし、匂においも若じやつ干かんだけど気になるんだよ。これでも食い物扱う仕事してんだから、あんまりそういうの手とかにつけるのもどうかと思うしよ」

「……」

　飲食店でアルバイトする男性としては至極最も、真ま面じ目めな回答だが、前提としてあるのは悪魔の王が悪魔大だい元げん帥すいに心配されて一度は日焼け止めクリームを塗ったという事実。

　最近こういった真ま奥おう達の生活態度に慣れてきた恵え美みも、久々に辟へき易えきしてしまう。

「どうせ誰も使わないんだから、その日焼け止め鈴すず乃のにやっちまえよ」

「敵に塩を送るくらいなら、日がな一日家にいる漆うるし原はらに使わせた方がマシです」

「芦あし屋やの中での僕のポジションが全然分からないよ」

　芦あし屋やの毅き然ぜんとした物言いに、さすがの漆うるし原はらも突っ込まざるを得ない。

「あはは……でも、真ま奥おうさんの言う通り、安いのは肌触ざわりとか微び妙みようだったりしますし、鈴すず乃のさんも買うんなら自分のお肌に合ったやつ使った方がいいですよ」

「そうか……千ち穂ほ殿も、使っているのか？」

「え？　はい。私もそんなに高くないのですけど持ち歩いてます。汗かくと落ちちゃうんで」

　鈴すず乃のの問いに、千ち穂ほは持ってきたバッグの中から、小さなボトルを取り出す。

「……」

「私も持ち歩いてるわよ」

　鈴すず乃のの視線に気づいて恵え美みも自分の鞄かばんから小さなボトルを取り出す。

「あ、それ最近ＣＭでやってるのですよね。評判いいって聞きました」

「そうね、試供品もらって試しに使ってみたら気に入っちゃって。ちょっと使ってみる？」

「わあ！　いいんですか!?」

　恵え美みの申し出に千穂が快かい哉さいを上げて、いそいそと手の甲を差し出す。

　そんな女性二人の様子を見ながら、鈴すず乃のはふと芦あし屋やを見た。

「その……日焼け止めなどという便利な薬剤は、魔王達のような生活水準でも手に入るものなのか？」

「魔王城の家計を愚ぐ弄ろうするか！」

　芦あし屋やは眉まゆ根ねを寄せて喚わめく。

「私が駅前の薬局で購入したこれは安売り３９８円だ！　この程度では、魔王城の家計はいささかの痛つう痒ようも感じない！」

　芦あし屋やが印いん籠ろうのように突きつけるボトルの腹には、端が汚れた『￥３９８』の値札シールが物悲しく貼りついていた。

「あー待ってベル。千ち穂ほちゃんも言ってたでしょ。肌に合うもの使わないと気持ち悪いし、場合によっては肌に悪影響よ。きちんと選んだ方がいいわ。高ければいいってものでもないけど、アルシエルのそれはおすすめできないわ。見たことないものそんなの」

「エミリア！　貴様も私の選択を愚ぐ弄ろうす……」

「芦あし屋や、やっぱそれ人気ねぇんだって。だから安売りだったんだって。だって俺お前に言われて薬局寄ったときとか日焼け止めの棚見たけど、同じやつ見たことねぇもん」

「魔王様までそんな……」

　恵え美みに突っかかろうとした芦あし屋やだったが、主あるじの非情な一言に、畳の上に崩れ落ち、

「その日焼け止め、コスメサイトの口コミ評価が平均で星一つ半。評判最悪みたいだよ」

　漆うるし原はらの一言がトドメになって、悪魔大だい元げん帥すいアルシエル、撃沈。

「そういえばあなたがお化粧してるの見たことないけど、化粧品は何を使ってるの？」

　視界の端で、芦あし屋やが炎天下のアスファルトで焼け死んだナメクジのように干からびてゆく様を見ながら、恵え美みは何げなく鈴すず乃のに問う。

「ああ」

　鈴すず乃のは一つ頷うなずいて口を開いた。

　だが、その答えは、恵え美みと、そして千ち穂ほにとっては予想だにしない一言だった。

「化粧品の類たぐいは、特別持ち合わせていない」

「「……え？」」

　恵え美みと千ち穂ほは、顔を見合わせる。

「ん？　どうした二人とも」

「化粧品を……」

「持って……ない？」

「ああ、勿もち論ろん銭湯で入浴するときに使う石せつ鹼けんや、しゃんぷー？　と、りんすは持っているぞ」

「え、あ、いやその。そういうんじゃなくて」

「化粧水とか、乳液とか、持ってないんですか!?」

「ケショウスイやニュウエキというのがなんのことだか分からないが、まぁ、持っていない」

「「……」」

　恵え美みと千ち穂ほは、その答えに絶句し、お互い顔を見合わせ、そして、

「わっ!!　にゃ、にゃにをふるんだ！」

　申し合せたように恵え美みが鈴すず乃のの左の頰ほほを、千ち穂ほが右の頰ほほを唐とう突とつにつまんだ。

　そして指先に伝わるその手て触ざわりに愕がく然ぜんとして、手を離す。

　鈴すず乃のはといえば、恵え美みと千ち穂ほの突然の暴挙に目を白黒させて、両りよう頰ほほを押さえて二人を睨にらむが、肝かん心じんの恵え美みと千ち穂ほは、鈴すず乃のの頰ほほをつまんだ指先をただ眺ながめるばかりだ。

「な、なんなんだ一体！」

「お化粧」

「してない」

「？？？」

「鈴すず乃のさん……日本に来て、どれくらいでしたっけ……？」

「な、なんだ千ち穂ほ殿突然。そうだな……もうすぐ二週間……いや、三週間と少しくらいか？」

「その間、一度もお化粧してないんですか？」

「だから言っているだろう。化粧道具を持っていないと」

「……ベル、私からもいいかしら」

「なんだ」

「こんなこと聞くのも悪いんだけど……あなた、今いくつ？」

　恵え美みと千ち穂ほは何か途と轍てつもない衝撃を受けているようだが、それにしても悪魔とはいえ男性が三人いる前で、なかなかに不ぶ躾しつけな質問である。

　だが鈴すず乃のはあまり気にしていないのか、ごく自然に口を開いた。

「私の年齢か？　私は今年でにじゅう……」

「うわあっ!!!!」

「……だが」

　肝心なところを邪じや魔ましたのは、窓際のニートである。

「うわ、ブルースクリーンになった！　最悪だ！」

　どうやらパソコンにトラブルが発生したようだが、そんなことには恵え美みも千ち穂ほも構っていられない。

「……ごめんベル、聞こえなかったわ。いくつなの？」

「ん、だから今年でにじゅ……」

「魔王様あああああああああああああああああああああああああ!!!!」

「……歳だ」

　今度は、絶望の淵ふちから蘇よみがえった芦あし屋やだった。

「私は、私は間違っているのでしょうか！　私は買い物で得をしているつもりで実は損をしていたのでしょうか！　魔王様！　私はこれからどうしたら……っ!!」

「芦あし屋やうるせぇ暑苦しい近寄るな」

　泣きながら主あるじに縋すがる芦あし屋やの様子を恨うらみがましい目で見ながら、今度は千ち穂ほが問う。

「あの、鈴すず乃のさんすいません、また聞こえなくて……」

「いやだから、私は今年でにじ……」

「あああああ!!　電源落ちた！　再起動できない！」

「魔王様ああ！　やはり私も定期的に働きに出て家計を補強すべきでしょうかああ!!」

「……歳だと言っているだろう」

「魔王！　あなたのとこの部下ちょっと黙だまらせて！」

「芦あし屋やさん！　漆うるし原はらさん！　少し黙だまっててください!!」

　いつになく殺気立った恵え美みと千ち穂ほの様子に、真ま奥おうも鈴すず乃のも目を白黒させる。

　だが、芦あし屋やと漆うるし原はらが黙だまっても、裏庭の蟬せみや、近所の子供の叫さけび声、さらにはチリ紙交換や廃品回収、暑さで頭のネジが飛んだのか焼き芋屋にラーメンの屋台まで現れる始末で、結局恵え美みと千ち穂ほは、肝心なところだけは聞けず仕舞いになってしまったのだった……。







　結局鈴すず乃のが化粧品を持っていなかったのは、日本とエンテ・イスラ西大陸での化粧という行為に対する認識の違いから起こる齟そ齬ごが原因だった。

　鈴すず乃のにとって、化粧品は専門の調合師が作る大変に高価な医薬品、という認識が強く、またエンテ・イスラと日本の「化粧」と「化粧品」の概念やＴＰＯが大きくかけ離れていたため、今まで購入しようとすら思わなかったらしい。

　エンテ・イスラの生活文化上、儀式や祭さい祀し、または余程改まったフォーマルな場に出るのでもなければ、貴族でもない民間人や、贅ぜい沢たくをしない聖職者が化粧をすることは無い世界である。

　それだけに、まだ女子高生である千ち穂ほが化粧品を使っているという事実は、鈴すず乃のにとってかなりのカルチャーショックだったようだ。

「遊ゆ佐ささん！　今すぐ鈴すず乃のさんのためにお化粧品買いに行きましょう！　もう日焼けしちゃってるんです！　鈴乃さんの綺き麗れいな肌を守るためにも、紫外線対策を！　遊ゆ佐ささんならきっといい化粧品を売ってるお店知ってますよね！」

「ちょっと千ち穂ほちゃん落ち着いて！　はぁ、そうね、そうよね」

　恵え美みは深い息を吐はきながら、千ち穂ほに同意する。

　結局鈴すず乃のの本当の年齢を聞き出すことは叶かなわなかったが、前後の文脈から最低でも恵え美みと千ち穂ほより四歳以上、年上であることは確定事項である。

　それでいて化粧もしないのにこの珠たまの肌というのは、女性として羨うらやむ次元を超えている。

「まぁ、逆にナチュラルにこれなら、下へ手たなのに手を出して荒れちゃわないか心配だけど、日焼け止めだけでもいいものを使うに越したことはないわね。ただ、今日も明日も私仕事なのよ。案内してあげたいのはやまやまだけど。それに、ベルを熱中症で倒れた日に出かけさせるのもね」

「そ、それもそうですね……」

　ならば自分が、と言いたいところだが、千ち穂ほの化粧品は高校生でも気軽に買える、いわゆる『プチプラ』と呼ばれる価格帯のものであり、鈴すず乃のの肌に合うものが手に入る保証も無いし、そもそも千ち穂ほ自身そんなに化粧品に詳くわしいわけでもない。

「それに私も、自分に合うもの買ってるだけで、別に詳しいわけじゃ……あ、そうか」

　恵え美みはそこまで言ってふと、思い出して顔を上げた。

「早めがいいなら、梨り香かが確か明日シフト入ってなかったし、ずっと家にいるって言ってたからお願いすれば、案内してくれるかも」

「梨り香かって、鈴すず木きさんですか？　前にマグロナルドに一いつ緒しよに来た……」

　千ち穂ほは、恵え美みや鈴すず乃のと共にアルバイト先のマグロナルド幡はたヶが谷や駅前店にやってきた恵え美みの友人の顔を思い出した。

「うん。彼女、エンテ・イスラのことは何も知らないけど『鈴すず乃の』とも面識あるし、言えば引き受けてくれると思うわ」

「確かに、梨り香か殿は世慣れた空気を纏まとっていたが……指南してもらえるのなら、是ぜ非ひお願いしたい」

「私も、ちょっと興味あります」

「そう？　じゃあちょっと聞いてみるわね」

　恵え美みはスリムフォンを手に取って梨り香かの番号を呼び出すと、あることに気づいて、この部屋の主あるじを振り返る。

「魔王、あなた明日、勤務あるの？」

「あ？」

　恵え美みの呼びかけに、真ま奥おうはあからさまに面倒くさそうな顔をする。

　直前まで真ま奥おうは芦あし屋やと漆うるし原はらを正座させ、勇者の前でダラけるだけならともかく情けない姿を見せるなと滾とう々とうと説教をしていたのだが、今この流れで恵え美みからの用など面倒事以外の何物でもない。

「……いや、仕事……」

「千ち穂ほちゃん」

　恵え美みは、真ま奥おうの一いつ瞬しゆんのためらいを聞き逃さなかった。

　さっと鋭するどい視線を千ち穂ほに向けると、千ち穂ほはしばし冷や汗を流しながら、申し訳なさそうに真ま奥おうを見て、そして白状した。

「………………………………………………………………………………ごめんなさい真ま奥おうさん」

「……いや、俺こそ、すまねぇ」

　真ま奥おうとしても、千ち穂ほがいる前でシフトの噓うそが通じるなどと思ってはいなかったし、後輩に噓うそをつかせるのもどうかとも思うので、千ち穂ほに詫わびると共に、さらりと降参した。

「で……なんだよ。明日俺は休みだよ。それがどうした」

　ただ、恵え美みの言うことに素直に従いたくなかっただけである。

　恵え美みは頷うなずくと、意外にも真ま面じ目めな顔で真ま奥おうに言った。

「どうせ暇してるんでしょ。明日のお買い物、ベルと千ち穂ほちゃんに付き添ってあげて」




　　　　　　　　　※




　翌日午前十一時、真ま奥おうと千ち穂ほと鈴すず乃のは、京けい王おう線新しん宿じゆく駅西口改札で恵え美みと梨り香かと合流したのだった。

「で、真ま奥おうさんは、美女四人に囲まれているというのに不満そうだねぇ」

「……あんた、おせっかいなだけじゃなくて、本当面倒な奴やつだな」

「自覚はあるよ」

「なお悪いわ」

　真ま奥おうは辟へき易えきしてため息をつく。

「ごめんね梨り香か、休みの日に突然なお願いで」

「いいのいいの、どうせ暇なんだもん、恵え美みの友達は私の友達よ。どーんと大船に乗ったつもりでいなさい」

「梨り香か殿、休日を私のためにさいていただきかたじけない。今日はよろしく頼む」

　鈴すず乃のは梨り香かに小さく一礼。元々強きよう靭じんな肉体を持っているせいか、昨日の熱中症の後遺症は欠片かけらも見当たらない。

「よろしくお願いします！」

　千ち穂ほも元気良く一礼。梨り香かは得意満面の笑えみでそれに応える。

「お任せあれー」

　真ま奥おうは恵え美みと梨り香かと千ち穂ほと鈴すず乃のの挨あい拶さつを、少し離れた所で冷めた目で見ていた。

　休日を使って付き合っているのは真ま奥おうも同様なのだが、どうもそこを労ねぎらってくれる者はこの場にいないらしい。







　当初、真ま奥おうは鈴すず乃のの買い物に付き合えという恵え美みの要請を、即答で拒否した。

　ただでさえ最近は鈴すず乃の絡がらみの騒そう動どうで疲れているのに、何を好き好んで敵の買い物などに付き添ってやらねばならないのか。

　だが恵え美みは恵え美みで、そんな真ま奥おうの反応は予測済みだった。

「分かってると思うけど、彼女結構迂う闊かつなところあるでしょ」

　アパートの廊下に真ま奥おうを連れ出した恵え美みは、そう言って腕を組んだものだ。

「それで鈴すず木き梨り香かやなんかに迂う闊かつなこと口走らないように見張れってか？　俺の知ったことじゃねぇよ。そっちでなんとかしろ。俺には関係ねぇ」

「うん、きっとそう言うと思ったわ」

　だが恵え美みは、真ま奥おうのそっけない態度も意に介していない。ただ、一言、少しだけ大きな声でこう言った。

「なら私は、どんな手段を使ってでも、今日以降、ベルと千ち穂ほちゃんが魔王城に食糧援助するのを全力で止めてあげるわ」

「なんだとう!?」

　その言葉に血相を変えたのは、部屋の中にいるはずの芦あし屋やだった。

「エミリア貴様！　魔王城を兵糧攻めにするつもりか！」

「あら？　だって敵の援助なんかできないんでしょ？　だったら人間側から悪魔側に援助する理由も無いと思うわ？　私は勇者として、それを止める義務を感じざるを得ないわね」

「しかしこちらにも家計の都合が……」

「それこそ『私の知ったことじゃないわ。そっちでなんとかしなさいよ。私には関係ないわ』」

「う」

　真ま奥おうは自分のセリフを復唱されて、グゥの音ねも出ない。

「大体アルシエル、あなた言ってたわよね？　聖別食材よりも家計が助かることの方が大事って。ベルの援助を進んで受け入れているくせに、こういうときは『向こうが勝手にやってることだ』とか言い出すわけ？　誇ほこり高き悪魔大だい元げん帥すい様は、随ずい分ぶんとさもしい根性してるのね」

「ぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐ」

「……それに！」

　恵え美みは真ま奥おうと、横から顔を出した芦あし屋やを交互に見て、声を顰ひそめる。

「あの天使のことを思い出した方がいいわ」

「……」

　恵え美みの言う天使とは、もちろんサリエルのことだ。

「こんなこと、思い出すのも気持ち悪いけど、サリエルは千ち穂ほちゃんにも興味を示してた。魔王、あなたのすぐ傍そばにいる『普通の人間』として研究材料にしたいみたいなことも言っていたわ。またベルと一いつ緒しよにいるときに、何かちょっかい出してこないとも限らないでしょ」

「う～～ん…………」

　恵え美みの心配は分からないでもない。

　真ま奥おうも正直、如い何かに木き崎さきが美しいとはいえ、サリエルがあそこまで簡単に骨抜きになって己の天使としての分を忘れたとは思い難がたい。

　思い難がたいのだが、あの戦いの後のサリエルは、何かに取り憑かれたようにマグロナルドに通い詰めては、木き崎さきの機き嫌げんを取るために真ま奥おうや千ち穂ほにも愛想をふりまき、本気で天使の分を放棄してしまったようにしか見えないのだ。

「……はぁ。仕方ねぇなぁ」

「魔王様!?」

「家計と、ちーちゃんのためだぞ」

　真ま奥おうが折れた形になり、恵え美みも少しだけ表情を和らげた。

「結構よ。もし時間が合うようなら、夕方以降仕事が終わったら、後は私が引き受けるから」

「……へいへい」

　と、とりあえず納得してついてきたは良いものの、真ま奥おうは早くも後悔しはじめていた。

　恵え美みと別れてから、鈴すず乃のが化粧品を一切持っていないという話を聞いた梨り香かは、恵え美みや千ち穂ほと同じようにひとしきり鈴すず乃ののほっぺたをいじり回した末に、京けい応おう百貨店の一階化粧品売り場に向かった。

「な、なんだこりゃ!?」

　売り場全体が、奇き妙みような甘ったるい匂においで覆い尽つくされている。そこかしこに掌てのひらに突き刺さりそうなまつ毛を生やした外国人女優の大きな写真が散りばめられ、カラフルな液体が満ちたボトルが数えきれないほど陳ちん列れつされ、広大なフロアには見たことも無い横文字が大量に並んでいる。

　そして恐ろしいことに、

「男が一人もいねぇな」

「いるじゃん、あんたが」

「そういうことじゃなくてだな！」

　梨り香かに突っ込みながら、真ま奥おうは改めて売り場を見渡す。

　客も、従業員も、全てが女性。特に従業員は、カラフルな商品とは対照的に黒一色の衣装に統一されており、皆似たような髪型と化粧をして、全く個体識別ができない。

　男性はエスカレーター傍そばに、店舗全体の案内役といった風ふ情ぜいの老紳士が一人いるのみで、真ま奥おうのような若い男は足を踏ふみ入れることすら躊躇ためらわれる空気だった。

「な、なあ、俺よく分からないんだが、化粧品って薬局とかに売ってるんじゃだめなのか？」

　付き添いとはいえ、鈴すず乃の達がこの場で買い物をしはじめたら、真ま奥おうは一体どこでどう過ごせば良いのだろうか。

　一いつ緒しよにくっついていなければ後で恵え美みに何を言われるか分からないし、さりとて真ま奥おうに全く縁の無い商品の売り場では、精神的な意味で真ま奥おうに立りつ錐すいの余地は無い。

「ここなら色々試せるからさ。試供品も沢たく山さんもらえるし、ライン揃そろえようと思ったらいろんなバリエーションが簡単に揃そろうし、買わないまでも参考になるかなって」

「「らいん？」」

　試供品、というのは今こうして立っているだけでもそこかしこで女性客が小さな包みを無料でもらっているのが見えるので分かるのだが、真ま奥おうと、そして鈴すず乃のも、梨り香かの言った言葉が分からず首を傾かしげる。

「んー、まぁ要するに、化粧しはじめから落とすまでに必要な化粧品の流れを指してそう言うんだ。物は試しだけど、ちょっとうろついてみようよ」

「ま、マジか……」

　真ま奥おうは思いきり気き後おくれしているが、梨り香かは鈴すず乃のと千ち穂ほを率いてずいずいと売り場に入っていってしまう。

「うわぁ、かわいいボトル！」

　千ち穂ほが棚に陳列された、真ま奥おうにはなんだかよく分からない横文字の商品を見てうっとりとした声を上げる。

「あちら新商品でして、学生さんにも人気なんですよー！」

　すると、千ち穂ほの声に呼び寄せられたかのように、突然その売り場の従業員が飛んでくるではないか。

「こちら、テスターですのでよろしかったらどうぞ！」

「ありがとうございます！」

　従業員はそう言いながら、千ち穂ほに細いしおりのような紙を手渡す。

「あれは香水のテスターね。あの細長い紙に香水が染み込ませてあるの」

　なんだろう、という表情を隠さない真ま奥おうと鈴すず乃のに、梨り香かが先んじて解説を入れる。

「千ち穂ほちゃん、行くよ！」

「あ、はい、すいません」

　そして梨り香かは、千ち穂ほに少し強めに声をかけ、さらなる説明を千ち穂ほに畳み掛けようとする従業員から引き離した。

「引っかかると長いからね。こういうとこは、個人でどれだけ売り上げたかがダイレクトに評価に関かかわってくるから、皆ずいずい来るのよ。うかうかしてると食べられちゃうぞ」

「……」

　梨り香かは冗談めかしているが、個人の売り上げが直接評価に反映されるということなら、先ほどの従業員の迅じん速そくさも頷うなずける真ま奥おうである。

「で、鈴すず乃のちゃん、お化粧したこと無い……ってのが正直信じられないけど、それなら色々塗りまくるようなんじゃなくて、肌に負担の無いオーガニック系なんかがいいんじゃないかなと思ったから、この辺りどう？」

　どう？　と言われもピンとこない鈴すず乃のだが、真ま奥おうと違ってそこは女性なので、なんとなく梨り香かの指し示すショップの様子に気持ちが浮き立っているようだ。

「に、日本の化粧というのは、楽しそうだな」

　鈴すず乃のは小さく千ち穂ほに耳打ちし、千ち穂ほも嬉うれしそうに頷うなずく。

「鈴すず乃のさん、お化粧したら、絶対にもっと綺き麗れいになると思います」

「そ、そうか？」

　気き恥はずかしそうにしながらも満更でもなさそうな鈴すず乃の。

「とりあえず、色々聞いてみよう。こういうとこはすぐ買う必要は無いし、予算に応じて色々組んでくれるから、あまり気負わずに行くといいよ」

　そう言って梨り香かは鈴すず乃のと千ち穂ほを促うながして、店内に踏ふみ込む。

　一方の真ま奥おうは後に続いたものの、売り場を埋め尽つくす自分の身の回りに存在しない概念だらけの商品を見回しながら一人立ち尽つくしていた。

　たまたま入口近くの棚に飾られていた商品宣伝用のＰＯＰが目に入り、そこにあった見本品の、卓上ラー油の小こ瓶びん程度のサイズのボトルに入った『新作美容液！』のＰＯＰがついた商品に五千円もの値札がついているのを見て、膝ひざがガクガクと震えはじめる。

　化粧品と名のつくものは寝癖を急いで直す際のワックスと、唇が荒れたときのリップクリーム程度しか持っていない真ま奥おうにとって、この空間はエンテ・イスラから日本に流れ着いた瞬しゆん間かんと同じ思いを想起させた。

　全てが自分の理解を越え、見知った物が何一つ無い。

　言葉が全く分からない。

　自分達と同種の生き物（男性）がどこにもいない。

　恐ろしさと心細さに、情けなくも座り込みそうになった瞬しゆん間かん、

「何ボケっとしてんの」

「っはっ!?」

　唐とう突とつに肩を叩たたかれて我に返った。

　ふと見ると、梨り香かが不思議そうな顔をしてこちらを見ている。

「もしかして真ま奥おうさん、こういうとこ来るの初めて？」

「……あ、ああ」

「あー、じゃあきっついかもね。男の人には何がなんだかさっぱり分からんでしょ」

　馬ば鹿かにされるかと思いきや、思いがけず梨り香かの口調は優しかった。

「まー馴な染じむ必要は無いけど、こういう空気を知ってる男ってのは得点高いから、社会勉強だと思ってもちっと我が慢まんしてね。いつかカノジョでもできたときには、来ることになるかもしれないんだからさ」

「お、おう……その、鈴すず乃のとちーちゃんは？」

「お店の人に任せてきた。お医者さんみたいに問診とかあって、肌の様子とか機械で測ったりもしてくれるから、あとは鈴すず乃のちゃん自身で買う買わないは判断するしかないしね。断ってもＯＫってことは教えてあるし、千ち穂ほちゃんにはまだ手の届かない値段だろうからお店の人も分かってくれるし、まぁそっちもお勉強かなって」

「そ、そうか……なぁ、一つ聞いていいか」

　カノジョ云うん々ぬんは置いておいて、真ま奥おうには、この化粧品フロアに入った瞬しゆん間かんから気になって気になって仕方ないことがあった。

「女の化粧品って……どんだけ種類があるんだ？」

「え？」

　梨り香かは真ま奥おうの問いに一いつ瞬しゆん考え込んでから、不意ににやりと口角を上げる。

「本気で聞きたい？」

　真ま奥おうは久しぶりに、人間に対して本能的な恐怖を覚えた。

「まず朝に顔洗う洗顔フォームから始まって化粧水、美容液、アイケア、乳液、クリーム。出かけるんならサンプロテクトに化粧下地、コンシーラーにファンデーション、肌の血色次第ではチークやハイライト。目元にもアイライナー、アイシャドー、マスカラ。時間があったり気合入った人なんかは部分マスカラや下まつ毛用マスカラとか分けて使うね」

「……マスカラってのは、あの両手でシャカシャカ……」

「楽器じゃないよ。定番ボケはやめてね」

「……」

「さすがに口紅は分かるでしょ？　その口紅周りで言えばリップライナー、グロス、リップ美容液なんてのもあるね。手の爪つめのマニキュアなんかこだわる人は本当こだわるし、夏はみんなミュールとかサンダル履はいて爪つま先さき出すから、ペディキュアも欠かせないわね」

「……」

　真ま奥おうには、もう未知の世界の魔術の文言にしか聞こえない。

「これだけで終わると思ったら大間違いだぜ。家に帰ったらメイク落としに洗顔スクラブ、風呂上がりに念入りにボディケア。夜用化粧水、夜用美容液にパックとかして、除光液でマニキュアやペディキュアを落とした後、寝てる間のネイルケアすりゃ完璧よ！」

　もはや真ま奥おうは埴はに輪わの顔をしている。

　真ま奥おうが梨り香かに遊ばれているのを見て助け船を出したのは、戻ってきた千ち穂ほだった。

「あの、年齢や肌質や環境によって使うものは違いますし、みんながみんなそんなに沢たく山さん使ってるわけじゃないですよ？　一つで何役もこなすのもあるし、あんまり驚かないで……」

「ありゃ千ち穂ほちゃん、もういいの？」

「はい、鈴すず乃のさんがあそこで……邪じや魔まになっちゃいますし」

「あ、そっか。やってみるんだ」

「はい。お店の人も、やりながら色々教えてくれてるみたいです」

「……あ？」

　真ま奥おうは埴はに輪わになって空洞化した目を鈴すず乃のの方に向けると、鈴すず乃のは先ほど問診をしていたデスクから、大きな鏡のある化粧台に移動していた。

「何してんだ？」

「お店の一般的なラインで、試しに化粧してもらってるのよ」

「……タダでか？」

「基本無料だと思うけど」

「ラー油が五千円もするのにか？」

「「は？」」

「……いや」

　ただ鈴すず乃のの傍そばで待っていても仕方がないので、鈴すず乃のが終わるまで梨り香かは千ち穂ほと真ま奥おうを連れて一通り売り場を回る。

　梨り香かも決して裕福な生活をしているわけではないので高級化粧品ばかりを使い続けているわけではないものの、やはりそこはＯＬの空気の力。

　学生の千ち穂ほや男性の真ま奥おうだけでは絶対に声がかからないだろうが、梨り香かが一いつ緒しよにいるおかげで立ち止まると必ずなんらかのテスターや試供品が飛び出してきた。

「どれか気になったのあったら、千ち穂ほちゃん持って帰る？」

「え、い、いいんですか？」

「お母さんに見つかっても怒られたりしないなら、折せつ角かく来たんだし持って帰りなよ」

「う、うう……ど、どうしよう、どれにしよう」

「……」

　千ち穂ほは瞳ひとみを煌きらめかせて梨り香かが手に入れた試供品を眺ながめ、真ま奥おうはもうこのフロアにいる間は無念無想で過ごそうと心に決める。

「そろそろ鈴すず乃のちゃん、終わる頃かな」

　千ち穂ほが遠えん慮りよがちに二、三の美容液の試供品を手に取ったとき、梨り香かが時計を見る。

　三人が売り場に戻ると、そこには、

[image: ]

「ち、千ち穂ほ殿……」

　落ち着かない様子で、鏡台の前に座る鈴すず乃のがいて、千ち穂ほは思わず声を上げる。

「わあ！」

「へ、変ではないかな……」

「そんなことないですよ！　鈴すず乃のさん、すっごい綺き麗れいです!!」

「おお、やっぱ元が良いと出来もいいねぇ！」

「つい、頑張りすぎてしまいました！」

　なぜか千ち穂ほと梨り香かと一いつ緒しよに、売り場の美容部員の女性まで、大仕事をやりきったようにいい顔をしている。

「ね、真ま奥おうさん！　鈴すず乃のさん、綺き麗れいになりましたよね」

「あ、ああ……まぁ、変われば変わるもんだなぁ」

　真ま奥おうも千ち穂ほに突かれ、とりあえずそう言ってみる。

　元から色白の肌のキメがさらに艶つややかになり、凛りんとはしているものの幼い印象が拭ぬぐえなかった鈴すず乃のの顔立ちが、大人の女性のそれに代わっている。

　日頃も血色のいい方ではあるが、口元のみずみずしさも増しているように見えた。

　なので真ま奥おうは比較的素直にそう言ったのだが、なぜか梨り香かが顔を顰しかめて、

「これ見てコメントがそれだけかい」

　と苦言を呈ていした。

　真ま奥おうとしてはそれでも十分社交辞令を果たしているつもりなのだが、なぜか千ち穂ほも微び妙みようそうな表情。

「そ、そうか。おかしくは、ないか。うん」

　だが当の鈴すず乃のは意外にも、満更でもない様子である。

　それまで『業務用の化粧』しかしたことのなかった鈴すず乃のは、初めての『女性としての化粧』で生まれ変わった自分の面おも差ざしを、驚きつつもやはり気に入ったらしい。

「うん、鈴すず乃のちゃん、すっごく可愛かわいくなってるよ。そこは間違いないから」

　梨り香かは鈴すず乃のに自信をつけるように背を叩たたくが、なぜかそのまま鈴すず乃のの背を押し、

「じゃあもうちょっと見て回ろうか」

　と言い出した。

「え？」

　慌あわてたのは鈴すず乃のである。

　一いつ瞬しゆん、化粧を施ほどこしてくれた美容部員の方を振り返るが、そちらも梨り香かの言動をあまり気にしていないようだ。

「お待ちしております、お気に召しましたらまたお越しください」

「え？　え？」

　それどころか美容部員の女性は鈴すず乃のの首から汚れ避よけの不織布ケープを外すと、笑え顔がおで鈴すず乃のと梨り香かを送り出してしまう。

「気に入ったのは分かるけど、即決はＮＧ」

「は？」

「とりあえずごはん食べに行って、ちょっとあちこちぶらつこ。そんで大丈夫なら、買いに行こうよ。ね？」

「あ、ああ……」

　梨り香かの意図が分からない鈴すず乃のだったが、千ち穂ほも何も言わないのでとりあえず従う。

　そして真ま奥おうは、他人ひと事ごとながら、あそこまでやってもらっておいて一いつ銭せんも払わずに出てきてしまっていいのだろうかという不安でいっぱいだった。







「恵え美みの奴やつ……今日の俺の昼飯代も持ってもらわなきゃ、割に合わねぇぞ……」

　お昼も大分過ぎた午後三時。

　真ま奥おうは京けい応おう百貨店の女性衣料品売り場の隅のベンチにぐったりと座り込んでいた。

　鈴すず乃のの化粧品を買いに来たはずなのに、化粧を施ほどこしてもらって以降、なぜか女性陣のウィンドウショッピングが始まったのだ。

　特に目的も無く、ただあちこちの店を行き来するだけの店内散歩とも言うべき動きに真ま奥おうはがっつり体力を削られてしまった。

　鈴すず乃のと千ち穂ほと梨り香かは、真ま奥おうの座るベンチに近い雑貨売り場で、可愛かわいい食器を買うでもなくただ見て回っている。

　鈴すず乃のは余程化粧が気に入ったようで、鏡面の壁やショーケースのガラスなどに自分の顔が映ったときなど、気き恥はずかしそうに、それでもどこか嬉うれしそうにはにかむのに真ま奥おうは気づいていた。

　鈴すず乃のがエンテ・イスラのことを梨り香かにうっかり話してしまうのでは、という恵え美みの心配も完全に杞き憂ゆうで、鈴すず乃のが日本の常識について不自然に分からないことなどは千ち穂ほがうまくフォローしてくれている。

　当然サリエルも現れず、このまま何事も起こらない場合、真ま奥おうは本当にただ休日を鈴すず乃ののために費やしてしまっていることになる。

　まぁ、千ち穂ほと鈴すず乃のには日々の食事について一応の恩があることは間違いないので、それならそれで構わないのかもしれないが、恵え美みの要請でというのがどうにも気に食わないというか腑ふに落ちないというか……。

「ん？」

　そんないじましいことを考えていると、ふと鈴すず乃のが真ま奥おうのいるベンチに戻ってきて、難しい顔をしながら隣に座った。

「どうした？」

「いや……少しその……」

　鈴すず乃のはほんの少し眉まゆ根ねを寄せて、頰ほほのあたりを盛んに気にしている。

「あ、やっぱ来たかな。顔、なんか変な感じする？」

　と、鈴すず乃のの異変に気づいた梨り香かと千ち穂ほも真ま奥おうの所に戻ってきて、鈴すず乃のの顔を覗のぞき込む。

「少し、頰ほほと目元が……ぴりぴりする」

「やっぱ来たか。いきなり全部は、ちょっとやりすぎたかもね」

　梨り香かがそれほど不思議に思うでもなく鞄かばんの中から、ウェットティッシュのようなものを取り出し、鈴すず乃のに差し出す。

「お化粧落としに行くよ。お手洗い行こ」

　梨り香かの提案に驚いたのは鈴すず乃のもそうだが真ま奥おうもだった。

　ここまでしっかり化粧をしてもらったのに、こんな短時間で落とすのか。

「だ、だが、せっかく……」

「元が綺き麗れいな肌なんだから、荒れちゃったら最悪でしょ」

　躊躇ためらうのは鈴すず乃のも同じだったが、そんな鈴すず乃のを強引に立たせて手洗いに引っ立てる梨り香か。

「な、なんだどうした」

　二人の背を見送りながら驚く真ま奥おうだったが、千ち穂ほが少し残念そうに解説した。

「多分……ラインの中に、鈴すず乃のさんのお肌に合わないものがあったんだと思います」

「はあ……」

「お化粧って外に出ている間ずっとするものですから、靴くつを夕方買うのと同じで、疲れてくる頃や遅い時間になっても肌と合ってる化粧品が、一番自分にいい化粧品なんです。お母さんの受け売りですけど」

「なるほどな」

　それであえて梨り香かは、食事をしたりあちこち歩き回ったりしていたのか。

「夏場は汗で浮くから特に選ぶのが難しいって、売り場のお姉さんも言ってました。鈴すず乃のさん、お化粧気に入ってたみたいだから落ち込んでなければいいんですけど……」

　千ち穂ほの心配は的中した。

　梨り香かに連れられて戻ってきた鈴すず乃のは、すっかり化粧を落としていつもの彼女の顔立ちに戻っており、肌の違和感は無くなったようだが明らかに意気消しよう沈ちんしている。

「そ、そんなに気に入ってたのか」

　鈴すず乃のの落ち込み様に驚く真ま奥おうだったが、一方の梨り香かはといえば、

「だーかーらー、よくあることだからそんなに気を落とすことじゃないって。それに、ようやくこれから本番なんだから、しゃきっとしてしゃきっと」

　と鈴すず乃のの手を取ってどこかへと向かいはじめた。

　千ち穂ほと真ま奥おうも顔を見合わせながら慌あわててそれを追う。

　梨り香かが向かったのは、ルミナ新しん宿じゆくの、確かに化粧品売り場なのだが先ほどのように美容部員が大挙して待ち構えているのではなく、普通の薬局よりちょっとおしゃれな程度のコスメフロアだった。

　値段も、先ほどの売り場に比べればずっと安価なものが揃そろっているのが一目で分かる。

　客層も、千ち穂ほより若い学生から主婦に至るまで多種多様だ。

　梨り香かは売り場の様子を見ながら鈴すず乃のに言う。

「プロにやってもらったんだから、大体の感覚は分かるでしょう？　そしたら揃そろえられるもんはちょいちょい安売りやプチプラで揃そろえて、自分に一番いい組み合わせを探して。本当のところ、私達くらいのトシの女がさっきみたいなお店なんかで買えるのは、年に一回思いきって化粧水や美容液を一、二本が関の山よ」

「……」

「化粧品は、自分に合うかどうかが第一。はっきり言って値段の高い安いは二の次よ。こういうとこから色々試して試行錯誤するの。一回で全部自分に合う化粧品を見つけるとか無理無理。いきなり高いの買って、さっきみたいに合わなかったりしたらダメージでかいじゃん？」

「う、うむ……なるほど」

「あ、あれ、私が使ってる日焼け止めです。種類いっぱいあるんで、鈴すず乃のさん、どうですか？」

　千ち穂ほが自分の愛用品を見つけて棚の前に鈴すず乃のを誘う。

「そ、それなら最初からこっち来ておけば……」

　そんな千ち穂ほと鈴すず乃のの様子を見ながら真ま奥おうがそう言うと、梨り香かは少し肩を竦すくめた。

「鈴すず乃のちゃんの年齢まで化粧したことないって、自信が無いとかトラウマがあるとか、何かお化粧自体に抵抗があんのかなって思ってさ」

　鈴すず乃のは千ち穂ほと二人で、千ち穂ほが愛用しているというメーカーの棚を見ながらあれこれと話し合っていた。

「折せつ角かく美人なのに最初で躓つまずいてほしくなかったから、まずいいとこでお試しって思ったのよ。私だってあんな高い所、何回も足踏ふみ入れたことないわよ。いつも使ってる化粧水は、家の近所のタケツヨの千円のやつだし、私も恵え美みに期待されてるほど、お化粧詳くわしいわけじゃないもん」

　つまりさっきの化粧品羅ら列れつの呪じゆ文もんは、やはり真ま奥おうをからかっていたということだ。

「それでも千円か……女ってのは大変だな」

　飲み食いできない物のランニングコストとしては十分高額に感じる真ま奥おうだが、梨り香かは苦笑するだけだ。

「それを引き合いに出して男に『女って大変なのよ！』とか言う奴やつは私も嫌いだけど、困ったことに、大変なはずの面倒事が嫌いじゃないからね、女は。だから余計大変なのよ」

　考えても詮せんないことだが、もし真ま奥おうは自分が女だった場合、日本に降り立ったら最低限の化粧品を揃そろえたりしたのだろうかと考えてしまう。

　だが木き崎さきも、同僚の女性クルーも皆何かしらの化粧をしているのを見ると、やはり女性の社会常識として最低限の身だしなみは整えていただろうと思い、ついでそれにかかる金額に思いを馳はせ、自分は男で良かったと改めて思うのだ。

「だからね真ま奥おうさん。千ち穂ほちゃんも、実は恵え美みも、あんたに会いに行くときはそれなりにおめかししておるのだよ、少しくらいその努力を褒ほめてやっているかい？」

「……気持ち悪い言い方すんな。あんた俺がそんな気の利いた男に見えるのか」

「見えないから言ってんの。まぁ恵え美みとは仲悪いらしいからいいけど、千ち穂ほちゃんなんか、褒ほめてあげたら喜んでくれると思うけどなぁ？」

「…………」

　千ち穂ほ相手の話だと、無む下げに切り捨てるわけにもいかず、魔界の王は貝の沈ちん黙もくを余儀なくされる。

　褒ほめる褒ほめない以前に、真ま奥おうは千ち穂ほに対して、言わなければならないもっと大きな回答を保留にしているのだ。

　それをきちんと答えるまでは、そのようなことを軽はずみにするべきではないとも思う。

「ま、男の人にしてみりゃ無む駄だで面倒に見えるだろうねぇ。でも、最近は男性コスメとかも流は行やってるんだぜ？」

「はぁ!?　男が化粧すんのか!?」

「女ほどがっちりじゃないけどね。ムダ毛剃そったり、肌ケアしたり、男性用のナチュラルカラーの口紅とかあったりするんだよ？」

「冗談じゃねぇよ！　そんなことしてる奴やつ見たことねぇぞ!?」

「折せつ角かくだから試してみたら？　お店でお客の受け良くなるかもよ？」

「なってたまるか！　男は素のまま男らしいのが一番だ!!」

「だからその男らしくなるための化粧もだね……！」

「これ以上余計な出費増やしてたまるか!!」

　結局真ま奥おうは、鈴すず乃のと千ち穂ほの買い物が終わるまで梨り香かに遊び倒されてしまったのだった。




　　　　　　　　　※




　夕方、新しん宿じゆくで梨り香かと別れ、笹ささ塚づか駅で千ち穂ほと別れた真ま奥おうと鈴すず乃のは、並んでアパートへの帰路につく。

　鈴すず乃のの手には、ルミナのコスメフロアで購入した化粧道具一式が入った紙袋と、京けい応おう百貨店で化粧をしてもらった店の小さな紙袋が一つ。

　ハーブの香りがどうしても気に入った、という小さな美容液を一瓶びんだけ購入したのだ。

「随ずい分ぶん、機き嫌げんがいいな」

　最初の化粧を落としたときは完全に意気消沈していた鈴すず乃のも、今はどこか満足げに微笑ほほえんでいて、今日一日を楽しんだことがはっきり分かる表情だった。

「そうだな。柄にもなく楽しんでしまった。こんな経験は初めてだったからな」

「ん？　この前も、なんだか色々好き放題買い物してたじゃねぇか」

　鈴すず乃のと恵え美みと梨り香かが初めて連れ立ってマグロナルドに来たときは、鈴すず乃のは相当色々な買い物をしていたような気がして真ま奥おうは首を傾かしげる。

「ああ、そういうことではない。こう……」

　鈴すず乃のは歩きながら、千ち穂ほと別れた笹ささ塚づか駅の方向を振り返る。

「友と一いつ緒しよに、ただ純粋に休日を楽しむ、ということをしたことが無かったから、今日はとても楽しかった」

「ふーん……そっか」

　真ま奥おうも詳細を聞いたわけではないが、エンテ・イスラにいた頃の鈴すず乃のは、かなり凄せい惨さんかつ過か酷こくな日々を送っていたらしい。

　一度はそんな過去からの波に吞のまれて、恵え美みや千ち穂ほすら犠牲にしそうになったのだ。

　それを思えば、今の彼女を取り巻く環境は、あまりにも明るく、快いものだろう。

「貴様にも、感謝せねばなるまい」

「あ？」

「エミリアに言われたのだろう？　私の様子を見張れと」

「……まぁ、それだけが理由ってわけでもないが……」

「エミリアも、まだ私を全面的に信じられはしまい。それだけのことを、私はしてしまったからな。日本に居座っているサリエル様が、千ち穂ほ殿に害を及ぼさないとも限らない」

「……ああ」

「私もその懸け念ねんは持っていた。だから正直、貴様がいて少しだけ心強かった」

「おお？　どうした、突然」

「お前達やエミリアが、この国に来て今のような生活をしている理由が、なんとなくだが分かったということだ」

　そして鈴すず乃のは、夕暮れの中でやおら立ち止まると、はっきりと真ま奥おうに向かい合う。

「魔王、私は貴様の敵だ。それは変わらない。だが、これだけは信じてほしい。私はもう決して、千ち穂ほ殿やエミリアを裏切るようなことはしない。だからエミリアが貴様を討とう伐ばつすると決めるまでは、私も貴様達に手を出したりはしない」

「いい話のようで、死刑の執行猶ゆう予よ申し渡しに聞こえなくもないのは気のせいか」

　真ま奥おうは苦笑するが、鈴すず乃のの言葉に噓うそ偽りがないことだけははっきりと理解できた。

「お前の好きにしろよ。恵え美みはともかく、ちーちゃんを悲しませるようなことさえしなけりゃ、それでいい」

「承知した。それと、そのような状況だからこそ、貴様からの借りを清算したい。アルシエルもやかましいからな。早いところ、代わりの自転車の目星をつけてくれ」

「言ったな。覚悟してろよ。めっちゃいいやつでも遠えん慮りよしないからな」

　真ま奥おうはにやりと笑ってそう宣言すると、

「んじゃ帰るか。そうだお前、恵え美みがどうこう言うんならそろそろ携帯電話買えよ。お前の様子が気になるってんで恵え美みが前にもましてアパートに頻ひん繁ぱんに来るからうるさくて仕方ねぇ」

「携帯電話こそ、エミリアに相談だな。今日のことも礼を言わねばならないし……」

　夏の夕暮れ時。

　敵同士の隣人同士。魔王サタンと訂てい教きよう審議会筆頭審議官クレスティア・ベルの話題は、今日の買い物のことから、明日の朝食の献立と芦あし屋やの料理の腕についての話題に移ろいつつあったのだった。
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　鈴すず乃のが梨り香か達と共に化粧品を買いに行った翌日の昼のこと。

「エミリア、貴様自炊はするのか」

「は？　いきなり何よ」

　その後が気になり鈴すず乃のの部屋を訪ねてきた恵え美みに、ヴィラ・ローザ笹ささ塚づかの二階共用廊下で顔を合わせた芦あし屋やが藪やぶから棒にそんなことを言い出したのだ。

「自炊はするのかと聞いている」

「よく分からないけど……日によるわよ。一人暮らしだから一回に沢たく山さん作って二、三日同じもの食べちゃう日とかもあるし、今は夏だから簡単なもので済ませるとか、疲れてるとコンビニのカレーとか商店街のお惣そう菜ざい買っちゃうこともあるけど、それがどうしたの」

　コンビニとお惣そう菜ざいのくだりは言う必要が無かったか、と思った恵え美み。

　芦あし屋やの主夫としての能力が高いのは周知の事実なので、そのことをネタにまた何か嫌いや味みの一つでも言い出すのかと思いきや、芦あし屋やは深刻な顔で頷うなずくと、さらに妙みようなことを聞いてきた。

「貴様の平均的な勤務時間は、九時五時か。それとも残業などあったりするのか」

「はぁ!?　なんでそんなこと知りたいのよ!?」

「他に聞ける者がいないのだ！」

　普段なら妙みようなことを訪ねてくる芦あし屋やなど突っぱねるところだが、やけに真剣な面おも持もちだったために、恵え美みは仕方なく答えてやる。

「……正社員じゃないから、私は滅多なことじゃ残業したりはしないわよ。終業は入り時間次第だけど十七時から十九時ってところかしら。遅番の人なんかは十一時とか十三時に入ったりもあるみたいだけど」

「やはりそうか……」

　それだけ聞くと、芦あし屋やは深刻に眉まゆ根ねを寄せて何かを考え込んでいる。

　一体なんなのだろう。恵え美みは首を傾かしげる。

「あなた、魔王みたいに定期的なアルバイトでも始めるつもりなの？」

　この前、日焼け止め云うん々ぬんの話題で家計がうまく回らないことを気に病やんでいたことを思い出しそう尋たずねると、

「その可能性も、捨てきれんとだけ言っておく。邪じや魔ましたな」

　そう言って、部屋に戻ってしまった。

「なんなのよ……」

　恵え美みは不穏なものを一切感じないことが逆に不穏な気がしながらも、とりあえず鈴すず乃のの部屋の呼び鈴りんを押そうとして、

「やはりこのままではいかん!!」

　突とつ如じよ響き渡った芦あし屋やの怒声に驚いて目を見開いた。
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「い、いきなり大きな声出さないでよ！　一体なんなのさ！」

　芦あし屋やが部屋の真ん中で仁に王おう立ちのまま怒声を上げたものだから、漆うるし原はらは思わず畳から腰を浮かして飛び上がってしまう。

「……このままではいかああん!!!!」

「だから何がさ！」

　漆うるし原はらは芦あし屋やの殺意に満ちた目に嫌いやな予感を覚えつつ、先を促うながす。

「漆うるし原はら、貴様、今の状況をどう思う!?」

「はぁ？　今の状況って？」

「我々はこのままで良いのか、ということだ!!」

「はあ、何、それはつまり、本当は魔王の真ま奥おうがアルバイトして、芦あし屋やが主夫してるこの状況ってこと？」

　このままでいいのかと聞かれれば、客観的に見れば良くないだろうと漆うるし原はらでも思う。

　一応この部屋に住まう三人は魔界の頂点に君臨する大悪魔達であり、本来はエンテ・イスラの人間世界を征服するべく日々努力をしなければならないはずである。

　人間に身をやつしてのフリーター生活は当然自分達の本意ではなく（漆うるし原はら自身は結構楽しんでいるものの）、家主にして魔王たる真ま奥おうも、必ずエンテ・イスラ征服を成し遂げると日々公言して憚はばからない。

　だから芦あし屋やが言いたいこともそういうことなのだろうと思いきや、

「もっと根源的な問題だ！　我々はこのまま、唯い々い諾だく々だくと佐さ々さ木きさんやベルの食料援助を受け続けて良いのか!!」

「芦あし屋やの根源の置き場がよく分からないよ」

　漆うるし原はらはがっくり肩を落としてから、それでも突っ込む。

「でも何いきなり。何か問題あるの？」

「大アリだ！　貴様はそうは思わんのか！」

「だから何がさ。ちゃんと説明してくれなきゃ分かんないよ」

「愚おろか者め！　良いか！　クレスティア・ベルはそもそも我らの敵だ。敵からの塩を受け続けていること自体、我らの矜きよう持じにかかる由ゆ々ゆしき事態だ」

「今更な気がするけど……変な話だけど、それはお互い利害が一致したってのもあるでしょ」

　鈴すず乃のは聖別食材で真ま奥おう達の弱体化を狙ねらいたいし、真ま奥おう達は鈴すず乃のの食糧援助のおかげで家計が助かっている。

　何がプラスで何がマイナスかはともかく、確かに鈴すず乃のと魔王軍の利害は一致していた。

「だが！　それも奴やつの聖別食材の在庫がもつ間だ。その後、ベルが普通の食材を援助してくれるとは思えんし、そんなものを受け入れることもできん。となると、その日から家計が一気に傾かたむく！」

「完全にベルのご飯アテにして家計組んでんじゃん。てか家計が傾かたむくって大げさなんぐっ」

「貴様の通販による無む駄だ遣いも大いに影響しているのだぞ……自覚はあるのか、んん!?」

「近い近い近い苦しい苦しい苦しい」

　芦あし屋やに摑つかまれた胸倉を振り払いながら、漆うるし原はらは喚わめく。

「でも佐さ々さ木き千ち穂ほは普通に好意でやってくれてんだろ。あいつだって色々持ってきてくれてんだし、ベルの分が無くなってもそこまで影響ないんじゃないの？」

「だから貴様は愚おろかだというのだ。佐さ々さ木きさんは一人暮らしをされているわけではあるまい」

「最近の芦あし屋や、どうして佐さ々さ木き千ち穂ほに対してナチュラルに敬語なの……」

「佐さ々さ木きさんの差し入れは、ご両親のお力添えなくしては成り立たぬものが多い。それは材料的な意味でも、金銭的な意味でも、調理道具的な意味でもだ。どういうことか分かるか。佐さ々さ木きさんから過分な援助を頂くということは、どこかのタイミングで相応の『お返し』をしなければ、佐さ々さ木きさんのご両親から魔王城への信用に関かかわるのだ！」

　千ち穂ほ曰いわく、魔王城に来るのは両親公認ということだが、逆に言えば千ち穂ほの両親から真ま奥おうへの信用が失われた場合、千ち穂ほも魔王城に来るのが困難になってしまう。

　まして真ま奥おう一人ならともかく、家人全員が千ち穂ほの差し入れを本気で当てにしているなどと先方に知られれば、魔王城の評判はストップ安に陥おちいるだろう。

　どれだけ千ち穂ほが自分の好きでやっていること、と言い張ろうとも、保護者の立場からすれば、千ち穂ほの行動全てを看かん過かすることはできないだろう。

　そして魔王城の家事家計の全権を預かる芦あし屋やの立場は、どちらかというと千ち穂ほの両親の立ち位置に近い。

「分かるけど、色々突っ込みたくはある」

「かと言って、佐さ々さ木きさんの性格では、魔王様ご自身がよほど強く仰おつしやらない限り、手料理を持ってくるのをやめろと言っても聞き入れてはもらえないだろうし、こちらとしても佐さ々さ木きさんのご厚意を無む下げにするのは心苦しい」

「あー、真ま奥おうそういうの言えなさそう……」

「そこで本題だ!!」

「わっ！　だ、だから急に大声出すなって」

「お返しをするにしろ、家計を見直すにしろ、これ以上収入という面に於おいて魔王様お一人にご負担をかけるわけにもいかない。なので、私もこれまでのような単発のアルバイトだけではなく、定期的にシフトを組んで出勤する仕事を探そうと思う」

「あ、そう。頑張ってね」

　割と予想できた話だけに漆うるし原はらとしては拍ひよう子し抜けだが、芦あし屋やの、本当に本当の本題はここからだった。

「だがそうすると、これまで完璧を期した私の家事が、滞とどこおる危険性もあるわけだ」

「う、うん、まぁ、そうだね」

　漆うるし原はらの脳のう裏りに嫌いやな予感がよぎる。というより、確信が湧わき起こる。

「そこで漆うるし原はら、貴様の出番だ」

「やっぱり!!!!」

「私が出勤する日の家事を、貴様が担当しろ。拒否は許さん。拒否した場合は、この部屋から叩たたき出すぞ」

「そ、そんな無茶苦茶な！　だ、大体芦あし屋やは魔力に関することの調べものだってあるんだろ！　そっちはどうするんだよ！」

「貴様のパソコンのインターネット機能は飾りか？　動画サイトと通販サイトを見る為だけのおもちゃか、んん？」

「あ、いや、その……」

「魔王様のように毎日働きに出るとは言わん。だが週に二日、可能ならば三日、働きに出られるだけで家計は大きく上向く。分かるな？」

「わ、分かるけどでも……」

　漆うるし原はらも、そう理詰めで来られると、自分の行いを全面的に肯こう定ていするつもりはない。

　だが、じゃあやれと言われてやれるかというと、それは全くの別問題。

　たまに食器を洗わされることがあると、大体漆うるし原はらの洗った皿は油が残っていたり、乾いた米がこびりついていたり、洗った後のシンクにゴミが残っていたりして、その都度芦あし屋やの逆げき鱗りんに触れるのだ。

　手伝っても手伝わなくても不興を買うなら面倒事は避けたい漆うるし原はらだったが、そんな漆うるし原はらの内心を察してか、芦あし屋やは難しい顔で頷うなずいた。

「もちろん、日がな一日ごろごろしている貴様に最初から全てを押しつけるつもりはない」

「へ？」

「魔王様も新人が一人前に育つかどうかは研修が九割、とまで仰おつしやっていた。私もそう簡単に勤め先が見つかる保証は無いし、その間貴様にたっぷりと家事一切を仕込んでやる！」

「うえええええええ!?!?」

　漆うるし原はらにとっては迷惑この上ない宣言だったが、芦あし屋やの目はどこまでも本気だった。
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　全開の窓から聞こえてくる、隣室の悪魔大だい元げん帥すいと悪魔大だい元げん帥すいの、どこまでもスケールの小さい軍法会議を聞きながら、恵え美みと鈴すず乃のはため息をついた。

「あなた、毎日こんなこと聞いてるの」

「そうだな。むしろ今日はかなり特殊な会話だと思うほど、魔王もアルシエルもルシフェルも同じ話しかしない。全員の生活様式が完全に固定されているとしか思えないな。他の話題が入り込む余地が無いのだろうとも思う」

「……」

　鈴すず乃のを訪ねてきたら、突然廊下で芦あし屋やに勤務時間を訪ねられた恵え美み。何事かと思いしばし鈴すず乃のの部屋に逗とう留りゆうしていたら、芦あし屋やの主夫力が高い水準にあるという事実だけが察せられる会話を聞かされて、げんなりしてしまう。

「もしアルシエルがどこかに勤務するようなことになったら、そちらも見張りに行ったりするのか？」

「冗談じゃないわよ」

　恵え美みはそうなったときのことを想像し、頭を抱かかえてしまった。
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「いいか漆うるし原はら！　家事とは大まかに分けて掃除、洗濯、炊事の三本柱で成り立っている」

「はいはい……」

　漆うるし原はらは正座状態で堂々たる宣言をする芦あし屋やを見上げながら、やる気の無い声で頷うなずく。

「何せ我らが住まう城はこの規模だ。一つ一つの作業は決して大きな困難を伴ともなう量にはならない。慣れない貴様でも、炊事以外は二時間もあれば完遂できるだろう！」

「ええ……二時間も……」

「貴様は毎日何時間パソコンの前に座っている？」

「はい、すいません」

「そして炊事に関してだが、貴様に一汁三菜全てを作らせようとは思わん。冷蔵庫や家計との兼ね合いもあるし、貴様に火を使わせるのは不安すぎる」

「一応これでも炎の魔術だって使う悪魔大だい元げん帥すいなのに、なんでガスコンロの火使うだけでそんな不安がられなくちゃいけないのさ」

「とにかくだ、炊事に関しては米を研とぐ、炊飯器のスイッチを入れる程度のことしかさせるつもりはない。問題は、洗濯と掃除だ。これは基本的に日中に行わなければならない。何な故ぜだか分かるか？」

「人のことバカにするにも限度があるだろ」

「普段貴様が何時に起床するのかを思い出してから発言しろ」

　完全に小学生以下の認識で扱われていることに不満を呈ていする漆うるし原はらだが、芦あし屋やは全く意に介さない。

「洗濯は朝八時から九時ごろに始めるのが理想だな。この季節だともうそれくらいから陽ひは十分照っているし、近所迷惑にもならない」

「近所迷惑って……隣にベルがいるだけなんだし、そんなこと気にしても……」

「必要以上に相手に付け入る隙すきを与えるなということだ！　ただでさえベルは我々の敵で、それでいて食糧援助を受けてしまっているのだぞ！」

「あのさ、付け入る隙すきとか食糧援助とか、殺さつ伐ばつとしたいの仲良くしたいのどっちなの」

「掃除も同様だ。魔王城の掃除機は安物だからな、排気音がやたらとうるさい。掃除と洗濯を同時にやる必要が出る場合は先に掃除機をかけ終えてから、洗濯物を干すのだ。そうでないと、埃ほこりが舞うからな」

「ベランダが無いってのは、辛つらいことだね……」

「では早速、今日の分の洗濯物を片づける。そして洗濯機が回っている間に掃除機をかけるのだ。良いな！」

「はいはい……」

「返事は一回でいい！」

「あああああもう!!　分かったからさっさと始めてよ!!」

　こうして、芦あし屋やの漆うるし原はらへの家事指導が幕を開けたのだった。







「ねぇ、これ、どこで買ったの。ていうか、どこで見つけたの。今の家庭用のスタンダードって、全自動じゃないの？」

　アパートの共用廊下に出た漆うるし原はらは、魔王城の洗濯機を見下ろしながら顔を顰しかめる。

　かつて真ま奥おうが、冷蔵庫や自転車と一いつ緒しよに大人買いした、魔王城の備品の中でもなかなかに高価格帯にある家電だ。

「貴様魔王城に住んでこれまで何を見ていた。洗濯機の形すら分かっていなかったのか」

「いや、そういうことじゃなくてさ。今時の洗濯機って、ドラム式とか全自動とかじゃないのってこと！　そういうのだって安いのあるだろ!?」

「二層式はそれに輪をかけて安いと、魔王様が仰おおせだったのだ!!」

「……買ったの真ま奥おうなの」

「冷蔵庫もな」

「前から思ってたんだけどさ、真ま奥おうも芦あし屋やも、もう少し安さ以外のところにも目を向けたら？　買い物下へ手たすぎるんじゃない？　そういうの安物買いの銭ぜに失いって言うんだろ」

「……まぁ、私も、冷蔵庫については……そう思ったこともないでもないが……」

「思ったことあるんだ」

　珍しく芦あし屋やが漆うるし原はらに同意するが、しかし芦あし屋やは一つため息をついてから、二層式の洗濯機の表面に手を置いた。

「だが洗濯機に関しては、衣類を大切に扱うならば、二層式は意外と悪くないのだ。中にはなまじの全自動より値が張る二層式もあるそうだぞ」

「そうなの？　てか芦あし屋や、ネットもテレビも無しにそういう情報どこから手に入れてるのさ」

「二層式の利点は、なんと言ってもコンピューター制御でないことだ。少ない水や洗剤で、少ない洗濯物を洗うことができるのは大きなメリットだな。我ら三人の中で最も洗濯物が多いのは外に働きに出ている魔王様だが、お一人ではそれほど大量の洗濯物は出ないし、お召し物の数自体、そう多いわけでもない。少ない洗濯物を頻ひん繁ぱんに洗わなければならない場合は、使う水と洗剤の量をトータルで考えると、安価な全自動ではやはり損になる。貴様が魔王城に住むようになってからは、より安価な粉石せつ鹼けんを使うようにしている」

「こな……せっけ……」

　芦あし屋やがさりげなく家計の切り詰めをアピールしてきて、漆うるし原はらは二重の意味で衝撃を受ける。

「バカにしたものではない。この暑さで水道の水もぬるくなっていてよく溶けるしな。世間では液体洗剤で除菌だ香りの柔軟剤だとやかましいが、洗濯機や衣類を適正に管理していれば、あんなものは本来不要なのだ。除菌除菌と騒さわがしい連中は、細菌を自分の周囲から完全に消滅させられるとでも思っているのか。第一魔王様のお仕事内容を考えれば、商品の香りを邪じや魔まする要素があっては業務に差し支えるだろう。私は食事中に、芳香剤の化学的な匂においをかぎたいとは思わない」

「いや、僕に言われても……てかだからテレビも無いのにそういう話どこから……」

「それに、脱水と洗濯を同時にできるのも大きい。色落ちのしやすいものや、タオルなどを通常の衣類と分けて洗い、脱水中に別の種類の衣類を洗濯をするなどして、時間も節約でき衣類も痛みにくくなる。下着と一いつ緒しよにハンカチやタオルを洗うのには抵抗があるだろう。洗濯物の種類によって小分けに洗濯するのにも、二層式の容量の小ささは大きな武器になる」

「はいはいもう分かったよ二層式の利点はさ。で、この洗濯機はどう使えばいいの」

「うむ、ではまず、左が洗濯槽、右が脱水層なのだが……」

　芦あし屋やの二層式洗濯機への愛着に辟へき易えきした漆うるし原はらは、先を急せかすことで苦行を終わらせようとする。

　だが、いざ話を聞きはじめると、漆うるし原はらの目からしてみれば、芦あし屋やのこだわりは全く意味が分からなかった。

「え、シャツと一いつ緒しよに洗うときタオルは、このネットに入れるんだっけ？」

「違う！　タオルのネットはこちらだ！　……おい！　先ほども言ったろう！　シャツのボタンは外してから回せ！　おいこれはなんだ！　漆うるし原はら！　ポケットに何か紙が入りっぱなしになっていただろう！　これではやり直しではないか!!」

「ボタン留まってたってちゃんと回ってるじゃん何がだめなのさ！」

「ボタンは汗をかきやすいところについているんだ！　そうやって放置すると、汚れが沈着して衣類の寿じゆ命みようが縮ちぢむのだ！」

「あーもう面倒だなぁ所しよ詮せん全部布じゃんかもー……で、脱水はこれだっけ？」

「違う！　それは洗濯タイマーだ！」

「えー、じゃあこれ……」

「パネルに書いてあるだろうよく読め！　それは排水つまみだ！」

「もう！　こんな一気に色々覚えられるわけないだろ！　ちょっとは考えさせてよ！」

「あれだけ大量のスイッチがついているパソコンを軽々扱えて、どうしてたった五つのつまみがあるだけの洗濯機を扱えんのだ!!」

「そういう問題じゃないだろ!?　……あれ、なんでこれ脱水動かないの？　この一番右のでいいんでしょ？」

「書いてあるだろう読まんか！　二分以下で脱水をするときは、一旦二分以上のところにメモリを合わせてから戻せと！」

「何それ面倒くさい!!　いちいち戻さなきゃ動かないような仕組み作るとか頭おかしいんじゃないの!?」

「パソコンを使う者に言われたくない！　……って、おい！　脱水キャップは!?」

「はぁ？」

「脱水機を使うときは脱水キャップを中に落とせと言ったろう！　そうでないと脱水機の中で洗濯物がうわっ！」

　動き出した脱水層がごうんごうんともの凄すごい音を立てて回りはじめ、芦あし屋やが慌あわてて脱水機のスイッチを切る。

「……こうなるんだ！　下へ手たをすると中から洗濯物が飛び出す恐れもある！　脱水をするときは、脱水キャップを入れろ！」

「そういう、プラグイン入れないとまともに動かないソフトみたいのやめてよね。中なか蓋ぶた入れないと飛び出すとか、なんのためにその上うわ蓋ぶたついてるんだよ！」

「日本語を喋しやべれ！」

　試しに洗濯機を回させてみればこの有様である。

　芦あし屋やはこの先のことを考えて早くも暗あん澹たんとした思いで目の前が暗くなり、漆うるし原はらは漆うるし原はらで家事のあまりの面倒くささに、芦あし屋やとは正反対の理由で暗あん澹たんたる思いがしてきたのだった。
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「実際どうなのだ、ゼンジドーと、二層式とやらでは」

「私は全自動しか使ったことないから詳くわしくは知らないけど、確かに下着と他のものを同時に洗うのはどうかとも思うけど、少量洗濯もできるから分けて洗濯してもそれほど時間はかかる印象ないわ。それこそ『全部自動』なんだもの」

　二人は、鈴すず乃のが買い置いていたという煎せん餅べいを齧かじりながら隣の洗濯機談義を引き継いでいた。

「ふむ……まぁゼンジドーを買う余裕が無いからこそ、アルシエルは手間をかけることで機能が至らない部分をカバーしようとしているのだな」

「でもルシフェルがやろうとして、できるものかしらね」

「無理じゃないか？」

「まぁ、無理でしょうね」
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「……ねぇ、芦あし屋や」

「なんだ」

「二時間もかかんないじゃん」

「そうだな。今日は洗濯物も少なかったし、掃除機は昨日かけたからな」

　カジュアルコタツで向かい合い、芦あし屋やと漆うるし原はらは麦茶を飲みながら休きゆう憩けいの最中である。

「それに、別に終わったわけではないぞ。この後乾いた洗濯物を昼過ぎに取り込んで、それをきちんと畳んでしまう作業もある」

「それだって僕ら全員の服を洗濯しても大した量じゃないだろ。そりゃご飯作るのとかは手間かもしれないけどさ、芦あし屋やの仕事量って、実はそれほどでもないんじゃないの？　掃除も洗濯も、買い物だって毎日必ず決まった時間にしなきゃいけないってもんでもないだろ」

「何が言いたい」

「よく主夫業は大変みたいなこと言うけどさ、真ま奥おうみたいに外に出て働くのと比べて拘束時間があるわけでも、どんなのが来るかも分からない客を待ち構えなきゃいけないわけでもないじゃん。これまで気にしてなかったけどこういう家事が終わったら、それ以外の時間何してるのさ」

「何な故ぜ日がな一日ごろごろしている貴様に、そんなことを偉そうに糾きゆう弾だんされねばならん」

　芦あし屋やは眉まゆ根ねを寄せながら、グラスの麦茶を煽あおるとやおら立ち上がって押し入れに向かう。

「まぁ、そうだな。ここ一、二ヶ月は色々あってあまり時間が取れなかったが……」

「？」

　そして押し入れの下の段から、大きな段ボールを引きずり出してくるではないか。

「貴様が来る前は、短期派遣の仕事が無い日は、大体図書館で写しや経きようをしていた」

「しゃ、写経？」

　芦あし屋やの口から唐とう突とつに飛び出した意味不明な単語に漆うるし原はらは驚くが、芦あし屋やが段ボールから取り出したものを見て、その単語の意味する内容を知ることになる。

「何……これ」

　段ボールいっぱいの大学ノートや、コピー用紙の束。

　漆うるし原はらが手に取って開いてみると、日本語で書かれた芦あし屋やの文字で全ての紙面がびっしりと埋め尽つくされていた。

　驚いて表紙を見ると、そこには太いマジックで『新聞・経済面、九十年～』と書かれていた。

「まさかこれ、全部……」

　驚く漆うるし原はらの前で、芦あし屋やは中でも一番古そうなノートを手に取る。

「懐なつかしいな。これはまだ右も左も分からなかった頃、とにかく魔力や魔術に関するものをと思って手に取った少年少女向けの冒険小説を丸写ししたものだ。作品の中だけにしか存在しない魔術体系を本物と信じて、必死に書き写したせいでペンダコができたものだ。そっちの新聞はもう大分物事が分かるようになってからのものだから、丸写ししたりせずに要点だけ抜き出して纏まとめた、そこそこ高度な内容になっているはずだぞ」

「……」

　書かれている内容ももちろんだが、最初のノートと別のノートを比較すると、芦あし屋やの字が少しずつうまくなっているのも見て取れた。
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「全部手書きで写すって……ど、どんだけ時間かかったの……っていうか、図書館てコピー取れるんじゃないの？」

「コピーもタダではないからな。自分の手で書けば文字の手習いにもなるし勉強効率も良い。私は魔王様とは違い、日本に来たときにはもう人間をどうこうできる魔力は残っていなかったからな。何か日本や地球のことを学ぶとなれば、この方法しかあるまい」

「……」

「それに魔王様が外で働き、私が調べものと家事を担当するという分業体制になってからは、自由な時間の少ない魔王様の社会勉強をお助けするための資料にも活用していただいている。図書館も、新聞や百科事典などは借り出せないからな。今でも図書館に行って最初に記録するのは新聞だ。魔王城が最速で得られるリアルタイムの情報は、それしかない」

「今どき、図書館の新聞が最速のリアルタイムって……まぁ、いいけど」

　漆うるし原はらは段ボールに収められた芦あし屋やの日本での歴史を眺ながめて、複雑な思いにとらわれる。

　漆うるし原はら自身、今のこの状況を（エアコンが無いこと以外は）快適だと思う反面、こんなことになるとは思いもしなかったというのが本当のところだ。

　それを芦あし屋やと、真ま奥おうは、地道な努力で自分なりに良い方向に物事を進めようとしていたのだ。これは、その過程での欠かせない土台だったのだろう。

「でも何も婦人雑誌や女性向け雑誌まで律りち儀ぎに纏まとめなくても……芦あし屋や、芸能人の動向とか占いとか興味あるわけ？」

「婦人雑誌は節約術や料理術の宝庫だ。バカにしたものでもないぞ。若い女性向けの雑誌はファッションの観念も勉強になったし、それ以外にもやたらと色々な生活不必需品の広告が入っていて、生活に不必要なものを選別する良い材料にもなる」

「持ち上げるのかバカにするのかどっちかにしてよ」

「それを読んでいたからこそ、佐さ々さ木きさんの魔王様への覚えを良くするお手伝いができたということもある……っと、もうこんな時間か」

　芦あし屋やはふと、時計に目をやってやおら立ち上がる。

「漆うるし原はら、とりあえずシャツの畳み方だけ教えておく。私はこれから図書館やスーパーなどに行かねばならん。この陽気なら洗濯物も三時には乾くだろうから取り込んで畳んでおけ。にわか雨には気をつけろよ」

「……分かった」

　漆うるし原はらは神しん妙みような様子で頷うなずく。

　真ま奥おうと芦屋のこの一年弱の日本での苦労の証あかしを前にして、さすがの漆うるし原はらも何も思わないほど鈍感ではない。

　漆うるし原はらは複雑な顔で、芦あし屋やが押し入れの衣装ケースから取り出したＴシャツを受け取った。

「いいか、Ｔシャツはこうして横向きに置いて、肩のところを左右均等の幅で折りながら……」

「こう？」

「そうだ。一折するごとにきちんと手でこうアイロンをかけると、びしっとまとまって綺き麗れいに畳める」

「……なんか、芦あし屋やみたいに綺き麗れいに四角にならないんだけど……」

「アイロンをかけないからだ。こう手でなぞって、全体を畳んだときに少し肩を内側に入れ込んでだな……」

「本当に、こういう知識をどこで手に入れるんだよ……」
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「あ、出かけるみたいね」

　芦あし屋やと漆うるし原はらが衣類の畳み方云うん々ぬんの話をしはじめてからしばらくして、芦あし屋やが外出する気配がした。

　恵え美みはなんとなく魔王城側の壁を見やる。

「追うのか？」

　その背に鈴すず乃のが尋たずねるが、恵え美みは無表情で首を横に振った。

「さっきまでの話聞いたら、予言者じゃなくたってアルシエルの行動は予測できるわよ」

「それもそうだな」

　恵え美みと鈴すず乃のは諦あきらめ顔でため息をつく。

「ところであなた、これからしばらく日本にいるつもりなんでしょう？」

「そうだな。当初考えていたより、長期滞在になりそうだ。隣の奴やつらが、ずっとあの調子でいる限りは」

「……あなたも変なところで義理堅いわね」

　数日前までの、頑迷な態度だった鈴すず乃ののことを思えば、恵え美みも苦笑せざるを得ない。

「家電とか携帯電話とか、お金に余裕があるなら買っておいたほうがいいわよ？」

「そこのところ、エミリアに聞いておきたいと思っていたのだ。自分でパンフレットを集めても、何が書いてあるのかさっぱり分からなくて……」

「携帯電話のことなら任せて。どんなのがいいの？」

　それからしばらく恵え美みと鈴すず乃のは、これからの鈴すず乃ののライフスタイル構築について、あれこれと話し合った。

　途中かなり強いにわか雨が降り、隣室の漆うるし原はらが慌あわてたのか何やら大おお騒さわぎをしていたことを除けば、特筆すべきことは何も起こらなかった。
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「う・る・し・は・ら──────!!!!」

「おうっ!?」

　陽ひも沈み、恵え美みもとっくに帰宅した頃、エンテ・イスラから持ち込んだ宝飾品などをどれだけ日本円に換金すれば当座の生活に問題ないかを計算していた鈴すず乃のは、壁を突き破って聞こえてきた芦あし屋やの殺気だった怒声に正座したまま飛び上がってしまう。

「な、なんだ!?　……うわっ!?」

　外に飛び出した鈴すず乃のがまず目にしたのは、魔王城の洗濯機から吹き出されたらしい、廊下を白く染め上げる大量の泡だった。

「な、何が起こった!?　どうしたアルシエル……って」

　鈴すず乃のは泡を避よけながら、開きっぱなしの魔王城の玄関を覗のぞき込むと、

「ほ、本当に何が起こった……？」

　魔王城の中には、乱雑に散らばった皺しわだらけの洗濯物と、散らばったゴミ、そして異臭が漂い、畳の上でボロボロになった漆うるし原はらを、怒いかりだけで悪魔型に戻りかねないほどの殺気を放射する芦あし屋やが仁に王おう立ちで睨にらみつけている光景が広がっていた。

　確かに漆うるし原はらが夕方ににわか雨が降った頃、何やらどたばたしている気配は伝わってきていたが、こんな惨さん状じようを呈ていする事態が起こっていたと誰が想像できようか。

「クレスティア・ベル！」

「お、おお」

　恐る恐る部屋を覗のぞき込む鈴すず乃のを、芦あし屋やが般はん若にやの形相で振り返る。

「分かるな……今、貴様の相手をしている余裕は、私には無い！」

「あ、ああ、わ、分かった、邪じや魔ましたな」

　その迫力に押されて、鈴すず乃のは素直に引き下がった。

　また泡を避よけながら自室に戻り、神しん妙みように玄関のドアを閉める。

　そして、そんなことをしても全く無む駄だだと言わんばかりに、壁を突き破って芦あし屋やの怒号と漆うるし原はらの抵抗がダイレクトに伝わってきた。

　思わず鈴すず乃のはそれに聞き入ってしまったが、その言い争いは軽く十五分は続き、そして、

「……貴様に家事を任せたらどういうことになるのか、よく分かった」

　芦あし屋やが遂にギブアップ宣言を出す。

「定期的に働きに出るなど、不可能だったのだ……」

　そしてついにはよよと泣き崩れる気配までする始末。

　芦あし屋やが留守の間に、漆うるし原はらが何か馬ば鹿かなことをやらかした、それだけは鈴すず乃のにも想像できる。

　だが、真剣に言い争いに聞き耳を立てて詳細を知ってしまうと、本気で芦あし屋やに同情してしまいそうな気がした鈴すず乃のは、敢あえて耳を塞ふさいで魔王城の内情に踏ふみ入らないように努める。

　ただでさえ、敵てき愾がい心しんが薄れそうになる瞬しゆん間かんがたびたびあるのだ。

　これ以上同情してたまるものか。

　そう思った鈴すず乃のは、気を取り直して立ち上がり、自分の夕食を作るべくキッチンに立とうとする。

　軽く手を洗い、献立をどうするか悩みながら、キッチン下の戸棚を開いたその瞬しゆん間かんだった。







「うわあああああああああああああああああああああああああああああああ!!!!!!」

　芦あし屋やと漆うるし原はらは、押し入れを突き破って飛び込んできた鈴すず乃のの絶ぜつ叫きように、思わず身を竦すくませたのだった。







[image: 魔王、留守中の事件に動揺する　─　漆原の場合　─]







　時間は、少し戻る。

　窓に干された洗濯物を眺ながめながら、漆うるし原はらは小さくため息をつく。

　千ち穂ほや鈴すず乃のの世話になりっぱなしは承服できないという芦あし屋やの気持ちも分からなくはないが、それでもこうして自分にお鉢はちが回ってくると、なかなか面倒なものだ。

　芦あし屋やは買い物と図書館と言っていたから、さっき言っていたように新聞でも読みに行くのだろう。帰りは遅いのだろうか。漆うるし原はらは芦あし屋やの手書きのノートが詰められた箱を押し入れに戻すと六畳一間をぐるりと眺ながめまわしてから、肩を竦すくめる。

「家事、ねぇ。人間の世界はめんどいのか、ラクなのか分かんないな」

　魔王軍の四天王・悪魔大だい元げん帥すいとしてエンテ・イスラに侵攻した頃も、悪魔達は別に裸一貫で突撃したわけではない。

　高等悪魔になるほど上等な衣類を纏まとっていたし、真ま奥おうも芦あし屋やも、悪魔時代に着ていた衣類を防虫剤と一いつ緒しよに押し入れに保管している。

　だが、魔王軍時代も、魔界統一前後も、魔界に『洗濯』という概念があったかどうか、漆うるし原はらにはとんと記憶が無い。

　自分自身、衣類について水ですすいだり洗剤で洗ったりといったことをしたことは無いし、そもそも衣類からして、魔力による産物である場合が大半を占めたため、洗濯そのものを必要としなかったという事情もある。

「ま、こうやって遊んでても死ぬことは無いんだから、やっぱラクっちゃラクなんだろうな。あー、久しぶりに働いたから、あっつい」

　いけしゃあしゃあとそう言い放った漆うるし原はらは、覇は気きの無い様子で立ち上がると冷蔵庫から麦茶ポットを取り出す。

「あ」

　だが、ポットの中を見て、顔を顰しかめる。

　残っているのはちょうどグラス一杯分あるか無いかだ。

　魔王城にいくつもある暗あん黙もくのルールとして、最後に飲みきった者が次の麦茶を作る、というものがある。

　というか暗あん黙もくのルール以前に、共同生活をする以上当たり前のことなのだが、漆うるし原はらくらいになるとそのわずかな手間すら面倒くさい。

　だが一口分だけ残して置いておくとそれはそれで、

『たったこれだけ残すなら何な故ぜ新しいのを入れておかない！』

　と真ま奥おうや芦あし屋やが五う月る蠅さいのだ。

　しかし部屋は暑いし喉のどは渇く。

　漆うるし原はらは冷蔵庫からの冷気で顔を冷やし、やがて冷蔵庫が温度上昇した庫内を冷やすべく悲鳴を上げはじめるまで、新しい麦茶を淹いれる面倒くささと、喉の渇きを癒いやすか否いなかの全く無意味かつ非効率なプライオリティ策定会議を心の中で繰り広げそして、

「仕方ない、淹いれるか」

　漆うるし原はらは結論を出した。

　この悩む間に無む駄だになった時間や、冷蔵庫が食った電気代のことを考えると漆うるし原はらの行動は全く褒ほめられたことではない。

　だがここまで芦あし屋やに家事を教わってわずかでも彼の仕事に敬意を抱いだいたこともあって、漆うるし原はらの中では『家庭に貢こう献けんする方向に進んだ自分偉い』くらいの思いが渦うず巻まいている。

　若じやつ干かん渋しぶみが強くなった麦茶を一気飲みして、冷やされた故ゆえに走ったこめかみの痛みにしばし瞑めい目もく。

　空になったポットを一旦シンクに置き、先に戸棚の中にある、水出しパック麦茶を探そうとした、そのときだった。

「わっ！」

　戸棚を開けた途端に、黒い影が視界の隅をさっと走り抜けたのだ。

「び、びっくりした！」

　漆うるし原はらは立ち上がって身構える。

　同時に『それ』も漆うるし原はらに気づいたのか、不敵にも部屋のど真ん中で停止し、その特徴的な触角をゆらゆら揺ゆらしながら漆うるし原はらに向き直るではないか。

「うわーなんか意外。あれだけ芦あし屋やが掃除してるのに、こんなの出るんだ」

　漆うるし原はらは『それ』を油断なく睨にらみつけながらもどうするべきか対策を考える。

　彼にとって『それ』は特別恐れるべき存在ではない。

　漆うるし原はらの目の前で不敵な姿を見せているのは学名ペリプラネータ・フリッジノーサと呼ばれる、黒い種である。

　茶色くて小型の学名ブラテッラ・ゲルマニカは建造物に生息するケースが多いが、ペリプラネータ・フリッジノーサは野外活動性が高く、建造物内で発見する場合も外部から侵入したものであることが多い。

　ペリプラネータ・フリッジノーサもブラテッラ・ゲルマニカも日本の日常生活に於おいて目にしたくはないのに目にすることが多い種ではあるが、実はいずれも外来種である。

　この種の昆虫に対する感想は世界中で様々だが、アメリカと日本では、嫌われている虫としてはぶっちぎりで一位に君臨するのではないだろううか。

　家庭内害虫と呼ばれていることは知っているし、目撃するのも初めてではないが、魔王城内でというのは初めての経験だ。

　ただ、悪魔である漆うるし原はらにとっては取り立てて恐れるべき相手でもない。

「退治しておいた方がいいのかな。病気運ぶってのは実は無いらしいけど、こいつが歩いたりした食べ物食べたくないし、何かの拍ひよう子しに触さわったら気分悪いし、窓開けてれば逃げる気もするけど、変なとこ隠れられると面倒だし。えっと、殺虫剤どこで見たんだっけなぁ……あ」

　漆うるし原はらは決して物が多くない室内をきょろきょろと見回して、部屋の隅のカラーボックスの中に、洗剤の買い置きなどと一いつ緒しよにジェットタイプの殺虫剤が鎮ちん座ざしているのを発見する。

「あったあった」

　漆うるし原はらは油断なくペリプラネータ・フリッジノーサを睨にらみながら場所を移動しようとした。

「……ってちょっ!?」

　ところが、ペリプラネータ・フリッジノーサの動きは漆うるし原はらの想像を遥はるかに超えていた。

　なんと漆うるし原はらより早く殺虫剤に先回りして、あろうことか殺虫剤の缶の裏に隠れたのである。

「こ、こいつっ！」

　漆うるし原はらは敵の策略に歯は嚙がみした。
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　生命力が強く、実は知能も高いらしい虫だということは知っていたが、まさかこんな捨て身の策略に出るとは思わなかった。

　緑色の缶の裏からちろちろと漆うるし原はらをおちょくるように触覚が動いている。

　ペリプラネータ・フリッジノーサを倒すには、今ペリプラネータ・フリッジノーサがしがみついている缶が不可欠だが、缶を手に取るにはペリプラネータ・フリッジノーサを排除しなければならない。だが、ペリプラネータ・フリッジノーサを排除したところでその缶に素手で触さわりたくはないし、かといっていちいちそれをウェットティッシュなどで拭ぬぐっている間にペリプラネータ・フリッジノーサがどこかに隠れてしまう恐れもある。

　ペリプラネータ・フリッジノーサが、目を離している間にどこかに行ってしまっては、外に逃げたのかどこかに隠れたのか分からず、その後もずっとペリプラネータ・フリッジノーサが室内にいるのではないかという緊張と共に過ごさねばならなくなる。

「図書館に寄るのはいいけど、こういうときのためにたまには新聞買っておけよな……」

　漆うるし原はらは、この場にいない芦あし屋やに文句を言う。

　ペリプラネータ・フリッジノーサやブラテッラ・ゲルマニカが現れたとき、殺虫剤と並んで強力な武器となり得うるのは、新聞紙（特に夕刊は平たく畳むと叩たたきやすい強度としなやかさを実現できる）や薄手の雑誌だろう。

　だが、そのいずれもが、今の魔王城には存在しない。

　新聞は最初から取っていないし、雑誌は真ま奥おうがたまに読んでいる分厚い漫画雑誌しかなく、ペリプラネータ・フリッジノーサと戦うのには重すぎ厚すぎで適さない。

「くそ、じり貧だな」

　漆うるし原はらは額ひたいに浮き出る汗を拭ぬぐいながらペリプラネータ・フリッジノーサの触角を睨にらみ続ける。

「そうだ！　確かあいつは……」

　ふと漆原は、以前芦あし屋やが話していたことを思い出す。

　界面活性剤入りの溶剤、即すなわち食器用洗剤やシャンプー、ボディーソープなどの液体石せつ鹼けんを使えば、ペリプラネータ・フリッジノーサやブラテッラ・ゲルマニカを撃退できる。

「でもちょっと待って。そのあとどうすんの」

　漆うるし原はらは冷静に考える。

　ペリプラネータ・フリッジノーサは、とにかく素早い。

　しかし一いつ瞬しゆんキッチンに視線を走らせた漆うるし原はらは、ボトルに残っている洗剤の量が四分の一以下であることを確認する。

　残りの弾たまは少なく、液体洗剤の初速を考えれば命中率は絶望的に低く、かつミスショットをした場合の後始末を考えると、洗剤を使うのは得策ではないと思えてくる。

　だが、時は漆うるし原はらに猶ゆう予よを与えなかった。

「わ！　あ、雨だ！」

　先ほどまで腹立たしいほどの陽光を地面に投げかけていた空が一転俄にわかに搔かき曇くもり、大粒の雨を降らせはじたのだ。

「畜ちく生しようこんな時に!!」

　洗濯物を雨に濡ぬらしては、芦あし屋やの逆げき鱗りんに触れること必至である。

「くっそお！　そこにいろよ！」

　ゲリラ豪ごう雨うというべきとんでもない雨粒は、漆うるし原はらがペリプラネータ・フリッジノーサから目を離すか悩んだほんのわずかな間にも、折せつ角かく干した洗濯物を次々濡ぬらしはじめる。

「うぬぬぬぬぬぬ！」

　漆うるし原はらはとにかくまずは洗濯物を救助すべく、窓に飛びつく。

　遠くから雷鳴まで聞こえてくるほどの豪雨は容よう赦しやなく室内にも入り込み、結局一部の洗濯物は漆うるし原はらの目にももう一度洗濯機にかけねばならないと判断できる程に濡ぬれてしまった。

「畜ちく生しよう……」

　全ての洗濯物を取り込み、窓を叩たたきつけるように閉めた漆うるし原はらだったが、ふとカラーボックスの殺虫剤に目をやる。

「くそっ！　こっちもか!!」

　予想できたことではあったが、ボックスの奥に入ったか、それともどこか別の場所に隠れたかは分からないが、ペリプラネータ・フリッジノーサの姿は影も形も無かった。

　床に散らばした洗濯物を放置して、ゆっくりとカラーボックスに近づく。

　ウェットティッシュを下の段から取り出し、殺虫剤のスプレー缶を拭ぬぐいながら手に取り周囲を探さぐるが、ペリプラネータ・フリッジノーサの気配は完全に消えていた。

「あーあ、もう」

　漆うるし原はらはげんなりしながら、次にペリプラネータ・フリッジノーサがどこから飛び出してきてもいいようにハーフパンツのポケットに殺虫剤を無理やりねじ込む。

　そして洗濯物を拾い上げながら、

「こっちのデニムは大丈夫、ハンカチも許容範囲。このタオル二枚と真ま奥おうのシャツはダメだな。いきなり降ってくるんだもんなぁ」

　漆うるし原はらは雹ひようか霰あられかといった勢いで窓を叩たたきつける雨を見て、ため息をつく。

「洗い直しか。数少なくても洗えるのが二層式のメリットって芦あし屋や言ってたし、いいか」

　漆うるし原はらはペリプラネータ・フリッジノーサに警戒しつつも、廊下に出てタオルとジーパンを洗濯機に放り込む。

「ええと、まず水道を開いて……タオルはこの目の細かいネットに入れて、粉石せつ鹼けんはさっきの感じだとこれくらいかな。洗濯槽そうを回すのはこっちのつまみ……あ、そうか蓋ふた閉めなきゃ動かないんだっけ。ええっと、洗い直しだから時間設定はそんなに長くは……ん？」

　漆うるし原はらは粉石せつ鹼けんの箱を手に持ったまま、洗濯槽そうを回すつまみに目をやって、

「うわわわわわわっ!!」

　つまみのすぐ上に張りついていた、ペリプラネータ・フリッジノーサに気づいて大声を上げるが、そこは腐っても元悪魔大だい元げん帥すい。今度は遅れを取ったりはしない。

　漆うるし原はらは手に持っていた粉石せつ鹼けんの箱を放り出し、すぐさまポケットにねじ込んだ殺虫剤を取り出して、ペリプラネータ・フリッジノーサ目がけて噴射した。

　だがそこはやはり大型のペリプラネータ・フリッジノーサ。吹きかけられると同時に身の危険を感じたのか、それまでの数倍の速度で動きはじめると、キッチンの窓の隙すき間まから部屋の中に入っていってしまう。

「くそっ!!　あ、洗濯槽そうの上うわ蓋ぶた閉めなきゃ！」

　漆うるし原はらは、手放した粉石せつ鹼けんの行方ゆくえも確かめぬまま洗濯槽そうの蓋ふたを閉め、流しっぱなしによる水漏もれは耳にタコができるほど注意されていたので水道の蛇じや口ぐちだけは閉めて、かつ洗濯槽そうが回ったのを確認して、

「よし！　待ってろよこの野郎!!」

　ペリプラネータ・フリッジノーサとの第二ラウンドへと突入する。

「し、しまった！」

　だが、すぐに漆うるし原はらは、自分の詰めの甘さに歯は嚙がみすることになる。

　部屋の中には、漆うるし原はらが慌あわてて取り込んだ洗濯物が散らばっていたのだ。

　確かにペリプラネータ・フリッジノーサは窓から室内に侵入したが、これではどこに隠れてしまったかまるで分からないではないか。

　家具と壁の隙すき間まなどに隠れている場合はそこに殺虫剤を噴ふん霧むすれば良いが、まさか取り込んだばかりの洗濯物に向けて殺虫剤を浴びせるわけにもいかない。

　そんなことをすれば全ての洗濯が最初からやり直しになり、また芦あし屋やに水道代や洗剤の消費などのことでねちねちと嫌いや味みを言われるのは目に見えている。

「……ここかっ！」

　漆うるし原はらは、とりあえず一番手近なところに放ってあったシャツを手に取り、その裏表を確認する。

　シャツと畳の間にペリプラネータ・フリッジノーサの姿は無く、もちろんシャツそのものにペリプラネータ・フリッジノーサが張りついているなどということもなかった。

「次っ！」

　漆うるし原はらはシャツを安全圏に放ると、次のハンドタオルにかかる。

「次っ」

　そうやってトランプの神経衰すい弱じやくでもやるように洗濯物を拾っては軽く振るって後ろに投げ、また拾っては振るって後ろに投げを繰り返していたところ、

「……いたっ！」

　漆うるし原はらは、一枚のタオルの下から見えるペリプラネータ・フリッジノーサの長い触角を発見する。

　だが、いきなり襲いかかるようなことはしない。

　その周りの安全な洗濯物を一枚一枚丁寧に避よけて後ろに投げ、ペリプラネータ・フリッジノーサが隠れているタオル一枚だけの状態になるまでそれを繰り返す。

　そして、ペリプラネータ・フリッジノーサがどこに逃げてもいいように周辺のスペースを広く取り、そのタオル一枚だけは犠ぎ牲せいも致し方ないと諦あきらめ、漆うるし原はらは、

「死ねぇっ!!」

　ジェット噴射が売りの殺虫剤を全力でペリプラネータ・フリッジノーサに向けて噴射した。

　狙ねらい違たがわず、殺虫剤のジェットはペリプラネータ・フリッジノーサに直撃する。

　だが、

「う、うわっ!?」

　漆うるし原はらは、敵の強さを見誤った。

　洗濯機のところでの初撃と合わせ、漆うるし原はらのジェット噴射の直撃は、確かにペリプラネータ・フリッジノーサにダメージを及ぼした。

　だが、ペリプラネータ・フリッジノーサはそれでも死ななかったのである。

　ペリプラネータ・フリッジノーサ独特の生理的嫌けん悪お感を催もよおすパニックの挙動を見せた上に、あろうことか漆うるし原はら目がけてもの凄すごい速さで突撃してくるではないか！

「こ、このっ!?」

　もはや足元にまで迫せまったペリプラネータ・フリッジノーサ目がけて漆うるし原はらはさらに殺虫剤を追撃噴射するが、動く相手に向かってのジェット噴射は濃度が薄くなったせいか、初撃、二撃目ほどのダメージが入らない。

　ペリプラネータ・フリッジノーサは速度を落とさずそのまま漆うるし原はらの股またの間を抜け、折せつ角かく後ろに避よけた洗濯物の山に向けて走り込もうとする。

「させるかっ！」

　だが漆うるし原はらも、ペリプラネータ・フリッジノーサに股また抜きされた程度でひるむ男ではない。

　すぐさま体を翻ひるがえし、洗濯物の山に辿たどり着かんとするペリプラネータ・フリッジノーサの尻しり目がけて今度こそ文句なしのジャストミートジェット噴射を浴びせることに成功する。

　その場で七転八倒しはじめたペリプラネータ・フリッジノーサは、起き上がろうとするが苦しいのかひっくり返ったまま足を禍まが々まがしくもがかせるばかり。

「ふ、ふふふ、下等生物の分際で、僕に勝とうなんて千年早いよ……」

　漆うるし原はらはようやく一息つくと、芦あし屋やが揚げ物をする際に油はね避よけに使うために取っておいてあるポスティングされたチラシをキッチンから持ってきて、何枚も重ね、そして、

「てこずらせやがって……死ね!!」

　チラシ越しにつまみ上げたペリプラネータ・フリッジノーサの息の根を、チラシを丸めることで完全に止める。

「ふう、芦あし屋やが帰ってくる前に仕留められて良かった」

　漆うるし原はらは時計を見て、ほっと胸をなで下ろす。

　丸めたチラシを燃えるゴミのゴミ箱に放り込むと、

「ちょっと皺しわになったかもだけど……まぁ、教わった通りにきちんと畳めば大丈夫か」

　雨で窓を閉めきっているため室内に殺虫剤の臭においが充満しているが、後で事情を説明すれば怒られることは無いだろう。

「ええっと、短い靴くつ下したはちゃんと踵かかとを潰つぶして二つ纏まとめて……あ、そうだ、さっきの洗い直し、脱水しなきゃ……ん？」

　顔を上げて立ち上がろうとして、共用廊下に面した窓に、二つの恐ろしい影を認めて血の気が引く。

　一つは、窓の外。

　何やらふわふわした得体の知れない雲のような影が窓の外に映っている。

　一つは、窓の内側。

　先ほどの『敵』よりもずっと小さいがしかし、その油光りする茶色の平たい体、そして禍まが々まがしい触角は間違いなく、ブラテッラ・ゲルマニカそのものである。

「あ、あれ、まさか……」

　ブラテッラ・ゲルマニカはいい。外の方が、問題は深刻だ。

　そういえばさっき、洗濯機のところでペリプラネータ・フリッジノーサを見つけたとき、片手に持っていた粉石せつ鹼けんの箱を、自分は、どこに置いただろう。

　なおも膨ふくらみ続ける外のふわふわの正体に半ば気づきながらも、新たな闖ちん入にゆう者しやであるブラテッラ・ゲルマニカも、放置するわけにはいかない。

　ブラテッラ・ゲルマニカはペリプラネータ・フリッジノーサよりもずっと屋内に定着してしまう確率が高いのだ。

　勝利しても敗北しても、絶望しか待っていない漆うるし原はらの孤独な第二戦が、開幕しようとしていた。







「う・る・し・は・ら──────!!!!」

　もう当然と言えば当然なのだが、雨もとっくにやんだ夕刻に帰宅した芦あし屋やは、自分の怒いかりだけで魔力を精製するのではないかと思うほどに怒いかり狂った。

　その怒いかりは、様子を見に来た鈴すず乃のが芦あし屋やの一言で素直に引き下がって帰ってしまうほどに強烈なものだった。

　帰宅してみれば洗濯物は丸ごと全部皺しわだらけ、部屋中に殺虫剤の臭においが充満し、廊下の洗濯機からは、漆うるし原はらが洗濯槽そうに放り出してしまった粉石せつ鹼けんが絶え間なく泡を吹き、人が通るのもままならない有様なのだからそれも当然だろう。

「だ、だから言ったろ！　仕方なかったんだよ!!　いきなり出てきて僕も戦うのに必死だったから！」

「問答無用だ！　貴様それでも悪魔大だい元げん帥すいか！　あのような虫けら相手にここまで戦場を荒らすなど……!!」

「僕だってやりたくてやったんじゃないって!!　ゲリラ豪ごう雨うが降ったりとか色々不幸が重なったんだよ！　第一、今まで一度に二匹も出るなんてこと無かったじゃないか！　何か悪くなった食材とかどっかに潜ひそんでんじゃないの!?」

「この私の完璧な献立計画に食べ物を悪くするような事態が発生してたまるか！　貴様の飲み残しのペットボトルや菓子のカスなどに引かれてきたのではないのか!?」

「昨日掃除したって言ったのは芦あし屋やだろ!!　じゃあきっと、ベルの方で何か腐らせてたかしたんだよ!?　あのうどんって生だろ!?　この季節だから悪くなってたんだって！」

「他人に責任転嫁するな！」

「他人つーか敵だろ！」

「……貴様に家事を任せたらどういうことになるのか、よく分かった」

「な、なんだよ！　今日はたまたまだろ!!　僕だって教わった今日の今日でこんなこと不本意だ!!」

「家に漆うるし原はらを抱かかえたまま、私が定期的に働きに出るなど、不可能だったのだ……」

「僕のこと不良債権みたいに言うのやめてくれないかな!!」

　ペリプラネータ・フリッジノーサとブラテッラ・ゲルマニカのせいで、自分の評価がこれまで以上に下がりそうな気配を感じた漆うるし原はらは必死に食い下がるが、芦あし屋やはただただ悲ひ嘆たんに暮れるばかり。

　と、そのときだった。

「あ、あのー……」

「んあっ!?　佐さ々さ木き千ち穂ほ!?」

　鈴すず乃のが帰ってから開きっぱなしだった玄関から、恐る恐る顔を覗のぞかせた者がいた。千ち穂ほだ。

「こ、こんにちは……あの、またおすそ分けに来たんですけど、漆うるし原はらさん何したんですか？」

「なんで僕の不ふ祥しよう事じだって最初から決め打ちなの!!」

　事実漆うるし原はらの不ふ祥しよう事じではあるのだが、それでも千ち穂ほが最初からそう決めてかかったことに、漆うるし原はらは若じやつ干かん傷ついたような顔をした。

「……折せつ角かくお越しいただいたのに申し訳ありません、佐さ々さ木きさん」

「あ、はい……」

　その漆うるし原はら以上に悲しげな様子の芦あし屋やが、悲ひ愴そうという単語を絵に描いたような面おも持もちで千ち穂ほを見た。

「今日はちょっと取り込んでおりまして、また日を改めていただけると」

「で、ですよね。あの、これ煮物なんで、チンして食べてください、そ、それじゃ……」

　千ち穂ほもひきつった笑え顔がおで芦あし屋やに会え釈しやくしてから、早々に帰ろうとしたその瞬しゆん間かんだった。

「うわああああああああああああああああああああああああああああああああ!!!!!!」

「きゃっ!?」

　二○二号室の鈴すず乃のの部屋から響いた鈴すず乃のらしくもない恐怖の悲鳴がアパートを揺ゆらし、千ち穂ほは身を竦すくませ、芦あし屋やと漆うるし原はらも一いつ瞬しゆん身を竦すくませながらも、すぐに何事かと廊下に飛び出した。

　そして、その芦あし屋やや漆うるし原はらよりもずっと凄すごい勢いで、顔面蒼そう白はくの鈴すず乃のが、自室から飛び出してきて、

「ぐあっ!!」

　勢いのまま廊下の反対側の壁にぶつかり、その場に崩れ落ちてしまう。

「す、鈴すず乃のさん!?」

　最初の驚きから立ち直った千ち穂ほは、廊下を埋める泡を避よけながら、へたり込んでいる鈴すず乃のに慌あわてて駆かけ寄った。

「どうしたんですか鈴すず乃のさん！　大丈夫ですか!?」

「ち、ち、ち、ちほ、ど、の……あ、ああああ」

「何があったんですか!?　大丈夫ですか!?」

　熱中症で倒れた翌々日のことでもあるので、また鈴すず乃のが体調を崩したのかと心配になる千ち穂ほだったが、鈴すず乃のは恐怖の眼まな差ざしでなぜか自分の手の甲こうを凝視しながら、

「て、て、手の上を……歩……ご、ご、ご……」

　それだけ言って、卒倒してしまった。

「へ？」

　そして、鈴すず乃のの言うことを一いつ瞬しゆん理解できなかった千ち穂ほの足元を、

「え」

　ブラテッラ・ゲルマニカが威い風ふう堂々と横切った。







「ごごごご、ごきぶりいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい!!!!!!」

　千ち穂ほの悲鳴がアパート全体を揺ゆらし、それを合図に、芦あし屋やと漆うるし原はらの、数時間に及ぶ死闘の幕が開く。







「なんだよこれは!?　一体何があったんだよ!?」

　日が暮れて、早上がりのシフトで帰宅した真ま奥おうは、魔王城で身を寄せ合って怯おびえきった様子の千ち穂ほと鈴すず乃の、そして殺虫剤と束ねたチラシを持ったまま、泡だらけの廊下で姿の見えないブラテッラ・ゲルマニカ相手に数時間に及ぶ死闘を演じた末に疲労困こん憊ぱいで倒れた芦あし屋やと漆うるし原はらを見て、ただただ目を丸くするしかなかったのだった。
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　千ち穂ほは、居間のソファに座りながら、厳しく説教されていた。

「千ち穂ほ、私はあなたをそんな子に育てた覚えは無いわよ」

「だって……」

　千ち穂ほは傍かたわらで眉み間けんに皺しわを寄せながら自分を見下ろす母、里り穂ほの顔をちらりと見上げる。

「真ま奥おうさんのお宅からの帰りが遅いから何があったのかと思ったら……」

　母は呆あきれた様子でため息をつく。

　時間は夜の八時。アルバイトがある日ならばむしろ帰宅は早い時間ではあるのだが、当然母が怒っているのはそんな話ではない。

「でも、やっぱり私が甘やかしすぎたのがいけないのかしらね。今後もう、二度と甘い顔はしませんからね」

「お、お母さん！　でもっ!!」

「黙だまりなさい千ち穂ほ。お母さん情けないわ、まさか自分の娘がこんな……」

　母は呆あきれたように首を横に振り、そして厳しい声色で娘を叱しかりつけた。

「ゴキブリと戦えないような軟弱者だったなんて！」

「普通戦えないよっ!!」

　ここで初めて千ち穂ほは反撃した。

「どうしたって苦手なものは苦手なの！　私女の子なんだよ!!」

「お母さん、都合のいいときだけ女の子持ち出す女嫌いよ」

「都合の問題じゃないよ！　男の人だって苦手な人は苦手でしょ!!」

「黙だまりなさい！　ゴキブリと一人で戦えないような女が一人前になれると思うの!?」

「お母さんの一人前の基準が分からない！」

　当然、と言うべきなのかどうかは分からないが、里り穂ほは、千ち穂ほが真ま奥おうの家から帰宅する時間が遅いことを怒っているのではない。

　その理由が、ヴィラ・ローザ笹ささ塚づかの廊下に現れたゴキブリが怖くてアパートから出られなかったためだということについて、怒っているのである。

「いいこと千ち穂ほ。あなたが将来もし、真ま奥おうさんと結婚したとするでしょ？」

「ちょちょちょちょちょちょっとお母さん!?!?!?」

「例え話なんだから聞きなさい」

　例え話だとしても、話がすっ飛びすぎである。

「あなたが主婦になったとして、真ま奥おうさんが働きに出ている間、もし家にゴキブリが出たらどうするつもり？　真ま奥おうさんを職場からわざわざ呼び出すの？　それとも真ま奥おうさんが帰ってくるまで家から逃げ出すの？」

「あの、その……」

「二人でいる間なら、まだいいわ。将来子供ができてみなさい」

「お母さんっっ!!!!!!」

「そうなったら、今度はあなたが子供を守るために戦わなきゃいけないのよ！」

「話が飛躍しすぎて何が問題なのかもう分からないよ！」

「とにかく、この家も少し古くなってるから、水回りなんかに時々出るのよ。私も極力家回りを綺き麗れいにはするけど、もし今度ゴキブリが出たら、あなたにも協力してもらいますからね！」

「そ、そんなぁ……」

　異世界の悪魔の王や悪魔大だい元げん帥すいを目の前にしても平常心を失わなかった千ち穂ほが、出るかどうかも分からないゴキブリに怯おびえた顔をする。

「情けない声を出すんじゃありません！　殺虫剤と丸めた夕刊があれば、あなたも今日から立派な戦士よ！」

「戦士になんてなりたくない！」

「千ち穂ほ、あなた自分の立場分かってる？」

「……何が」

　千ち穂ほが強情に拒絶するのを見た里り穂ほは、片かた眉まゆを上げて小馬ば鹿かにしたように鼻を鳴らす。

「真ま奥おうさんは、虫見てきゃーきゃー言うような女が好みなの？」

「え」

　里り穂ほの言葉に、千ち穂ほは息を吞のんだ。

「飲食業に従事する人間がゴキブリ怖いとか致命的よ。どんな清潔なキッチンにも害虫は入ってくるし、業務用のゴミ捨て場なんてゴキブリの格かつ好こうの住すみ処かよ。真ま奥おうさんくらいのベテランアルバイトや店長さんは、きっとあなたが帰った後にそういうのに対応してるわよ」

「……」

「あなたの話聞いても真ま奥おうさんは芯しんの強い男の人みたいだから、最初のうちはゴキブリ怖がるあなたを、守りがいのある子くらいに思ってくれるかもしれないわね。でも、付き合いが長くなってそれこそ結婚すれば、そんなのは単なる生活能力の欠けつ如じよよ」

「……うう」

　母の言うことに吞のまれかけ、千ち穂ほは俯うつむいてうめく。

「それに、最近のあなたの話聞いてると、どうも強敵が多そうな気配じゃないの」

「へ？」

「遊ゆ佐ささんに、鎌かま月づきさん、だっけ？　綺き麗れいでしっかりした人達なんでしょ？　一人暮らしも長いんだろうし、ゴキブリくらい平気の平左なんじゃないの？」

「うーん……」

　鈴すず乃のは千ち穂ほと一いつ緒しよにゴキブリを怖がっていたが、後から話を聞くと、手の上を歩かれた嫌けん悪お感が先に立ったということらしい。

　母はエンテ・イスラのことなど知りはしないが、それでも恵え美みや鈴すず乃のの過去を思うと、確かに彼女達が偶然遭遇したゴキブリから悲鳴を上げて逃げ回る姿は想像しにくい。

「とにかく、今後我が家では、あなたを対家庭内害虫の戦力としてカウントしますからね、覚悟しておきなさい」

「……う～～」

　拒否を認めない母の強い口調に、千ち穂ほはただうめくしかなかった。







「お母さんがあんな話するから……」

　千ち穂ほはお風呂場の脱衣所の戸を開いても、しばらく踏ふみ込むのを躊躇ためらってしまった。

　水回りに出る、という言葉から、ついつい洗面台や風呂の戸の隅などに『アレ』がいないかどうか警戒してしまう。

「……あ」

　隙すき間まを気にしていたおかげで、洗面台と洗濯機の隙すき間まに入っている体重計が目に入った。

「そういえば……最近測ってなかった」

　古いアナログの体重計を引き出して、服を脱ぐと千ち穂ほは恐る恐る体重計に乗る。

　最近アルバイトでファーストフードを食べたり、魔王城にカロリー高めのものを差し入れたり、料理のレパートリーを増やすために自分でも色々作っては食べ作っては食べしているので若じやつ干かん体重が気になりはじめてはいたのだが……。

「あ……れ」

　千ち穂ほは体重計のメモリを見て、声を上げた。

　そこに指し示された数値は……。
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　　　　　　　　　※




「太ってしまいました……」

　翌朝のヴィラ・ローザ笹ささ塚づか二○一号室。

　千ち穂ほは鈴すず乃のの創作料理だという、うどんのコンフィソースアメリケーノなるものを口いっぱいに頰ほお張ばりながら気落ちしたように言う。

「普通そういうときって、減量とか断だん食じきとかいう流れになるんじゃないの？」

「漆うるし原はら！　佐さ々さ木きさんに失礼なことを言うな！」

　漆うるし原はらの突っ込みを芦あし屋やが窘たしなめるが、千ち穂ほは小さく首を横に振る。

「ダイエットしたいのはやまやまですけど、私、食べるの好きなんです」

　と、身も蓋ふたもない釈明。

「千ち穂ほ殿の場合、どこが増量したかにもよるが……」

「なんだ？　鈴すず乃の」

「あ、いや、なんでもない」

　真ま奥おうに小声の呟つぶやきを拾われた鈴すず乃のは慌あわてて首を横に振る。

「それに、毎日暑いし、部活やバイトもあるのに、食べなくなったら倒れちゃいます。きちんと食べて、その分お仕事や部活のときに意識して動けば、いいかなって思って」

「漆うるし原はら、聞いたか」

「芦あし屋やが説教振ってくると思ったらから聞いてないよ」

　千ち穂ほの、若者の模範中の模範としか言いようのない志こころざしの千分の一でも漆うるし原はらにあればと思わざるを得ない芦あし屋やである。

「それでなんですけど、鈴すず乃のさん」

「うん？」

「鈴すず乃のさんって、昔どんな運動してたんですか？」

「うん？？？」

　鈴すず乃のは千ち穂ほの質問の意図が分からず首を傾かしげる。

「鈴すず乃のさん、都庁の屋上から飛び降りてもなんともないじゃないですか」

「ああ」

「あんな大きなハンマーを片手で振り回したり」

「うむ」

「私がどんなに筋トレしても、都庁の屋上から飛び降りたらぺしゃんこになると思うんですよ」

「ぺしゃんこじゃ済まねぇと思うから、実行に移さないでくれよ？」

「真ま奥おうさん大丈夫です、分かってますから」

　心配する真ま奥おうに、千ち穂ほは慌あわてたように手を振る。

「真ま奥おうさん達は悪魔だし、遊ゆ佐ささんは半分天使だって言ってたからなんとなくどんな凄すごいことしてもああ、そういうものなのかなって思っちゃうんですけど、でも鈴すず乃のさんは普通の、って言ったら失礼かもしれませんけど、人間なんですよね」

「まぁ、そうだな」

　鈴すず乃のは箸はしを箸はし置きに置いて、グラスの水を一口飲んでから頷うなずく。

「でも日本の人間……っていうか世界中のオリンピックのメダリストとか軍人さんとか凄すごく体を鍛きたえてる人でも、鈴すず乃のさんみたいなことできないと思うんです。この違いはなんなのかなって」

「まぁ、聖せい法ほう気きや法ほう術じゆつの有無による差は大きいとは思うが……」

　鈴すず乃のは考え込み、

「実際、どうなのだろうな。私と千ち穂ほ殿の間に、そこまで極端な力の差はあるのだろうか」

「いや、それはあるだろ。お前が持ってきたあのうどん、普通の重さじゃなかったぞ」

　話の雲行きが怪しくなってきたのを察した真ま奥おうが割って入るが、千ち穂ほも鈴すず乃のも意に介さない。

「ちーちゃん。恵え美みにしろ鈴すず乃のにしろ特殊な訓練受けてる人間だから。エンテ・イスラの人間全部がこいつらと同じバカみてぇな力持ってるわけじゃねぇから。ちーちゃんが今から訓練してもこうはならないからな？」

「何がバカみたいなだ、失礼な」

「真ま奥おうさん、私も、遊ゆ佐ささんや鈴すず乃のさんみたいに戦う力が欲しいとかそういうんじゃないんです。ただ……」

「ただ？」

「昨日……ちょっと色々あって……」

「ああ、漆うるし原はらがなんか迷惑かけたんだってな」

「だからあれは僕だけのせいじゃないって言ってるだろ！」

　漆うるし原はらの抗議をスルーして、千ち穂ほは続ける。

「心を鍛きたえるには、体も強くないといけないと思ったんです」

「「「は？」」」

　男性三人は、千ち穂ほの修行僧か武道家のような発言に目を丸くする。

「丁度太っちゃったし、折せつ角かく身近にすごく強いお友達がいるんだから、色々教えてもらって強い心と体と、ついでにダイエットもできれば一石二鳥かなって思ったんです」

　ダイエットという動機づけは分からないでもないが、それが何な故ぜ心と体を鍛きたえることに繫つながるのか、いまいち真ま奥おうには分からなかった。

　だが、

「……ふむ、心を鍛きたえる、か」

　鈴すず乃のの琴きん線せんには、何か響くものがあったのだろうか。

　なぜか鈴すず乃のはちらりと真ま奥おうを横目に見ながら、大きく頷うなずいて膝ひざを打った。

「分かった。千ち穂ほ殿の頼みだ。法ほう術じゆつや戦闘技術というわけにはいかないが、神学校や修道会などで初等科の修行僧が学ぶ、精神修養のための体操を教えよう。ゆったりした動きに見えてなかなかに全身を万まん遍べんなく動かす体操だ。それなりにきついぞ」

「はいっ！　お願いします！」

「「「…………」」」

　女子二人の妙みように熱い会話を見ながら、真ま奥おうと芦あし屋やと漆うるし原はらはただ無言であった。







「一体どうしちまったんだちーちゃん。昨日、本当何があったんだよ。ゴキブリが出たってだけじゃねぇのか」

「そのはずなのですが……」

　真ま奥おうと芦あし屋やは、アパートの裏庭を窓から見下ろしながら首を傾かしげる。

　裏庭では、一度帰宅してから運動着に着替えてきた千ち穂ほと、先日購入した日焼け止めをしっかり塗った鈴すず乃のが、修行僧が学ぶという体操を熱心に繰り返していた。

「この暑いのによくやるよねー」

「漆うるし原はら、貴様はもう少し、佐さ々さ木きさんのように心と体を鍛きたえようとは思わんのか」

「体は今更鍛きたえる必要なんて無いし、心もどんな罵ば詈り雑ぞう言ごんにも耐える自信があるから別に」

「ちーちゃんはそういう方面に心を鍛きたえたいんじゃねぇと思うが……」

　漆うるし原はらの『ものは言いよう』に、真ま奥おうは苦笑する。

「昨日は、こちらにもベルの部屋にもゴキブリが現れて、こちらのものは漆うるし原はらが多大な犠ぎ牲せいを出した末に退治しましたが、ベルの部屋に現れたものはベルの手の上を歩いた末に素早い身のこなしでなかなか尻しつ尾ぽを摑つかませず……」

「うぇ、手の上歩かれるとか考えたくねぇな」

「あれ、真ま奥おうは苦手なの？　ちょっと意外」

「そりゃ好きにはなれねぇだろあんなの」

「魔界にはあんなのお話にならないような魔ま虫ちゆうがいっぱいいたじゃん」

「そういう問題じゃねえよ。いる場所だよいる場所。俺だって、あの虫が緑あふれる森の中の草葉の蔭かげで鈴のような音色で鳴く、夏の間の二週間しか生きられないような儚はかない虫だったら嫌いにはならねぇよ」

「そこまで行くと、もはや別種の生物ですね」

「でもあいつら、大体じめじめした薄汚い所にいて、異常に生命力強くて、数が半端に多くて、それにやっぱあのわちゃわちゃした動きは生理的に受けつけねぇよ」

　閉店作業のゴミ捨てで、集積所に行くとよく遭遇するのだ。

　日本の動植物についての知識が無かった頃はそんな生き物もいるか程度の認識だったが、日本での生活が長くなり、周囲の人間の反応や、接触するタイミングなどの経験の蓄積で、段々と苦手になってしまったのだ。

「えー、じゃあ真ま奥おう、実は戦えない感じ？」

「戦えるよ。戦えるけど、その相手が得意な相手とは限らないだろ。例えばワイバーンを扱えても、今アパートの裏庭でいきなり蛇へびに出くわしたら、多分俺大声上げるぞ」

「それもそうか。蚊かとか蠅はえとか、別に怖くはないけど好きな人はいないみたいなものか」

「そういうことだな。ちーちゃん割となんでもできて弱点とか無さそうに思えたから、ゴキブリが苦手ってのはある意味予想外というか……まぁ高校生だから閉店時間までいること無いし、マグロナルドの店内で見ることって滅多に無いからな」

「滅多に、ということは、あの木き崎さき店長が管理する店舗でも、現れることがあるのですか」

　意外そうに言う芦あし屋やに、真ま奥おうは神しん妙みように頷うなずく。

「木き崎さきさん曰いわく、どんな高層ビルのキッチンでも、完全にシャットアウトするのは難しいらしいぜ」

「じゃあこのボロアパートなんかじゃ、絶対無理だね」

「だから日々、私が掃除をしているのだろうが！　そういえば漆うるし原はら、貴様またアイスの袋の内側を水ですすがなかったな？　そういう所に、小こ蠅ばえやゴキブリは引き寄せられるのだぞ！」

「はいはい、ごめんなさい」

「だからそういう心の強度を持つなっての……おい芦あし屋や。そうは言っても暑いから、後でちーちゃんに氷入れて麦茶でも持っていってやれ」

「御ぎよ意いに」

　芦あし屋やが恭うやうやしく主命を拝し、頭を下げる。

「そこで体たい側そくを限界まで伸ばす、その姿勢のまま、踵かかとを下ろせ」

「の、伸びます、凄すごく……」

　すぐ下から聞こえる鈴すず乃のと千ち穂ほのやりとりを聞くともなしに聞きながら、

「ちーちゃんほど、心の芯しんの強い子もいねぇと思うがなぁ」

　真ま奥おうはほんの数日前の、自分に向けられた千ち穂ほの心の底からの言葉を思い出す。

「何、どうしたの、真ま奥おう」

「ん」

　漆うるし原はらの問いに、真ま奥おうは肩を竦すくめた。

「自分の気持ちを、完全に自分で制御できる奴やつが、どれくらい世の中にいるのかってふと思ってな」

「僕は何があっても自分がブレない自信はあるよ」

「だからそういう意味じゃねぇっての」

　真ま奥おうの脳のう裏りに、悪魔であろうと、魔王であろうと、全ての真実を知っても尚なお、自分のことを好きだと言った千ち穂ほの笑え顔がおが、幻のように浮かぶ。
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「それで、結局どうなったの？」

　自宅で鈴すず乃のからの電話を受けた恵え美みは、話の先を促うながす。

『別にどうもしない。教会騎士の訓練準備のための体操を少し教えてそれで終わりだ。もちろん千ち穂ほ殿に法ほう術じゆつを教えるような真ま似ねはしていないぞ』

「まぁ、教えたって聖せい法ほう気きが無きゃどうにもならないだろうけど……」

　鈴すず乃のの声の背後には、雑ざつ踏とうの気配がする。

　駅かどこかの公衆電話からかけてきているのだろう。

『エミリア』

「何？」

『今なら、あのときのエミリアの真意が、少し分かる』

「なんの話？」

　あのとき、というのがどのときのことを表すのか分からずに尋たずね返すと、鈴すず乃のが少し微笑ほほえむ気配が伝わってきた。

『友を泣かせた事実に目を瞑つむる平和に意味など無い、という話だ』

「ああ……」

　鈴すず乃のが己の正体を千ち穂ほに明かしたその日のこと。

　鈴すず乃のは恵え美みに、魔王討うつべしと進言し、千ち穂ほの記憶を含めた真ま奥おうの痕こん跡せきの一切を、日本から消し去ろうとした。

　そのとき、魔王を討つべきでないと千ち穂ほの味方をしたのが、他ならぬ恵え美みであった。

『千ち穂ほ殿が何な故ぜ、突然心身を鍛きたえたいと言い出したと思う？』

「さぁ……千ち穂ほちゃん時々、もの凄すごく深いこと考えてるから、色々想像はできるけど」

『つい昨日のことだ。アパートにゴキブリが出てな』

「うわ」

『それに怯おびえてしまったのが、情けなかったそうだ』

「それって、別に当たり前のことだと思うけど。私だってあれは嫌いやよ」

『恥はずかしい話だが、私も相当取り乱した。だがな、千ち穂ほ殿は言ったんだ。力では敵かなわなくても、私やエミリアに負けない強い心を手に入れたい、虫如ごときに怯おびえていては、魔王に幻滅されてしまうと』

「……千ち穂ほちゃんらしいわね」

　時々千ち穂ほは、恵え美みや鈴乃を妙みように買い被って過大評価をしてくれるきらいがある。

　だからこそ、自分が鍛きたえられるところを強くしようと、必死になっているのかもしれない。

『ああ、私もそう思う。だが私が嬉うれしかったのは、そんなことを朗ほがらかな笑え顔がおで私に話してくれたことだ。一度は千ち穂ほ殿の心を踏ふみにじったこの私を、友と呼んでくれたことだ』

「ベル……」

『魔王を異性として思し慕ぼしていることについては、応援できないのは確かだ。だが私は、あのどこまでも純粋な健けな気げさを、もう無視できそうにない』

「あなたも、大分千ち穂ほちゃんに毒されちゃったわね」

　恵え美みは苦笑する。

『そうだな。私自身不思議なのだが、まるで憑つきものが落ちたように、今はそのことが少しも不ふ愉ゆ快かいではない。千ち穂ほ殿と共にいる時間が、私の「日常」になりつつある』

「そっか」

　恵え美みは思わず微笑ほほえんで、見えない電話の向こうにいる鈴すず乃のに頷うなずいた。

「でも、それはそれで大変よー。どうにもならない悩みを抱かかえ込むことになるからね」

『覚悟の上だ』

　鈴すず乃のの言葉と意志に、迷いや偽いつわりは微み塵じんも感じられなかった。

　だから恵え美みは、鈴すず乃のの正体を知り、サリエルの事件がひとまず収束して尚なお、彼女に言わなかったことを口にした。

「ところでさっきの肉体の強さと聖せい法ほう気きの関係性の話で思い出したんだけど、あなた、日本に長くいるなら聖せい法ほう気きを補充するアテはあるの？」

　恵え美みはソファから立ち上がると、部屋の隅に積まれている段ボールに歩み寄る。

「うん、実はエメ……そう、エメラダ・エトゥーヴァが送ってくれた、聖せい法ほう気き補充ドリンクがあるのよ。もし良かったら今度そっちに行くときに、おすそ分けするわよ」

　恵え美みは、聖せい法ほう気き補充ドリンク、ホーリービタンβベータの小分けの箱を段ボールから取り出しながら、新しい『友』との相談ごとを進める。

「あと、携帯電話買う話だけど、もう少しすると新規加入者対象の大幅割引キャンペーンが始まるの。そのとき一いつ緒しよに買いに行きましょ。うん、はい、はーい、それじゃあね」

　通話を終えると恵え美みは、贔ひい屓きのキャラクターであるリラックス熊ぐまの表示された待ち受け画面を見ながら、苦笑する。

「悪い気はしないけど、なんだか、不思議な感じね」

　もう鈴すず乃のを警戒する必要はあるまい。

　千ち穂ほとも良い関係を築けているようだし、恵え美みの思い描えがく理想も分かってくれたようだ。

　これで一つ、恵え美みの懸けん案あん事項が完全に解消されたことになる。

　だが、千ち穂ほも、鈴すず乃のも、真ま奥おうを追って日本に来なければ、決して出会うことのなかった友なのだと思うと、

「でも、そんな私達の間にいるのが魔王っていうのが、凄すごく癪しやくだわ」

　折せつ角かく浮かんだ笑え顔がおが、妙みようにひねくれたものになってしまうのだった。
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「とはいえ、運動不足が良くないのは確かよね」

　恵え美みは自宅から駅までのわずかな徒歩の距離を思いながら、呟つぶやいた。

　エンテ・イスラでの生活を思えば、幼い頃は早朝から目覚めて食事を作り、昼は父の畑仕事を手伝っていた。

　勇者として旅立ってからはそれこそ粗食で毎日何万歩歩いたか分からないことを考えると、デスクワークで運動不足などと、贅ぜい沢たく病びようも甚はなはだしいと思ってしまう。

　では一つ運動でもしてみようかと考えると、昨夜の鈴すず乃のとの電話で聞いた千ち穂ほの疑問が頭をよぎる。

　何な故ぜ、同じ人間であるはずの千ち穂ほと鈴すず乃のに、あれほどの肉体的な力の差があるのか。

　もっと言えば、聖せい法ほう気きの力が完全に無くなった場合、自分や鈴すず乃のは、果たして千ち穂ほが『超人的』と認識するほどの力を発揮することができるのだろうか。

「……」

　永えい福ふく町ちよう駅。ホームに滑り込んでくる電車を見ながら、恵え美みは手近な吊つり革かわを摑つかみ、摑つかんだその手をぼんやりと見る。

　例えばもし、自分の体が魔術などで大きく撥はね飛ばされた場合、恐らく左右どちらかの手で地面を弾はじいて空中で一、二回転して体勢を立て直し、足で着地して再び敵に立ち向かうだろう。

　この場合、慣性の助けが多少あるにしろ、恵え美みは片腕だけで、大人の女性一人を空中に撥はね上げるだけの力を持っていることになる。

　エンテ・イスラ北大陸を支配していた悪魔大だい元げん帥すい、アドラメレクと対たい峙じしたときは、魔王やアルシエルすら遥はるかに凌りよう駕がする巨大な体たい軀くを誇ほこったアドラメレクの、電柱ほどもあるような金属製の槍やりを真正面から受け止めた。

　恵え美みと同じ体格の日本人、例えば梨り香かがそんなことをすれば、一いつ瞬しゆんで全身粉々になっているだろう。

　この違いは一体なんなのか。

　だが一方で、恵え美みはこうして無意識に、日本人の標準的な肉体構造に合わせて強度設計されている吊つり革かわを破壊することなく摑つかむことができる。

『ぁ間もなくン明めい大だい前まえ～。明めい大だい前まえェ……。ンぉ乗換えのお客～様、お降りになりましたらぁ電車より離れてお歩きくだぁ……さい』

　そんなことをつらつら考えているうちに、乗換駅に到着して、恵え美みは大勢の通勤客の流れに押されて、京けい王おう本ほん線せんのホームへと歩を進める。

　こういったときも、例えばちょっとぼんやりしていると、人の流れに乗り遅れてぶつかられることがあるが、そういったとき、恵え美みの体は日本の同年代の女性となんら変わりなくよろけてしまう。

　だが思い返してみれば、飛ひ翔しよう中に魔王軍の投石器から放たれた火炎岩が背中を直撃しても、よろけるどころか飛ひ翔しよう進路にいささかのブレも無かったように思う。

　エスカレーターの左の列で、同じ方向に進む通勤客の群れをぼんやりと眺ながめながら、恵え美みはふと、こんなことを思った。

「魔王達と一いつ緒しよで……聖せい法ほう気きを完全に失ったら、私達、日本の人達と何も変わらないんじゃないかしら？」
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　一度気になってしまうと、なまじ解決の方法が分からない問題なだけに、その後もずっと気になってしまう。

　だから、

「恵え美み、この店いまいちだった？」

「え？」

　ランチ時、テーブルの向かいに座っていた梨り香かが心配そうに覗のぞき込んできたことで、ふと我に返った。

「ご、ごめん、ちょっとぼんやりしてた。何？」

「ああいや、このお店、いまいちだったかなって」

「そう？　美お味いしいと思うわよ」

　手打ち蕎そ麦ばが人気だという新しい店に昼食を食べに来た恵え美みと梨り香か。

　全ての蕎そ麦ばメニューに一品小こ鉢ばちがついてきて、ドリンク込みでランチ限定六百円という、お財布にもカロリー的にもＯＬに優しいお店なのだが……。

　ついてきた一品小鉢というのが、卵豆腐だったのだ。

　エンテ・イスラ人と地球人の肉体の『力加減』に悩んでいた恵え美みは、『箸はしで豆腐を摘つまむ』という絶ぜつ妙みような力加減が要求される動作に疑問を呈ていしてしまい、卵豆腐を目の前に思考が停止していたらしい。

「う、うんごめん。ちょっと考え事を……」

「ふうん。昨日の夕ご飯と卵豆腐が被った？」

「え？」

「なんか豆腐を見た途端に固まっちゃったように見えたから」

「……」

　卵豆腐は、好きである。それは表明しておかねばならない。

　だが、普通に食事をする場合、ごく無意識に箸はしで豆腐を摘つまむことはできるが、もし妙みような意識が働いて手先や箸はしに聖せい法ほう気きを行きわたらせてしまった場合、陶とう器きの小こ鉢ばちを粉ふん砕さいしてしまうのではないかと想像してしまったのだ。

「うーん……ちょっとごめんね」

「ん？」

　妙みように意識してしまった恵え美みは、一旦箸はしをおいて、右手を振ったり指の筋を伸ばしたりして、緊張をほぐそうとする。

「どうしたの？　突き指かなんかしたの？」

「ううん、なんて言ったらいいのかな。ちょっと力加減がバカになっちゃってるのよ」

　我ながら下へ手たくそな言い訳だとは思うが、他に言いようが無いのだから仕方が無い。

　卵豆腐が直接のきっかけ、というのがなんとも馬ば鹿か馬ば鹿かしい話ではある。

　だが恵え美みは、自分が今まで、如い何かに聖せい法ほう気きを無意識に用いていたかをはっきりと自覚した。

　それは、電車に遅れそうになったときに、力を入れて道を走ることを特別意識することが無いように。

　重い荷物を持つときに、腕肩腰足を連動させて力を入れることを特別意識することが無いように。

　卵豆腐を箸はしで食べるときに、身が崩れないよう力を弱めて掬すくい取ろうとするように。

　そんな日常の『力量の増減』を無意識に行うが如ごとく、恵え美みは日本で無意識に聖せい法ほう気きを使った場面が思った以上に多かったことに気づいたのだ。

　日本で初めて真ま奥おうに出会ったとき、聖せい法ほう気きを使いたくないがためにナイフを取り出したが、思えば一足飛びに数メートル跳ちよう躍やくしたあのときの恵え美みの体や足には間違いなく聖せい法ほう気きが作用していただろう。

　そんな強きよう靭じんな足が、敵だった（今も敵だが）漆うるし原はらが空中に放り出した千ち穂ほを受け止めようとして、簡単に折れてしまったこともある。

　だがすぐに全力で聖せい法ほう気きを解放したことで、あっさり足は治り、飛ひ翔しようの法ほう術じゆつを使うまでもなく、純粋な跳ちよう躍やくだけで低層ビルや電柱の上に飛び上がることができた。

　一体自分の体や意識は、どのような仕組みで『聖せい法ほう気きを使う場面』と『聖せい法ほう気きを使わない場面』を区別しているのだろう。

　それを思うと、うっかり箸はしで小こ鉢ばちを破壊しそうになるのではないかと恐ろしくて、手がうまく動かなくなってしまうのだ。

「恵え美み、結構ストレス溜たまってるんじゃない？」

「え？」

　すると梨り香かが、心配そうに恵え美みの右手を見る。

「ずっとデスクワークで、話の分かる問い合わせばっかりじゃないし、外食も多いし、その上最近の恵え美み、真ま奥おうさんがらみでいっつも凄すごい顔してるじゃん」

　そう言いながら梨り香かは、自分の眉み間けんをちょんちょんと突く。

　恵え美みはそれが、自分の眉み間けんに寄っている皺しわを指していることに気づきはっとした。

「そう……なのかな」

「うん、前よりもイライラしてること多いし……差し出がましいことかもしんないけど、本当に真ま奥おうさん達との関係がストレスにしかならないんなら、思いきってすっぱり縁切っちゃうのも一つのやり方じゃない？」

　恵え美みも、思いきって真ま奥おうをすっぱり斬きれればどんなに楽だろうと、心の中で思う。

「なんかごめんね、変な気使わせちゃって」

「ううん、いいんだけどね」

　梨り香かは苦笑しながらも、それ以上突っ込んではこず、自分の蕎そ麦ばを手た繰ぐりはじめる。

　恵え美みはもう一度だけ軽く手を振ってから、改めて箸はしを手に取り小こ鉢ばちを持つ。

　特になんの問題も無く、いつも通り箸はしを進めることができた。

「あ、そうだ。恵え美みこんなの、興味あったりする？」

　結局美お味いしく蕎そ麦ばを平らげた後、梨り香かがふと財布の中から取り出したのは、何かのチケットの束のようだった。

「何？　『高たか田だの馬ば場ばビッグケース・ファイターズジム』無料体験チケット……？」

「高たか田だの馬ば場ばに前からあるジムが、なんか最近リニューアルだかして配ってるらしいのよ。前々からよく、チラシだけはポストに入ってきてたんだけどさ」

「へぇ」

　梨り香かのマンションは高たか田だの馬ば場ばにあるから、最寄り駅近くの商業施設からそういう案内が来ることもあるだろう。

「でもどうせ行ったって長続きしないし、チラシも五百円割引とか微び妙みようなクーポンしか無いから無視してたら、真ま季きちゃんいるじゃん、最近入った子。彼女がこの無料券くれたのよ」

「真ま季きちゃん……ああ、清水しみずさんのこと？」

　清水しみず真ま季きは、最近恵え美みと梨り香かの職場に入ってきた大学生アルバイトだ。

　恵え美みも顔を合わせれば挨あい拶さつくらいはする間柄だが、まだ一対一の友ゆう誼ぎを結んだことはなく、食事も真ま季き以外に何人かいる状態で何度か一いつ緒しよに行ったことがあるきりだ。

　普段はおっとりした雰ふん囲い気きだが、ハードな問い合わせも少なくないこの仕事においても自分のペースを崩すことのない豪ごう胆たんな精神を持っており、商品やサービスの理解度も高い。

　一度だけ席が隣り合ったことがあったが、初めから難癖をつけるためにかけてきたとしか思えない三時間に及ぶ恫どう喝かつ混じりの問い合わせ案件を、全くペースを崩すことも上長に回すことも無く乗りきった場面を見たときには、恵え美みも舌を巻いたものだった。

「うん。最近よくシフト重なってて一いつ緒しよにご飯とか行くこともあったんだけど、そのとき真ま季きちゃんからもらったの。彼女、ここの会員なんだって」

「へぇ。清水しみずさんも高たか田だの馬ば場ばに住んでるの？」

「ううん。家は池いけ袋ぶくろの方らしいんだけど、聞いたら驚いちゃった、真ま季きちゃんの大学、早わ稲せ多たなんだって」

「へぇ！　早わ稲せ多た大学って、確かすごくいい学校よね？」

　日本の大学の名前に詳くわしくない恵え美みでも知っている名前が出てきて、軽く驚く。

「いい学校っていうか、実質日本の私立大学のトップクラスじゃない？　ともかく学校帰りとかにこのジムに行ってるらしくて。よくあるじゃん、友達紹介みたいなのするとプレゼントがあるとか」

　よくあるかどうかは知らないが、よく見ると各チケットには通し番号のようなものが振ってある。

　特典欄を見ると、紹介者と一いつ緒しよにこのチケットを持って無料体験をすると、体脂肪燃焼系スポーツドリンクを紹介者と体験者両方に一本プレゼント。体験者が入会すれば、より脂肪燃焼効果の高いハイクラスのスポーツドリンクワンケースを双方にプレゼントすると書かれていた。

「やっぱり基本はダイエットなのね」

「ん？　何が？」

「ううん。でもこういうジムのチラシ、うちにも来たりするし、明めい大だい前まえにもスポーツジムあったはずだから、わざわざここまで行くのもね」

　恵え美み自身は利用しようと思ったことは無いが、自宅の最寄り駅から一駅先の明めい大だい前まえにもこの手の施設はあったはずだ。

　清水しみず真ま季きには悪いが、このためだけに高たか田だの馬ば場ばまで出る必要性は感じられないし、自分の経済状況を考えると会員登録する可能性も低いので、断ろうと思ったそのときだった。

「でもここのジム、普通と違うことがあるみたいよ」

「え？」

　梨り香かにチケットを返そうとした恵え美みの手がピタリと止まる。

「そこに『ファイターズ』って書いてあるじゃない？」

「うん」

　店の名前に深い意味も無いだろうと読み飛ばしていた文字に、恵え美みは目を落とす。

「普通のジムと違ってそこって」

　と、梨り香かは蕎そ麦ば屋のテーブルの上で、行儀悪く両の拳こぶしを握って構えてみた。

「声、出せるらしいよ？」

「……声？」




　　　　　　　　　※




　扉を開くなり、空調を効かせて尚なお、溢あふれる熱気と気合たっぷりの声が押し寄せてきて、恵え美みは思わず声を上げた。

「す、凄すごいわね」

　恵え美みは、スポーツジムという施設をどこか冷めた目で見ていた感があった。

　ダイエットをしたいなら食事制限と適度な運動をすればいい。

　実際にこういう施設に来る時間や金銭的余裕がある人ならば、そのような時間を取ることもできるだろうに、何な故ぜわざわざ余計なお金を使う必要があるのだろうとずっと思っていた。

「ね？　ちょっと違うでしょう？」

　恵え美みの隣に立った女性、恵え美みと梨り香かをこのジムに誘った清水しみず真ま季きは、左腕に更衣室のロッカーキーを巻きながら言った。

　梨り香かからジムの話を聞いた翌日である。

　残念ながらシフトの都合上、近い内でどうしても恵え美みと梨り香かと真ま季きが同時にシフトに入っていない日というものが無かったため、今日は恵え美みと真ま季きの二人だけ。梨り香かは後日また真ま季きが案内することになっていた。

「この人達、全員スポーツ選手とかじゃないのよね？」

「前に一度、引退した元野球選手見たことありますよ。テレビとかで見るともうおじさんだなーって思ってましたけど、運動してる姿見ると体つきとかやっぱりプロなんだなぁって」

「へぇ」

　恵え美みは改めて、フロア全体を見渡す。

　そこには老ろう若にやく男なん女によ、ありとあらゆる世代の人間が、大いに気勢を上げてトレーニングに励んでいた。

『声の出せるファイターズジム』という売りだけあって、フロア全体が暑苦しくも気合いの入った大声で満たされていて、隣に立つ真ま季きと話すだけでもかなり大声を出さなければならない。

　多くのジムと同じように、ランニングマシンやエアロバイク、ロデオマシンに始まり全身各所の筋肉を効率良く鍛きたえられるよう設計されたマシンが所ところ狭せましと並んでいるが、やはり一番特徴的なのは少し奥まった場所にある、『ボクシングフロア』としか言いようのないスペースだろう。

「あそこって、誰でも使えるの？」

　恵え美みがその場所を指さすと、真ま季きは目を輝かせて大きく頷うなずいた。

「すっごく楽しいですよ！　あそこのインストラクターの人に言って、拳こぶしを傷めないパンチを打つ講習を受けた後なら、誰でも使えます」

　そこにあるのは、サンドバッグとボクシングリング、そして天井からぶら下がる二本のロープである。

「見た目より結構難しいですけど、うまい具合にサンドバッグを殴なぐれたら、チョー気持ちいいですよ！　遠えん慮りよなしに何か殴なぐるって、日常生活じゃまずあり得ないですからね！　私、マイグローブ持ってるんです！」

「そ、そうなの」

　恵え美みは真ま季きの第一印象を、おっとりした大学生だと受け止めていたが、やはり認識を改める必要がありそうだ。

　よくよく見ると真ま季きの体は、細身ではあるもののかなり引き締まっており、過去なんらかの運動をやっていたことが分かる肉付きをしていた。

　今の仕事場に馴な染じめるだけの肉体的、精神的修練はとっくの昔に積まれていたのだろう。

「でも本当、付き合ってくれてありがとうございます。なかなか一いつ緒しよに来てくれる人がいなくって」

　確かにこの空気は『ちょっと運動でも』と思う程度では尻しり込ごみしてしまうかもしれない。

　梨り香かや真ま季きや、そもそもジム自体が『声を出せる』ことをこれほど強調するくらいなのだから日本のジムで声を出せるというのは珍しいことなのだろう。

　エンテ・イスラの騎士団の練兵場くらいしか知らない恵え美みにとっては逆にそのことの方が不思議だが、公共の場で静音を保つマナーが浸しん透とうしている日本では、訓練の無い者が、いかにも『がっつりトレーニングしてやる！』という空気に馴な染じむのはなかなか難しいだろう。

「ううん、私も最近、運動はしなくちゃって思ってたし、それに……」

　恵え美みはそんなことを思い出しながら、奥のサンドバッグを見て、小さく自分の手を握る。

「ここなら、自分の体のことをきちんと理解できそうだから」

「入会したときに肉体年齢とか体脂肪率とか姿勢の良し悪しも測ってくれますし、確か入会しなくてもお金払えばやってくれたと思います」

　真ま季きは恵え美みの言葉を、日本の常識に当てはめて気を使ってくれたようだが、恵え美みが言うのはもちろん、自分の体に超人的な能力を付与している聖せい法ほう気きについての理解を深めるという意味である。

「まぁ入会するかどうかはさておき、折せつ角かくお誘いいただいたんだから、今日は楽しませてもらうわ」

「はい！　じゃあまずあそこのマットの上で、準備運動して、軽く有酸素運動してから、一通り機械の使い方、説明しますね、先輩！」

　元気良くそう言いながら気合を入れる真ま季きの背中を、恵え美みは瞬まばたきしながら見た。

　今、とても耳慣れない呼ばれ方をされた気がする。

「……先輩？」







　備えつけのディスプレイに、肉体の代謝を高める高性能準備運動の映像が流れるマットフロアで、恵え美みと真ま季きはそれぞれ思い思いのやり方で準備運動を行っていたのだが、

「先輩の準備運動、変わってますね？」

「え、そ、そう？」

　真ま季きは途中から恵え美みの準備運動を興味津しん々しんで観察していた。

　恵え美みの知る運動は教会騎士団在籍時に訓練前に行ったものであり、鈴すず乃のが千ち穂ほに教えていた修道僧用の精神修養を兼ねた動きが多く取り入れられたものである。

「先輩、武道とかダンスとか、やってたりしたんですか？　なんか、そんな感じの動きな気がして」

「え、ええと」

　恵え美みは一いつ瞬しゆんたじろぐ。

　日本で暮らしはじめて今日この瞬しゆん間かんまで、人前で運動するということが無かった恵え美み。

　ごく自然にかつて行っていたトレーニングをそのまま実行してしまったのだが、考えてみれば日本には日本のスタンダードな準備運動があるのである。

「そ、その、海外にいたとき、近所のミッション系の学校で昔修道士がやってたっていう運動を教わって、それで」

「やっぱり先輩、帰国子女なんですね！　先輩英語ぺらっぺらですもんね！　いいなぁ、やっぱり話せなきゃ、それこそお話にならないですよねー」

「う、うん、でも清水しみずさんも、外国語案件とかやってるじゃない」

　そこはやはり名門大学に通うだけの頭脳が為なせる業か、真ま季きも恵え美みほどではないにしろ、外国語問い合わせ案件を請うけ負うことがあった。

「先輩には負けます。時々何言ってんのか分からないって反応されますし、先輩みたいに英語以外もパーフェクトとかじゃないですし。どんな勉強したのかお聞きしたいと思ってたんですけど、やっぱ帰国子女とかじゃないとそこまでなかなか行かないですよねー」

「う、うんそれよりもさ、清水しみずさん」

「なんですか先輩」

　長座しながら足裏の筋を伸ばしていた真ま季きが恵え美みを見上げる。

「その『先輩』って、何？」

「え？　先輩は先輩ですけど……遊ゆ佐さ先輩」

「その。落ち着かないから、普通に名前だけで呼んでもらえると……」

「ええっ!?　いいんですか!?」

　すると真ま季きは、本気で驚いているようで、恵え美みを見返す。

「鈴すず木きせ、あ、違った、梨り香かさんからもそう言われてるんです！　先輩とかやめろって」

　明らかに今、この場にいない梨り香かのことを『鈴すず木き先輩』と言いそうになり、慌あわてて言い直す真ま季き。

「うん、私も普通に恵え美みでいいんだけど」

「は、はい……ええっと……ううう」

　真ま季きは狼狽うろたえたように視線を彷徨さまよわせ、なぜか顔を赤くし、そして、

「ゆ、遊ゆ佐ささん！」

　と、散々迷った末に着地したことが分かるような調子で呼びかけてきた。

「あ、う、うん、じゃあそれで」

「な、ならせんぱ、あ、遊ゆ佐ささんも、私なんかをさんづけで呼ばずに、呼び捨てにしてください！」

「えっと、じゃあ、真ま季きちゃん、でいい？」

「はいっ、ありがとうございます！」

「えーっと……」

　何度か話をしたつもりでいたが、まさか真ま季きがここまで体育会系なキャラクターだったとは思わなかった。

「……すいません、良くないってことは分かってるんですけど、どうしても昔のクセが……」

　どうやら真ま季きも、恵え美みの動どう揺ようを察したらしい。

　心底申し訳なさそうに暗い声で言うので、また恵え美みは慌あわててしまう。

「いいのいいの、別に怒ってるわけじゃないの。しみ……あ、真ま季きちゃんも、学校で何かスポーツやってたりするの？　体、鍛きたえられてる感じするし」

　恵え美みは恵え美みで、うまく口に馴な染じまないのだ。

　確かに職場に入った順番だけで言えば、恵え美みの方が真ま季きより先輩ではある。

　だが、ここまでの会話を聞いても分かる通り、真ま季きは恵え美みを、職場の同僚としてというより、純粋に年上として敬うやまっている傾向が見て取れる。

　実年齢で考えれば大学生の真ま季きの方が恵え美みよりも年上で、恵え美みの日本の戸籍上の年齢から見ても、同い年くらいのはずだ。

「いえ、今は特別何も。ここに通う以外は何もしてないですね」

「そうなの？」

「高二のときに、膝ひざやっちゃったんです。ずっと陸上やってたんですけど」

「膝ひざ……」

　膝ひざや肘ひじの故障が競技者にとっては選手生命を脅おびやかすことがあるのは恵え美みも知っている。

　陸上と一口に言っても色々な競技があるので真ま季きが何をやっていたかは知らないが、その膝ひざの故障は競技者の道が断たれるレベルだったのだろう。

「あ、すいません、別に暗い話じゃないんです。中学のときはそれなりでしたけど、高校だとそれほど大したことなくて。元々親に無理やりやらされてたんで陸上がそんなに好きなわけでもなかったし」

「そ、そうなんだ」

「その点、梨り香かさんの話はちょっとうらやましかったなぁ」

「へ？」

「あ、なんでもないです。せ……遊ゆ佐ささん。準備運動終わったら、マットの上、そこのグイッグルで軽く拭ふいてください」

「あ、うん」

　恵え美みは言われるがまま、自分が準備運動をしていた辺りを軽く拭ふくと、

「じゃあ、最初に十分くらい歩きましょう。それとも自転車にします？」

「歩きで」

　自転車と聞くとどうしても腹立たしい真ま奥おうを思い出してしまうので、恵え美みは即答でランニングマシンに向かう。

　そういえば鈴すず乃のが真ま奥おうの自転車を壊してしまったと言っていたが、新しいものを買うつもりはあるのだろうか。

「こっちのつまみでスピード、こっちで傾斜を設定するんです。そこのバー握ると心拍数とか測ってくれますし、大体の消費カロリーはそっちに出ます」

　恵え美みは益やく体たいも無いことを考えながら、一方で真ま季きがランニングマシンについて説明するのは真ま面じ目めに聞く。

　真ま季きの指導で恵え美みはとりあえずマシンのベルトの上に乗ると、傍かたわらに立っている真ま季きに一つ一つ確認しながら操作しはじめる。

「ええっと、これを押せばいいのね……っと」

　操作パネル中央のスタートボタンを押すと、足元のベルトがゆっくりと動きはじめた。

「な、何か足元がフワフワするわね。これで、速度アップか……」

　つまみの数値を上げると、少しずつ足元のベルトのスピードも上がってゆく。

「ねぇ、そういえば、なんで最初にこれか自転車なの？」

「最初に有酸素運動をしてからの方が、いきなりハードなトレーニングするよりもシェイプアップにも筋力アップにもいいらしいです。だから呼吸はしっかりしてください」

「なるほど、分かったわ」

　恵え美みは素直に頷うなずくと、日頃の歩行速度に合うようにスピードを設定し、呼吸を意識して歩きはじめる。

「歩いてるのに景色が変わらないってのも、変な感じね」

「退屈なら、テレビも見られますよ？」

「て、テレビっ？」

「はい。前の画面、テレビです。そこのスイッチで」

「こ、これ？　……うわ」

　最初にマシンの上に立ってからなんなのだろうとは思っていた、顔の真正面にある黒いパネルがまさか液晶テレビだったとは。

「あ、そうだすいません。遊ゆ佐ささんイヤホン持ってきてないですよね。これスピーカー無いんです。イヤホン無いと……」

　なるほど、画面は昼のワイドショーを映しているが、音が全く聞こえない。

　確かに数十台もあるランニングマシンのテレビ全部から音が聞こえたら、他の場所で運動している人間がまるで集中できないだろう。

　とはいえ、訓練は負荷をかける場所に集中してこそ効果が出るものだと恵え美みは思っているので、別に最初からテレビをつけようとも思っていなかった。

「いいわ。今日は普通に運動に集中するから」

「すいませんー。言うの忘れてました」

「いいのよ。早くもちょっと楽しくなってきてるし」

　申し訳なさそうに手を合わせる真ま季きを宥なだめて、恵え美みはテレビを消すとマシン本体の操作パネルをいじりはじめる。

「どうして歩くのにわざわざ機械なんか使う必要があるのかとずっと思ってたけど……これは確かにいいトレーニングになるわね」

　恵え美みは歩行速度を上げながら、少しずつ傾斜をつけはじめた。

「こんな長い坂、現実には存在しないもんね」

　ランニングマシンがあれば、やろうと思えば一定の傾斜がついた坂を何時間でも上り続けられるのだ。

　そのトレーニングがどんなことに役立つかはともかく、運動している気分を得るには十分すぎるだろう。

「ありがと、大体分かった。真ま季きちゃんも自分のやって」

「はい。私、自転車のところにいるんで何かあったら呼んでくださいね」

　そう言うと、真ま季きは一旦恵え美みから離れて、エアロバイクの方へと向かう。

　あのバイクもきっと、操作すれば色々な仮想の道を走りながら、色々な負荷を体にかけられるのだろう。

「さて」

　恵え美みは真ま季きが自分のトレーニングに集中しはじめたのを横目で確認してから、軽く手を握り目を閉じた。

「体内の聖せい法ほう気き量はホーリービタンβベータ一本分。聖せい剣けんも出せる状態……よし」

　意識を体内に集中し、聖せい法ほう気き総量を確認してから、

「軽く走ってみようかな」

　恵え美みはとりあえず、聖せい法ほう気きを意識して封じた場合、走ることでどれほど体力が消しよう耗もうするのか確認することにする。

「……はっ……はっ……はっ」

　すると、意外なことに、たった五分走っただけで軽く息が上がってきた。

　そういえば真ま季きが、心拍数を測れる機能があると言っていたことを思い出し、計測バーを摑つかんでみる。するとそこには、

「……百……三十……」

　それが平常の心拍数でないことは、恵え美みにもよく分かった。

「ふぅっ」

　やがて額ひたいに珠たまの汗が浮かび、呼吸も少しずつ速くなってくる。

　体力にはまだまだ余裕はある。

　だがＴシャツ、ハーフパンツにランニングシューズという軽装で走っているのにここまで体に負荷がかかるとは思いもしなかった。

　エンテ・イスラでは、総重量が十キロ以上はある全身鎧よろいを着たまま走っても、よほど激しい戦闘でもなければ息が切れることなど無かったのに。

「じゃ、じゃあこのタイミングで聖せい法ほう気きを使ったら……」

　漆うるし原はらと戦ったときには全身の負傷を完治させた上に、肉体の能力が飛躍的に向上した。

「き、気をつけないとね」

　それこそ飛ひ翔しようの法ほう術じゆつばりの発動で突然走力が高まって目の前の壁に激突するようなことは避けなければ。

　恵え美みはベルトのスピードを徐々に下げながら停止させ、大きく息を吸う。

「ふぅ…………」

　聖せい法ほう気きが全身に行きわたり、疲労感が抜けていくのを感じる。そう長い間走ったわけではないが、体力も元に戻っていることだろう。

　そう思って恵え美みは、改めて計測バーを両手で摑つかむが、

「あ、あれ？」

　そこに表示されているのは、走っている間よりも少しだけ高い心拍数百三十五。体感している疲労は抜けているのに、数値がそれを裏切っている。

　計測の精密さが低いせいだろうか。いや、このジムの機械はリニューアルオープンということもあって新しいものばかりのはずだ。

「どういうこと……？」

「どうしたんですか？」

「わっ!?」

　いつの間にか真ま季きがすぐ傍そばに立っていて、恵え美みは小さく飛び上がってしまう。

「ま、真ま季きちゃん？」

「遊ゆ佐ささん何かマシン止めたままぼーっとしてるからどうしたのかなって。終わったら、そこの備えつけの小さなタオルでバー拭ふいてくださいね」

「え、あ、うん、わかった」

　実感として疲労は回復している。だが数値は、そうは言っていない。この差は一体なんなのだろうか。

　恵え美みはしきりに首をひねりながらも、取りあえず疑問は後回しにして真ま季きの言う通り自分が触れた場所を備えつけのタオルで拭ぬぐってから、ランニングマシンを降りた。

「あ、なんかふわふわする」

　一いつ瞬しゆん、車酔いしたかのように視界が揺ゆれた。

「多分、ずっとランニングマシンに乗ってたからですよ。遊ゆ佐ささん、体力あるんですね。ずっと走ってたのに視界が動かないのに慣れちゃってたから、三半規管が混乱してるんですよ。少し休みます？」

「な、なるほど」

　真ま季きの解説に大いに頷うなずいた恵え美みは、思わずランニングマシンを振り返る。

「うん、大丈夫。時間もったいないし、早速次のやってみたいわ」

「そうですか？　何やります？　どこ鍛きたえたいとか瘦やせたいとかで変わりますけど……」

　真ま季きは言いながら、フロアを見渡して次のマシンを吟ぎん味みしている。

　恵え美みとしては、ボクシングフロアとは反対側にある、ダンベルやウェイトリフティングのための道具が密集しているあたりに行きたいのだが、さすがにそのエリアを利用しているのはいかにもパワーがありそうな筋骨隆りゆう々りゆうの男性ばかり。

　聖せい法ほう気きを活性化させた際の効果をきちんと調べたいのはやまやまだが、細身の恵え美みがウェイトリフティングなどやろうと言い出しても、真ま季きやインストラクターに止められてしまうだろう。

「じゃあ、最近ちょっと二の腕が気になってるから、そこの運動できる機械がいいかな」

　別に太ったりということはないのだが、適当な言い訳をして真ま季きに機械の選定を任せる。

「二の腕……どっちですか」

「え？　どっちって？　右か左かってこと？」

「いえ、そうじゃなくて、内側か外側かです。使う機械が違うんですよ」

「あ、そうなの？　じゃあどっちかと言えば、外側かな」

「なら、これです」

　恵え美みの言葉を聞いて、真ま季きは迷わず一つの機械を指さす。

　真ま季きはアーム・プレッサーなるネームプレートがついたその機械に恵美を座らせると、身長と体格に合わせて手慣れた様子でシートやバーの位置をセッティングしてゆく。

　着座して、肩の高さにある二本のバーを両腕で前に押し上げると、後ろの錘おもりが持ち上がる仕組みになっているらしい。

「最初は一番軽い錘おもりで設定しますね」

　負荷を増減させるには、機械の後方にある煉れん瓦がのような錘おもりの中央に金属のバーを差し込んで引き上げる錘おもりの数を変えれば良いようだ。

「そのつまみは？」

「ああ、これは重さを細かく刻みたいときに使うんです。八キロずつくらいで重くなってくんで、これ回して二・五キロ刻みで重さ増やすこともできるんです。じゃあ、横になってるバーをしっかり握ってください。それで、ゆっくり手を伸ばして錘おもりを持ち上げて、またゆっくり、錘おもりがガチャンってならないように手を曲げて元の位置に戻します」

「分かったわ」

　一番軽いという錘おもりの重さを見ると、十五キロと書いてある。これならば、聖せい法ほう気きを活性化させるまでもない。

「息を吸いながら腕を伸ばして、吐はきながら戻してください。無理はしないで、まずは十回くらいからやってみてください」

　真ま季きの指示通り、恵え美みはゆっくりと両手で摑つかんだバーを体の前に押し出す。

　すると機械の後方で錘おもりが持ち上がり、腕を元に戻すとまた錘おもりが元の位置に戻った。

「ちょっと軽いわね。もう少し上の重さにするには、これでいいの？」

「大丈夫ですか？　結構重いですよ？」

　恵え美みは錘おもりの重量を男性のデフォルト重量からずっと上の、四十キロに設定する。

「多分、大丈夫だと思うわ」

　恵え美みは改めてポジションを取ると、バーを摑つかんでゆっくり腕を伸ばそうとする。が、

「……？」

　きちんと錘おもりは持ち上げられる。だが、想像していたより、遥はるかに重い。

　まぁ、それでもこれくらいは予想の範囲だ。聖せい剣けんを操あやつるより前に用いていた教会騎士団の両手剣の重量は、同じサイズの鉄の塊とほぼ等しい重さだった。

　それを振り回すことに比べれば、なんと言うことはない。一回上げて戻し、二回上げて戻した辺りまでは、そう思っていた。

「っく……」

　だが、七回目くらいになった途端に、急激に腕への負荷が高くなったように感じた。

　明らかに、自分の力が足りていない。

　最初の三回目までは余裕だと思っていたのに、急激に重さが増したように感じられる。

　なんとか十回上げ下ろししてバーから手を離したものの、力を入れすぎて手先がごくわずかだが痙けい攣れんしてしまっていた。

　真ま季きに言われた呼吸も、明らかに乱してしまっている。

「ほ、本当に、重いわね……」

「そりゃそうですよー！　牛乳パック四十本って考えてみてくださいよ！　荷物持つときとかと違って訓練なんですから、何度も持ち上げたり下ろしたりするんですよ？」

「そ、そうか……そうよね」

　思えば、エメラダから送られてきたホーリービタンβベータが入った段ボールを、恵え美みは重いと感じていたのだ。

　いかな瓶びん入りの飲料がぎっしり詰まっていたとはいえ、水を担かついでエンテ・イスラ南大陸の砂漠地帯を旅したことを思えば、本来あの程度の重さはなんでもないはずなのだ。

「ごめん、ちょっと調子乗ってたかも。きちんと自分の力に合った重さでやってみるわ」

「そうしてください。ダイエット中に怪け我がしたら最悪ですからね！」

「……！」

　頰ほおを膨ふくらませながらも恵え美みを心配する真ま季きの顔を見て、恵え美みはふと思い当たる。

「なんですか？」

「……ううん、今気づいたんだけど、真ま季きちゃん私の友達に、ちょっと似てるなって思って」

　真ま季きは、どこか千ち穂ほに似ているのだ。

　邪じや気きが無く、特別使命や苦難を背負っているわけでもなさそうなのに、妙みように芯しんが強く、言葉の端はし々ばしで常に相手のことを思いやる心が見え隠れしている。

「そうなんですか？」

「真ま季きちゃん、今どきの若者らしくないとか言われたりしない？」

「あー、すっごいよく言われます。ウザいくらいに」

　おや、と恵え美みは眉まゆを上げる。

　真ま季きは自分の性格が好きではないのだろうか。別に声を荒げたわけではないが、珍しく出てきた汚い言葉に恵え美みは意外なものを感じた。

「遊ゆ佐ささんも言われるタイプじゃありません？　あーいうの、すっごくウザくないですか？」

「そうね、まぁそうかもしれないわね」

　本当は真ま季きよりも年下なのに、明らかに真ま季きに年上に見られている時点で、自分は日本の同年齢の女性とは大きくかけ離れた性格であることは間違いないだろう。

　何よりも、

「勇者らしくないのは、私だって分かってるわよ」

「え？」

「ううん、なんでもない。ね、少ししたら、あっちのボクシングフロアの使い方教えて？」

「あ、はい、分かりました。私個人の感想ですけど、きちんと背筋と腹筋の運動してからだと、ビシっとパンチできる感じがするから、次そっち行きましょう」

「ええ、よろしくね」

　恵え美みは軽く汗と、機械のシートを拭ふくと、嬉き々きとして恵え美みを先導する真ま季きの後に続いたのだった。







　ずっと真ま季きが傍そばにいたために聖せい法ほう気きを活性化してのトレーニングはできなかったが、その分恵え美みは、自分の肉体の純粋な強度をしっかり自覚することができた。

「意外だったなー。もうちょっと行けるかと思ってたけど」

　恵え美みは、インストラクターの男性からサンドバッグ利用に際しての注意事項を聞きながら、自分の拳こぶしをじっと見つめる。

　恵え美みの聖せい法ほう気きを用いない状態での筋力は、成人男子平均と変わらぬ錘おもりでトレーニングをするのが限界だった。

　筋肉の部位によってはそれでも少し辛つらい場合もあった。

　考えてみれば、魔力を失った真ま奥おうや芦あし屋やや漆うるし原はらは、日本人の成人男子と全く変わらぬ程度の運動能力しか持っていないではないか。

　そう考えると、エンテ・イスラの人間の戦士達も、その力の大半を聖せい法ほう気きに依存しているのではないかという推測が成り立つ。

　日本に聖せい法ほう気きや魔力を自然回復する手段は無く、エンテ・イスラにはそれがある。

　だが、それを自然なものとしてとらえながら、こうして実際に運用するしないで顕けん現げんできる能力や力には顕けん著ちよな差が生まれてしまう。

　今の恵え美みは、ホーリービタンβベータというドーピング的な手段で聖せい法ほう気きを補充しているが、これだけの力を人間に与えるこの力が自然に摂取できる環境は、どのようにして生まれたのだろう。

「大体、無意識に使うときとそうでないときの差が、いまいち分からないのよね」

「遊ゆ佐ささん？」

「あ、ああ、ごめん、なんでもないわ。もう、やっていいのね？」

　気がつけばインストラクターの説明は終わっており、恵え美みは自分に宛あてがわれたサンドバッグの前に立っていた。

　恵え美みは、グローブの中で拳こぶしを握り込む。

　実戦で格闘術を用いていたので、物の殴なぐり方は今更教わらなくても分かっている。

　親指は意識してきちんと畳み、四本の指は揃そろえて、手の甲の第一関節から第二関節がフラットになるように握り込み、そのフラットな部分を『相手』に当てればいい。

　恵え美みは天井からぶら下がったサンドバッグを軽く小突いて感触を確かめてから、

「はぁっ!!」

　初撃。インストラクターの指示通りに突き出された恵え美みの拳こぶしは、軽快な音を立てて、サンドバッグの真ま芯しんを捉とらえた。

「いいですねー、上手ですよ！」

「遊ゆ佐ささん凄すごい！」

　インストラクターの男性と、隣にいる真ま季きも褒ほめてくれる。

　恵え美みとしては動かない相手の真ま芯しんを捉とらえるなど造作も無いことだが、実際問題天井から吊つられた鎖くさりにぶら下がっているだけのサンドバッグを拳こぶしで捉とらえるのは、見た目以上に難しい。

　拳こぶしの握り込みが甘いと力が伝わらないし、殴なぐる場所が軸から少しずれただけで、丸いボディに沿って力が外側に流されてしまう。

　すると突き指をしたり、拳こぶしを傷めたりしてしまうこともある。

　サンドバッグを一定の力で的確に連続して殴なぐり続けるには、それなりの訓練と正しい姿勢、そして力が必要だ。

「遊ゆ佐ささん、格闘技とかやってたんですか!?」

「昔、ちょっとね！　せぇっ!!」
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　ズドンと、いい音がしてサンドバッグが揺ゆれる。

　恵え美みは、やはり人目があるため意識して聖せい法ほう気きを封印している。

　つまり恵え美みの今のパンチは、普通のＯＬよりちょっと力が上なだけの、地球の人間の女性がするのとなんら変わらない威力のパンチだ。

　聖せい法ほう気きを使わなければ肉体的な強度も大したことはないと分かってしまったことは恵え美みの心に薄く微び妙みような不安の影を投げかけたが、それでも全力で何かを殴なぐるというのは、とても気持ちのいいことだった。

「せいっ!!　はああっ!!」

　恵え美みの拳こぶしは、全てサンドバッグの芯しんを正確に捉とらえ、声と相まってどんどん力が入ってゆく。

「真ま季きちゃん、これ、楽しいわね！」

「気に入って！　もらえて、良かったです！　えいっ！」

　恵え美みに触発されたのか、真ま季きももの凄すごい勢いでサンドバッグを殴なぐりはじめる。

「お二人とも、あと十回打ったら一旦離れてください！」

　と、そこにインストラクターの声がかかる。

　折せつ角かく調子が上がってきたところだったが、とりあえず素直に従うと、

「いや、お二人とも凄すごいですねー。女性でここまで揺ゆらせる方、なかなかいませんよ」

　インストラクターの男性が声をかけてきた。

「ちょっとバッグが揺ゆれすぎてるんで、一旦収まるまで待ってください。続けるなら今の内に軽く手首をほぐしておいてくださいね。慣れないうちは、連続して打って手首とか痛めちゃうこともありますから」

「あ、はい、分かりました」

　恵え美みは息を弾はずませながら、頷うなずく。

　なるほど、見るとサンドバッグがかなりの勢いで揺ゆれていて、足元にもかなり恵え美みと真ま季きの汗が飛び散っていた。

　うっかり汗で足を滑らせてバッグにぶつかりでもしたら、怪け我がに繫つながってしまうだろう。プロのボクサーならともかく、素人しろうとが使うなら休きゆう憩けいは当然の措置だった。

「ぷはあっ！　もう、これ私病やみつきなんです！」

　真ま季きがスポーツドリンクをがぶ飲みしながら、はちきれんばかりの笑え顔がおで言う。

「バイトでひっどいクレームに当たったときとか、学校とか家とかで嫌いやなことがあったときなんか、ここで時間いっぱい殴なぐってることもあります。もう嫌いやな奴やつの顔バキ──っ！　ってブン殴なぐってると思うと、本当ストレス解消になりますよ！」

「嫌いやな奴やつの顔……ね」

　その瞬しゆん間かんに思い出した顔は、

「……」

　自分でも本当に意外だったが、宿敵たる魔王サタンの顔ではなかった。







「殺すっ！　絶対いつか殺すっ!!」

「う、うわあ……凄すごい」

　自分のバッグに抱きついて休きゆう憩けいしながら、真ま季きは隣で恵え美みが振るう拳こぶしを感心半分、恐れ半分で眺ながめていた。

　プロボクサーのような連打。空手のお手本のような正拳。格闘ゲームのようなブローに、真ま季きだけでなくインストラクターの男性も啞あ然ぜんとするしかない。

「何がっ！　ささやかなっ！　サイズよっ！　このっ！　変態っ！　ゲスっ!!」

　声を出せるジムならではの、周囲の喧けん騒そうに隠れた恵え美みの気合の声は、恐ろしく私し怨えんに満ちていた。

　真ま季きは知る由よしも無いが、恵え美みがサンドバッグに想定した『嫌いやな奴やつ』は、魔王サタンでも真ま奥おう貞さだ夫おでもない。

　数日前に散々屈くつ辱じよく的な言葉を浴びせてきて、あまつさえ自分や千ち穂ほに狼ろう藉ぜきを働こうとした大天使サリエルの顔だった。

「その！　バカみたいな！　ペイントの痕あと！　青タンに！　変えてやる！　ふんっ!!」

「遊ゆ佐ささん、普段すごく優しいのに……実は凄すごくストレス溜たまってるんだなぁ」

　隣のサンドバッグにいる真ま季きにだけはなんとなく恵え美みの声が聞こえてきていて、日頃超然とした凛り々りしさと、圧倒的言語力でどんな面倒な問い合わせ案件も涼しい顔でこなす憧あこがれの先輩も、実は結構ストレスを抱かかえているのだと知り、勝手に親近感を覚えてしまう。

「おかげで！　あいつを！　あんなっ！　呼び方！　しなきゃいけなくなってえっ!!」

　抉えぐり込む恵え美みの拳こぶしに、サンドバッグがくの字に曲がってしまう。

「う、わ！」

　その威力に真ま季きは目を見開く。

「このっ！　このおっ!!」

　恵え美みにしてみれば、あれだけ非道に振る舞ったサリエルが、真ま奥おうに倒されたとはいえなんの報むくいも受けず、それどころか新たな生きがいすら見つけてのうのうと日本社会に収まっているだけでも許しがたいのだ。

　とはいえ真正面から戦って負けたことは間違いないし、例え闇やみ討うちしたところで物理的にも社会的にも恵え美みの方が抹まつ殺さつされてしまうのは必至だろう。

「もっと……強い、力が、欲しいっ！」

　屈くつ辱じよくを晴らすこともできず、宿敵に助けられ、偉そうに鈴すず乃のに語った理想を叶かなえる術すべも持たない自分が歯がゆかった。

「誰にも、負けない、強い、力と、心がっ!!」

　サンドバッグ上に浮かんでいたサリエルの顔は、いつしか全く違う顔になっていた。

　それは、どこまでも弱い、自分自身の顔だった。

「私は……っ」

　その瞬しゆん間かん。

　グローブに隠れた恵え美みの拳こぶしの内側に、誰の目にも留まらぬ光が灯ともり、そして、

「弱いっ!!!!」

　恵え美みの渾こん身しんの右ストレートが放たれ、

「わっ!?」

「げっ!?」

「…………あ」

　サンドバッグを、貫いてしまった。

　真ま季きは思わず飛びのいて尻しりもちをつき、インストラクターは目を剝むき、一いつ瞬しゆんで冷静になった恵え美みの顔から血の気がさっと引く。

　気がつけば、拳こぶしに聖せい法ほう気きが凝縮。明らかにサンドバッグの強度設計を遥はるかに上回るパワーの一撃を叩たたき込んでしまったのだ。

「え、わ、あ、あの……」

　裂けてしまった表面から漏もれ出しているのは、細かい布のような切れ端や、整形された小さなスポンジ類。

　サンドバッグと言いつつ中身は砂ではなかったのか、などとどうでもいいことを思いながら、やらかしてしまったことに関して一体どう対処すればいいか分からず固まっていると、

「あ、あの、大丈夫ですかお客様！」

　気がつけば、インストラクターの男性が青い顔をして目の前に立っていた。

「え、あ、あの……」

「う、腕とか手、怪け我がしてませんか!?　そ、その、まさか破れるなんて」

　インストラクターは慌あわてながら何度も恵え美みの顔と腕と貫かれたサンドバッグの間で視線を往復させている。

「あ、あの、すいません、その」

「いえ、その、設備には万全を期していたのですが、あの、申し訳ございません！　お怪け我がはありませんか!?」

「いえあの」

「あのその」

　恵え美みは恵え美みで新しいジムの設備を自分のミスで壊してしまったと思っているし、インストラクターはインストラクターで、まさかプロの仕様にも耐え得うるサンドバッグが如い何かなセンスのいいパンチだったとはいえ、女性の細腕で壊されるはずなど無く、サンドバッグ自体に欠陥があってお客が怪け我がをしていないかと戦々恐々としいる。

「ゆ、遊ゆ佐ささん！　だ、大丈夫ですか!?　と、とりあえず腕抜いて……」

「え、ああ、そうね」

　サンドバッグを貫いたまま立ち尽つくしていた恵え美みは、真ま季きにそう指摘されてようやく腕をサンドバッグから引き抜く。

「あ、あの、……何か腕に異常はありませんか!?」

　引き抜かれた恵え美みの腕を恐る恐る見るインストラクター。

「すいません、特別何も……」

「ほ、本当ですか!?」

「遊ゆ佐ささん、本当ですか!?　興奮して痛み感じてないとかそういうことないですか!?」

「うん、大丈夫。本当に何も」

　恵え美みとしては張りついたような愛想笑いを浮かべるしかない。

「どうした!?　何があった!?」

　するとそこに、この状況を見ていたのだろうか、恵え美みの目の前で半分パニックに陥おちいっている男性とは別のインストラクターが、見るからに責任者然とした、Ｙシャツにネクタイの中年男性を引き連れて近づいてくるではないか。

　恵え美みは、己の迂う闊かつさを呪のろいながら、これから待ち受けているであろう非常に居心地の悪い空気を想像し、目の前が真っ暗になるのだった。
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「なんか、すいませんでしたあ～～!!」

「だーかーら！　真ま季きちゃんが気に病やむことじゃないの！　ほら、なんともなかったんだし」

「でもぉ！　遊ゆ佐さ先輩いいい!!」

「先輩はやめてったら！　お願い真ま季きちゃんにまで落ち込まれると私がいたたまれないから！　私久しぶりに今日、すっきりした気分なんだから、ね？　あははは……」

「あううううう……」

　その夜、軽く夕食でもと立ち寄ったチェーンの居酒屋で、真ま季きはひたすら恵え美みに謝っていた。

　真ま季きにしてみれば、先輩にわざわざ来てもらったジムの設備の不備で、先輩に要らぬ手間と時間を取らせ、不ふ愉ゆ快かいな思いをさせてしまったとしか思えないからだ。

　だが恵え美みにしてみれば、自分の不注意でジムの設備を壊してしまったのに、ジムの責任者に平身低頭させてしまうわ病院に連れていかれそうになるわ真ま季きにもジムにも迷惑をかけるわで、自分こそ全方位に向けて謝罪したい気持ちでいっぱいなのだ。

　だが常識的に考えて、ごく普通のＯＬのパンチで壊れるようなサンドバッグなど不良品以外の何物でもなく、当然誰一人として恵え美みがサンドバッグを壊したとは微み塵じんも思わなかった。

　だが自分の不注意で見知らぬ誰かが責任を負わされてはあまりにも寝覚めが悪い。

　一度は自分の責任であることを主張しようとして、思いきり真ま季きに止められてしまったし、当たり前だがジム側も安あん堵どの表情が垣かい間ま見えたものの信じてはくれなかった。

　結局必死で拝み倒して病院行きは勘弁してもらい、その後も別のトレーニングを続けることで体に異常が無いことをアピール。

　ジム設備の一つである人工温泉もしっかり利用し、帰りがけにジムのロビーで売っていた吸汗性と通気性と筋肉を支える機能に優れたスポーツ用の下着を一セット、特別必要も無いのに購入し（それでも壊してしまったサンドバッグの値段には遠く及ばないと思われるが）、なんとか大事にせずにジムを出ることができたのだった。

　それでも真ま季きの落ち込みようは半端ではなく、たった一杯のウーロンハイだけで完全に泣き上戸モードに入ってしまったのだ。

「そもそもタダでやらせてもらってたんだし、私も本当に楽しかったから、会員になるかどうかはともかく、ビジター用の料金もあるんでしょ？　機会があったらまた誘って、ね？」

「ううう……はいい……すいませーん！　生一つ！」

「ま、真ま季きちゃん、一杯でやめておいたほうが……」

　恵え美みも日本での戸籍年齢では飲酒はできることになるが、一応本当の年齢のことを思ってオレンジジュースで乾杯している。

　それだけに素面しらふのまま泣き上戸の真ま季きをなだめ続けなければならなくなっている。

「ほら、唐から揚あげ来たわよ唐から揚あげ、食べよ。ね？」

「ううう……私はぁ……遊ゆ佐さ先輩にぃ……ちょっとあこがうえでだんべふよぉ……」

「唐から揚あげ、熱くないの？」

「あふいです……あふう」

　出来立ての大ぶりな唐から揚あげを口いっぱいに頰ほお張ばりながら、真ま季きはうるんだ目でクダを巻きはじめる。

「ゆはへんはいみはいにぃ……んぐっ、カッコいい大人の女になりたくてぇ……」

「そ、そう、ありがと」

　大人の女どころか実際は真ま季きより年下なのだが。

「私……陸上やってたって言ったじゃないですかぁ」

「うん、そうね、言ってたわね」

「でもぉ、本当はぁ、私、ピアノやりたかったんですよぉ。音大行きたかったんですよぉ」

「そうなの？　でも早わ稲せ多たってすごくいい大学なんじゃないの？」

「ですけどぉ……それも親に言われて行っただけですしぃ……」

　親に言われただけでおいそれと入れる大学ではないと恵え美みですら分かるのだが、とりあえず話を聞き続ける。

「お父さんがぁ……昔ぃ国体かなんかの選手でぇ……男の子が生まれたら陸上やらせるって決めてたらしくてぇ……でも私一人っ子でぇ」

「ああ……」

　要するに、物心ついたころには既に親の夢を託されて動きはじめてしまっており、自分の意志で物事を決められる状況になかった、ということなのだろう。

「高二の冬にぃ怪け我がして陸上続けられなくなったときぃ、親おや父じがこの世の終わりみたいな顔したのが悔くやしくてぇ……私はあんたの夢の代理人じゃねぇぞって……勝手に期待して勝手に落ち込むとかフザけんなよってぇ……」

「うん、そっか」

　スケールは違うかもしれないが、恵え美みは真ま季きの気持ちがなんとなく分かった。

「別にぃ……陸上競技が嫌いだったわけじゃ、ないんですよぉ。ただぁ、楽しめなかったんですよ期待が重くてぇ。だから怪け我がして陸上できなくなってからぁ、必死で勉強してぇ……私の高校、体育偏重の学校だったけどぉ、私ぃ、学校創立以来初めて早わ稲せ多たの一般受験で現役合格したんですよぉ……」

「そ、それは凄すごいわね」

　一般受験があるなら、特殊受験というものがあるのだろうか。

　日本の学校制度にはとんと暗い恵え美みは、そんなどうでもいいことを考える。

「お母さんは喜んだけどぉ、親おや父じはそれでも微び妙みような顔しやがるんですよぉ。何が不満ですか早わ稲せ多たでぇ！　そんなに陸上やりたいなら皇居の周りでも一人でぐるぐるしてりゃいいんですよぉ。自分が今から入学してぇ、駅伝でもなんでも出りゃいいんですよぉ！　私はピアノサークルで楽しくやってますよ今はぁ！」

「うん、うん」

「でぇ、もう学費は仕方ないけど生活費まで親おや父じの世話になりたくなくなってぇ……それで、そんなに実家遠くないんですけど一人暮らししたくてぇ……今のバイト応募したらぁ……遊ゆ佐さ先輩と鈴すず木き先輩がぁいてぇ……」

「ん？　私と梨り香か？」

　くすんだ青春のトークの中に突然自分と梨り香かの名が出てきて、恵え美みははっとする。

　この際先輩呼びは今は不問にしておこう。

「はいー。二人共ー、自分の力でー。凄すごい大きなことしようとしてるじゃないですかー」

「私、そんなこと話したことあったっけ？」

「鈴すず木き先輩が言ってましたぁ。『恵え美みは、よく分からないけど何か凄すごい大切な目標があって、いつもそのために頑張ってる』ってえ……」

「梨り香かが、そんなこと」

　もちろん恵え美みは梨り香かに、エンテ・イスラや真ま奥おうとの因いん縁ねんを明らかにはしていない。

　だが日本でできた一番の友は、恵え美みの行動の端はし々ばしから何かを感じ取ってくれていたのだろうか。

　真ま季きの独白なのに、恵え美みは梨り香かの気持ちについ涙るい腺せんが緩みそうになる。

「鈴すず木き先輩はなんかご実家の会社のこと考えててぇ、遊ゆ佐さ先輩はもう人間力がおかしいレベルじゃないですかぁ」

「人間力の定義がよく分からないけど……でも別に私はそれほど大したことじゃぁ……」

　勇者として世界を救おうとしたのはそれなりに大したことだとは思うが、日本でそんなことを言っても仕方が無い。

　だが真ま季きは、結局一人でアツアツの唐から揚あげを全部食べながら首を横に振った。

「それでぇ、思ったんですよぉ。私の夢ってぇ、なんだったのかなぁって……ピアノはやりたかったですけどぉ、陸上頑張ってたことも確かでぇ……今の大学生活はそこそこ充実してますけどぉ、私自分の意志で何かをしようとしたことないんじゃないかって思ってぇ……」

「そんなことはないわよ」

「うぇ？」

　恵え美みはオレンジジュースを一口含んで唇くちびるを湿らすと、真ま面じ目めな顔で首を横に振った。

「陸上って、何やってたの？」

「……１１０ｍハードルを……」

「どこらへんまで行ったの？」

「一応、関東大会決勝まで……ビリでしたけど」

「でも、決勝でしょ。凄すごいことだと思うわ。誰にでもできることじゃない。私は大学のことはよく知らないけど、早わ稲せ多ただって、なんの努力もせずに入れる大学じゃないんじゃない？」

「……」

「梨り香かも……って言っちゃ梨り香かに悪いかもしれないけど、梨り香かも私も、まだ何かを成し遂げたわけじゃないわ。むしろルーチンワークの日常に甘えて、時々努力を忘れそうになることもあるわ。でも真ま季きちゃんは違う。迷ってるからこそ自分を変える努力を怠おこたらない。だから陸上でも勉強でも立派な結果を出してるじゃない。仕事でも評判いいのよあなた」

「……そ、そーなんですかぁ？」

「ええ。でも、もしそれでも何か納得が行かない、すっきりしない部分があるんだとしたら、多分自分が持ってる『もの』は、自分の意志で手に入れた『もの』じゃないって思ってることだと思うの」

　恵え美みは言いながら、心が遥はるか過去に飛ぶ。

　決して自分が望んだ『もの』ではなかった。力も、地位も、得ないで済むのなら、それに越したことはなかった。

　だが、恵え美みは結局、自分で力に手を伸ばした。

　その動機がどんなに昏くらく、苦しいものだったとしても。

　父との故郷の村での平穏な生活を奪うばわれ、自分の意志に関かかわらず置かれた勇者という立場。

　その中で、復ふく讐しゆうのために手に入れた力。聖せい法ほう気きを操あやつる法ほう術じゆつの力と、聖せい剣けん〝進化聖剣・片翼ベターハーフ〟。

　そこだけは自分の意志で手を伸ばした。

「状況は、あなたが望んだものじゃないかもしれない。でもそれに向かって払った努力だけは、あなた自身のものよ」

「……努力は、私の？」

「ええ。もちろん、それでも納なつ得とくが行かないことはきっとある。でも今のあなたはその努力のおかげで将来の選択肢がもの凄すごく広がる学校に行って、自分で最低限お金を稼いで、自分の自信になり得うる過去の実績だってある。これからよ。私もそうだったけど、一年先なんてどうなってるのか分からないんだもん。真ま季きちゃんならきっと、何か本当に自分の大切なものに巡り合ったとき、きっと迷いなくそっちに進めるわ」

　そこまで言ってから、恵え美みはふと我に返って、氷が解けて薄くなってしまったオレンジジュースを慌あわてて飲み干した。

「って、ごめんね、そんなに歳とし変わらないのに、私なんかが偉そうなこと……」

「うううう……」

「真ま季きちゃん？」

「うわああああああんん!!　ゆざぜんばあああい!!」

「わあっ！　真ま季きちゃん!?　零こぼれる！　ビール零こぼれる！」

「わたじぃ、わたじぃ、あううああああ！　ゆざぜんばいにいっしょうついできたいいい！」

「何言ってるか分からないわよ！　ちょっと本当危ないから落ち着いて！」

「うわああああん!!!!」







「ちょっとしっかり立って！　もう！　真ま季きちゃんお酒全然強くないんでしょ！　変な飲み方して！」

「うぶ……す、ずいまぜ……」

　真ま季きは、ウーロンハイと生ビール中ジョッキにカクテルを二杯飲んだ結果、自力で立てない程足元もおぼつかなくなってしまったのだ。

　居酒屋から高たか田だの馬ば場ば駅までの道を、恵え美みに支えられながら千鳥足でふらふらしている。

「ねぇ、家どこなの？　心配すぎるから送ってくわ！」

「い、いえ、そこまで、して、もらう、わけ、には……」

「途中で転んで頭でも打たれたらそれこそ最悪よ！　ね、どこ？」

「う、あの、ぞうし、がや……」

「雑ぞう司しヶが谷や？　どこだっけ、聞いたことあるけど……」

「池いけ袋ぶくろ、から、副都心、線で……あの、本当、すいませ……今日は」

「いいの、いいから、私も色々お話できて、自分のことが整理できたから、ね？」

「はい、うぐ」

　真ま季きはそうは思っていないだろうが、ジムでは自分が迷惑をかけたのだし、これでおあいこである。

　それに、真ま季きに話したことは、そのまま自分にも当てはまるのだ。

　望んでなった勇者ではないが、そのために払った努力と蓄たくわえた力は自分のもの。

　今もって聖せい法ほう気きのシステムはきちんと把握はできないが、この力を手に入れるための努力は自分のものだし、魔王を倒そうとするのも自分の意志だ。

　今日はその道を歩む上で考えるべき問題が一つ明らかになったのだから、恵え美みにとっても決して無む駄だな一日でなかった。

　日本での聖せい法ほう気き運用を、少し考え直さねばならない。

　意識するにしろしないにしろ、エンテ・イスラにいた頃には考えもしなかった聖せい法ほう気きと自分の肉体との関係は、もう少し研究しなければならないだろう。

　そのためにも、鈴すず乃のには早いうちにホーリービタンβベータを提供して一いつ緒しよに問題を検証してもらおう。

　そう思ったとき、それは本当に唐とう突とつに起こった。

　脇わきの小道から、軽自動車が飛び出してきたのである。

　明らかに、居酒屋が軒のきを連ね、多くの人が行き来する道を走るスピードではなかった。

　軽自動車にしてはマフラー音が甲かん高だかいが、ヘッドライトの逆光とフロントガラスの遮光性能で、運転手の様子は見えなかった。

　普通なら、絶対に正面衝突する以外の道は無かった。

「……っ」

「うげぐ」

　だが、酔い潰つぶれたＯＬを支えているのはただの同僚ＯＬではなく、異世界の勇者だった。

　恵え美みはわずかな逡しゆん巡じゆんすら見せず、真ま季きの腰を支えると、彼女を支えたまま一いつ瞬しゆんですぐ傍そばの雑居ビルの屋上まで跳ちよう躍やくしてみせたのだ。

　その瞬しゆん間かんの恵え美みの体内では、真ま季きの体重と自分を跳ちよう躍やくさせるだけの聖せい法ほう気きの爆発的活性化、超人的挙動に耐えるための自身の肉体強化が起こる。

　ジムで活性化の理屈が分からずやきもきしていたことなどまるで無かったかのように、ほとんど反射レベルの速さで一連の動作は行われ、そして、

「あぶぅ……」

「あ」

　今の挙動は酔った状態の真ま季きには無茶だったのか、真っ白な顔で失神してしまった。
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『それで、ご友人は無事に帰宅できたのか』

「うん、結局雑ぞう司しヶが谷やまで送っていって、さっき酔いが醒さめたのかもの凄すごい勢いでメールで謝り倒されちゃって参ったわ」

『そうか』

　あのあと、地上では軽自動車の運転手が蒼あおい顔で車から降りて周囲や車の前などをきょろきょろと見回していたが、何事も無いことにしきりに首を傾かしげていた。

　遠目ではフロントガラスにドライブレコーダーなどは確認できなかったために、恵美は運転手の記憶を操あやつる必要は無いと判断し車が立ち去るまでしばらく雑居ビルの屋上に身を潜めていた。

　しばらくして気がついた真ま季きを雑ぞう司しヶが谷やのアパートまで引っ張って帰宅させたが、あの酔い具合では、明日学校に遅刻しないかどうか心配になってしまう。

　その後、永えい福ふく町ちようの自宅に帰ってからジムで使ったシャツなどを洗濯機に放り込んで、シャワーを浴びて一息ついたところに鈴すず乃のが公衆電話から電話をかけてきたのだ。

『それで、何か分かったのか？　聖せい法ほう気きの活性化の法則のようなものは』

「……正直、まだよく分からないんだけど……」

　鈴すず乃のにはあらかじめジムの目的を告げてあったのだが、そうして改めて問われると、まだ恵え美みにもよく分かっていない。

　だが、車から真ま季きを助けたときに、ふと思ったことがあった。

　ジムで判明した、聖せい法ほう気きを使わない状態での自分の肉体の力だけならば、あのとき恵え美みも真ま季きも、そのまま車に轢ひかれてしまっていただろう。

　だが、現実にはほとんど無意識のままに恵え美みは聖せい法ほう気きを活性化させ、いつも通りの超人的な挙動を実現してみせた。

「もしかしたら……本来の、人間の力以上のことをしようと思ったときだけ、そうなるのかなって」

「難しい概念だな。私達にしてみれば、聖せい法ほう気きを使うことも立派な人間本来の力だからな」

「そうね……もちろん緊急時にきちんと対応できることは分かったから何か問題があるわけじゃないんだけど、ちょっと、落ち着かない感じね。そうだ、明後日あさつて、午前中そっちにお邪じや魔まするわ。そのときに例のもの、持ってくわね」

「ああ、すまない。もしその後も時間があるようなら、それ以外の大きな買い物でも助言をもらいたいのだが」

「大丈夫よ。でも私達の切り札みたいなものだから、魔王達には一応秘密にしておいてね？」

『言われるまでもない』

　その後、とりとめのない話をしばらくして、通話を終えた恵え美みは、エアコンの風に当たりながらソファにだらしなく寝そべり、今日のことを思い出す。

「力……かぁ」

　恵え美みは今日何度目になるか分からないが、自分の手を眺ながめてぐーぱーを繰り返す。

「魔王を上回ればそれで良かった頃に比べると……使いどころが難しいなぁ」

　努力だけは自分のもの。自分にも言い聞かせていたあの言葉を反はん芻すうし、ため息をつく。

「千ち穂ほちゃんにしろ真ま季きちゃんにしろ……買い被りすぎよ」

　何かを破壊する技には優れているかもしれないが、彼女達に憧あこがれられるような強い『力』を自分が持っているとは、到底思えない。

　そんなものを持っていれば、こんなことで悩みはしないし、それ以前にとっくに本懐を遂げていることだろう。

「でも……まぁ、考えれば、今以上に面倒なことなんて起こりようが無いし」

　恵え美みは再び携帯電話を手に取り、電話帳に登録された千ち穂ほの番号を眺ながめる。

「変な話だけど、悩みを相談できる友達が増えてるのも、間違いないしね」

　少なくとも、力の限り真っ直すぐ進まなければ、明日の命も知れぬ生活ではないのだ。

　恵え美みは通話キーをタップすると、しばしコール音を聞く。

「あ、もしもし千ち穂ほちゃん？　今大丈夫？　うん。ちょっと聞きたいことがあって。千ち穂ほちゃん達の周りの女の子って、どんな携帯電話使ってるの？　今度ベルの携帯を買いに行くんだけど、女の子がどんなの使ってるか参考にしたくて……」

　明るい声で返事をする異郷の友とのおしゃべりで、夜が更けようとしている。

　その間の恵え美みは、自分でも見たことも無いほどに、リラックスした穏やかな笑え顔がおを浮かべていたのだった。
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　店内の時計は、十四時を少し過ぎた頃をさしている。

　これくらいの時間になると、ランチタイムのピークも過ぎ、店内の様子も少しずつ落ち着いてくる。

　仕事に手抜きは禁物だが、それでも一分一秒を争う時間帯を抜け出すと、どこかホッとした空気がクルーの間に流れるのも確かだ。

　だが、ここ数日のマグロナルド幡はたヶが谷や駅前店では、むしろこれからが本番だと言って良い。

　時間帯責任者の真ま奥おう貞さだ夫おを含め、多くのクルー達が『その瞬しゆん間かん』を緊張の面おも持もちで待っていた。

　そして、今日も、ソレはやってくる。

「き、来た……」

「あの小さな影は……」

「まーくん！　『ヤツ』が来たよ！」

「み、皆下がってろ！　俺が相手をする！」

　屋外の逆光に照らされた小さな影が、店の入り口の自動ドアに立った瞬しゆん間かん、骨の髄ずいまで鍛きたえられたはずの木き崎さき真ま弓ゆみのクルー達は、騒そう然ぜんとなって慌あわてふためきはじめる。

　時間帯責任者たる真ま奥おうは、指揮官として全員の動どう揺ようを鎮しずめつつ、自ら最前線に立ち、『ヤツ』を迎え撃うつべくレジに立った。

「い、いらっし」

「太陽と月、それはあまねく大地に光をもたらしながら、決して交わることのない悲運の星！　そうまるで、この僕と我が女神のようにっ!!」

「……ゃいませー……」

「き、来た」

「うわぁ」

「毎度毎度よくもまぁ」

　真ま奥おうの背後でクルーがざわめくが、真ま奥おうはそれを手で制し、ただただ『ヤツ』がカウンターの前までやってくるのを待つ。

「この燦さん々さんと降り注ぐ業火のような太陽の光は、僕の愛をより激しく燃え上がらせるっ！　我が女神よ！　今日もまた、僕の愛を届けにやって参りましたっ!!」

「いよっ！　いいぞ！」

「うわぁ、何アレー！」

「何？　何かミュージカルのドッキリ？　フラッシュモブって言うんだっけ？」

　これだけ入り口で大おお騒さわぎしていれば当然店内の客も注目するわけで、真ま奥おうもクルー達もただただ冷や汗を流すしかない。

　夏の暑さのせいで、頭のネジが芋いも羊よう羹かんか何かに入れ替わってるとしか思えぬ傍はた迷惑で小柄なこの男こそ、真ま奥おう達の商売敵がたきであるセンタッキーフライドチキン幡はたヶが谷や駅前店店長猿さる江え三み月つきにして、その正体は恵え美みの聖せい剣けんを追ってエンテ・イスラの天界からやってきた、大天使サリエルその人である。

「っと、これはこれは、真ま奥おう貞さだ夫お君、我が女神の姿が見えないようだが？」

　手にはミニヒマワリとバラという不思議な取り合わせの花束を抱かかえ、この暑いのにタキシードと見まごうばかりの三つ揃ぞろい。

　数日前に真ま奥おうと異次元の激闘を繰り広げたこの男は、今は単なる愛の奴ど隷れい（自称）である。

　恵え美みの聖せい剣けんを奪うばう過程で千ち穂ほをかどわかし、真ま奥おうの逆げき鱗りんに触れたサリエル。

　もちろんサリエル側としても魔王サタンたる真ま奥おうを放置することなどせずにお互い命を賭かけた死闘を繰り広げたが、力の性質の差により真ま奥おうが勝利。

　その後、行先も指定せぬゲートに放り込んだはずが、どういうわけかマグロナルド幡はたヶが谷や駅前店の冷蔵庫の中から再び出現。

　そこで出会ったマグロナルドの店長木き崎さき真ま弓ゆみに一目惚ぼれして以来、大天使は、どうも大天使であることを捨てたらしい。

「も、申し訳ございません、本日、店長の木き崎さきは不在でして……」

「なぁんと！　それは間の悪いときにお邪じや魔ましたね！　では真ま奥おう君、この花束を持って猿さる江えが来たと、女神帰還の際にはぜひ伝えていただきたい！」

「は、はぁ、かしこまりました……」

　それ以来毎日毎食木き崎さき目当てにマグロナルドにやってきては、センタッキーの店長としても、一般的な成人男子としてもあり得ない量のオーダーをして帰ってゆくのだ。

　売り上げに貢献する客には木き崎さきが愛想が良いということを分かっているのである。

　見ての通り、一度は真剣に干かん戈かを交えた真ま奥おうに対しても異常なまでに愛想が良く、それは真ま奥おうや千ち穂ほに限らず他のマグロナルドクルーに対しても同様で、木き崎さきへの贈り物である花束を標準装備として、二度ほど菓子折りまで持ってくる始末だ。

　そして一番恐ろしいのは、注文するたびに三千円には達しようかというマグロナルドのメニュー全てを、彼がきちんと完食しているらしいことだ。

　明らかに、サリエルはたった数日で急激に太った。

　一度は真ま奥おうと千ち穂ほがその健康を心配してスーパーサイズミーな食事内容を考え直すよう止めたのだが、サリエルは聞く耳を持たなかった。

　ハンバーガーはジャンクフードの類たぐいであることは自覚していたものの、これでは確かにかつての芦あし屋やが真ま奥おうの健康状態を心配したのもやむなきことである。

　結局この時間も、サリエルは二千五百円もの注文を通した挙句に律りち儀ぎに領収書を要求し、両手に紙袋を抱かかえて去っていった。

　残ったのは店内の異様な雰ふん囲い気きと、大きな花束。そして、猿さる江え三み月つきの名が記された領収書控えである。

　木き崎さきが不在の場合、サリエルは必ず控えに宛名が残る手書きの領収書を要求する。

　そうすれば、自分が売り上げに大きく貢献したということが木き崎さきの目に留まりやすくなるからだ。

　ここまで来ると完全なストーカーに見えるが、サリエルのアプローチは、意外にも犯罪の臭においを感じさせない。

　自らも仕事があるせいか、客として店にいる時間は長くても三十分。木き崎さきのプライベートを探さぐるような気配も無く、基本的に接触してくるのは営業中のみ。

　木き崎さきの不在時も、今日のように素直に引き下がり、しかも売り上げには貢献し、最近は常連客の間で『名物客』として認知されはじめ、サリエルの登場を見るためにわざわざ店に来る客まで現れる始末だ。

　恵え美みも以前心配していたが、サリエル自身は真ま奥おうに敗北したものの、聖せい剣けんの勇者たる恵え美みすら圧倒した実力と聖せい法ほう気きは決して無くなったわけではない。

　やろうと思えばサリエルは、その能力で木き崎さきを自分のものにすることすら訳ないはずだし、実際に千ち穂ほはサリエルにそのまま天界へと連れ去られそうになったこともある。

　それだけに、ここまで斜め上な正攻法で来られると、真ま奥おうとしてもどう対処していいものやらまるで分からないし、千ち穂ほも無む暗やみに緊張すると零こぼしていた。

　何も起こらないに越したことはないが、何かが起こらないはずがない、でもやっぱり何も起こらないという状況は、なかなか精神に来るものがある。

　そして当然というかなんというか、

「戻ったぞー……って」

　真ま奥おう以上に、この事態に辟へき易えきしているのは、

「また来たのか、猿さる江えが」

「お、お帰りなさい、木き崎さきさん……」

　カウンターで花束を抱かかえたまま棒立ち状態の真ま奥おうを見て思いきり顔を顰しかめた、木き崎さき真ま弓ゆみ本人であった。







「ええい！　もう花か瓶びんが足らん!!　まーくん！　君の家に引き出物の余りの花か瓶びんが転がっていたりしないのか！」

「そんなものありませんよ」

　スタッフルームでサリエルが持ってきた花束を解体しながら、木き崎さきと真ま奥おうはため息をついた。

　スタッフルームや木き崎さきの事務室はもちろん、店内も既にサリエルが持ってきた花で溢あふれてしまっている。

　店内に植物を飾る場合には事業所にいちいち申請書を書かなければならず、木き崎さきもそろそろ我が慢まんの限界が近づいているようだ。

「花に罪は無いと思いたいが、こう毎日だとどうにもならん！　大体奴やつの金銭感覚はどうなっている!?　花束だってタダではないだろうに、毎食の注文と合わせれば奴やつは私のためだけに毎日一万円近く出費していることになるぞ！」

「そ、それは、やっぱその、木き崎さきさんに気に入られたいからだと……」

「こんなことで私の心を手に入れられるなどと思っているうちは、箸はしにも棒にもかからん！」

　言いながら木き崎さきは、それでも花の茎を揃そろえて切ると、なんとか先ほど持ち込まれたバラとミニヒマワリを店内にある花か瓶びんに入らないかどうか四苦八苦する。

　最終的にバラはなんとかなったものの、行き場を失ったミニヒマワリの束をデスクに横たえた木き崎さきの顔には、妙みような疲れの影が浮かんでいた。

「それに……気に食わないのは、だ！」

「は、はい？」

「今に至るも我々は、総客数に於おいて奴やつの店の後こう塵じんを拝しているということだ！」

「え」

「実はな、近々エリア全体で新業態導入の大きな流れがあるらしい。その中で各店舗と近隣他社の客数が計測され、どうやら我が店は、日に五十人近くも、奴やつの店に後おくれを取っている。どういうことか、分かるか？」

「あ、あの、えっと、平均の客単価が……」

　真ま奥おうが恐る恐るそう述べると、木き崎さきは魔界の王すら竦すくみ上がらせる鋭するどい目つきで大きく頷うなずいた。

「そぉだ！　マグロナルドとセンタッキーでは平均の客単価だけで見ればセンタッキーの方が高いのだ！　その上集客数でも負けているとなれば、即すなわち売り上げでも負けていることになる!!　その上そこの店長に毎食高単価の金を落とされてみろ！　耐え難がたい屈くつ辱じよくだ！」

「あ、あの、木き崎さきさん、ちょっといいですか。前から聞きたかったんですけど」

「なんだ」

「木き崎さきさん、なんかものすごくセンタッキー嫌ってません？　猿さる江え店長が来るようになる前から、なんかそんな感じが……」

「……別に会社や店、品物に含むところは無い。だがな、あのセンタッキーという会社には、私の終生の宿敵が在籍しているのだ！」

「宿敵!?」

　ただの日本人であるはずの木き崎さきの口から出てきた物ぶつ騒そうな言葉に、真ま奥おうは驚く。

「最初は、向かいの店に『奴やつ』が赴任してくると聞いて闘志をたぎらせていれば、実際に現れたのはあの変態だろう。私はこの拳こぶしをどこに振り下ろせばいいのやらっ！」

　その『奴やつ』というのが一体何者なのかは分からないが、それを聞ける空気でもないので真ま奥おうは貝の沈ちん黙もくを貫いた。

　何か心の底から溢あふれる煮えたぎる思いをこらえるように木き崎さきはしばし拳こぶしを握るが、やがて小さく息をつくと、なんとか湧わき上がる怒気を抑えて冷静な顔を作った。

「とにかくっ！　他のどこに負けても、『奴やつ』のいるセンタッキーに負けることだけは罷まかりならん！　そこでだまーくん！」

「はいっ!?」

　特別強い言葉で言われたわけでもないのに、天性の女帝軍曹エンプレス・コマンダーの気質は魔界の王の姿勢を自然と正してしまう。

「丁度いいことに、これからマグロナルドは一週間、クリンリネス強化週間に入る。まずはそこから、店内の綱こう紀きを改めて引き締め、次なる戦略に備えようと思う」

「は、はい」

　真ま奥おうは普段あまり耳にすることのない『クリンリネス』という言葉の意味を思い出しながら頷うなずく。

　業態や会社によって使われる意味合いが微び妙みように異なる言葉ではあるが、共通するのは『清潔』というキーワードだ。

　お客様の目に触れる所はもちろん、ありとあらゆる場所や道具を清潔に保つことで、より店舗のイメージを向上させる。

　肝かん心じんなのはただ掃除をすればいいということではなく『清潔な状態を維持し続け』、さらに『そのイメージをお客様に感じ取ってもらう』ことである。

　だからこそ、どんなに店舗の清掃が行き届いていても、例えば従業員の爪つめや髪が伸びていては、特に食べ物を扱う店ではお客様に商品への不安を抱いだかせてしまうことになる。

　お手洗いのトイレットペーパーや、手洗い用液体石せつ鹼けんの残量が少ない、というのもクリンリネスの概念上、よろしくないことだ。

　また『清掃する姿や姿勢』というのも案外重要で、どんなに綺き麗れいに見えても、従業員が清掃する姿や取り組み方がいい加減だと、それはそれでお客様に悪い印象を与えるし、逆に清掃する姿をあまり大っぴらに見せていると、お客様が落ち着いて食事できない。

　こと清掃というのはお客様の数が少ない時間帯に行われがちで、かつ余程しっかり従業員に教育が行きわたっていなければ、アルバイト従業員で営業が回っている店など目につき辛づらいところは手を抜かれがちである。

　その点マグロナルド幡はたヶが谷や駅前店は、全ての従業員が自分達が使うロッカーの清掃にすら手を抜かない訓練されたクルーであるので、これ以上店舗設備のクリンリネスは行きわたらせようがないのだが……。

「とりあえずまーくん、最近ちょっと髪が伸びてきてるんじゃないか？」

「髪……そういえば、そうだ、随ずい分ぶん切ってなかった気がします」

「学生が夏休みに入って、新しいクルーも入ってくるかもしれん。時間帯責任者として皆に模範を示すためにも、一週間以内に髪を切ってこい。これは店長命令だ」

「分かりました、明日シフト入ってないんで、明日の内に切ってきます」

「そうしてくれ。頼んだぞ」

　木き崎さきは頷うなずくと、再び残ったミニひまわりの行先について、頭を悩ませはじめたのだった。

　真ま奥おうは事務室を出てスタッフルームに戻ると、ちょうど千ち穂ほが出勤してくるところに出くわす。

「あ、おはようございます真ま奥おうさん」

「やぁちーちゃん。今からか」

「はい。どうしたんですか、髪なんかいじって」

「ん？　ああ」

　木き崎さきに言われた途端に、どうにも前髪が目にかかるのが気になってしまい、ずっと触れたままでいたのだ。

「クリンリネス強化ってことで、髪切ってこいって店長命令が下ってさ」

「そういえば真ま奥おうさん、髪ちょっと伸びましたよね」

「やっぱそう思うか？」

　千ち穂ほにも言われてしまい、真ま奥おうは自分の身だしなみチェックの甘さを歯は嚙がみした。

「そういえば真ま奥おうさんって、普段どこで髪切ってるんですか？」

「え？　どこって？」

「美容院とか、床屋さんとか」

「ああ」

　真ま奥おうは手をついて頷うなずくと、千ち穂ほにとっては予想外なことを言い出した。

「俺そういうとこで切らないんだよな」

「えっ？　じゃあ、一体どうしてるんですか？」

　千ち穂ほの記憶にある限り、真ま奥おうは一度だけ、髪を短く切ってきたことがあった。

　だが、美容院にも床屋にも行かないとはどういうことなのだろう。

「うん。だから明日は昼過ぎくらいに……」

　そして真ま奥おうの答えは、彼の生活スタイルについてかなり理解を深めているはずの千ち穂ほをして、予想外すぎるものだった。




　　　　　　　　　※




　鈴すず乃のはポストに入れられていた電気屋の広告を眺ながめながら、昨日の恵え美みとの電話を思い出して買い物の予算を計算していたのだが、玄関のドアをノックする音に顔を上げた。

「ベル、私だ。少しいいか」

「アルシエル？　どうした」

　珍しいことに、芦あし屋やが訪ねてきているらしい。

　鈴すず乃のは立ち上がると、何事だろうと思いながらドアを開ける。

　鈴すず乃のは、悪魔大だい元げん帥すいが日中当然のように訪ねてきて、その訪問になんの警戒心も抱いだかず素直にドアを開けてしまう生活に早くも疑問を感じなくなっている自覚はあるのだろうか。

「ベル、古新聞か大きな広告紙を余らせてはいないか。あれば少し分けてもらいたいのだが」

「新聞紙か広告？　ちょっと待て。確かこの前、興味本位で買った新聞がどこかに……」

　悪魔大だい元げん帥すいが要求してくるものが古新聞と広告紙なのだから、もう何を警戒しても無意味かもしれないが。

「これしかないが、これでいいのか？」

　鈴すず乃のが持ってきたのはごく普通の朝刊が、半分ほどの厚みになった束だった。

「十分だ。恩に着る」

「この程度で恩を着せるつもりは無いが、なんだ、窓掃除でもするのか？」

「何？　新聞紙は、窓掃除に使えるのか」

「窓掃除用スプレーと併用するといいらしい」

「なるほど、今度実じつ践せんしてみよう」

　とても、悪魔大だい元げん帥すいと、元異端審問官の会話とは思えない。

「ともあれ、今日はそうではない。これくらい大きな紙が無いと、捨てるのが大変でな」

「捨てる？」

「うむ」

　芦あし屋やはこともなげに頷うなずいた。

「今日は、魔王様の御お髪ぐしを切る」

「………………は？」







「あ、鈴すず乃のさん、こんにちは」

「おお、千ち穂ほ殿も来ていたのか」

　とんでもないことを言い出した芦あし屋やを追って二〇一号室に乗り込んだ鈴すず乃のを待っていたのは、部屋の隅にどかされたカジュアルコタツと、部屋の真ん中に座る真ま奥おう。いつも通りパソコンに張りついている漆うるし原はらと、何やら見慣れない道具類を興味深げに眺ながめている千ち穂ほだった。

「はい、ちょっと、興味があって」

「うむ。私も正直、驚きを隠せないでいる」

「なんだよなんだよ鈴すず乃のまで。見せもんじゃねぇぞ」

「すまない、だが」

　鈴すず乃のは、てきぱきと古新聞を畳に広げて、さらに束ねた雑誌類を中央に置き、そこに真ま奥おうを座らせる芦あし屋やを見ながら言う。

「まさか、アルシエルがそこまで多芸だとは思いもしなくて、一体どうするものなのか、少し興味が湧わいてな」

「芦あし屋やさんって、本当になんでもできるんですね。尊敬しちゃいます」

「それほどのことは……ははは」

　ストレートに褒ほめられて、芦あし屋やもまんざらではない様子。

　千ち穂ほも鈴すず乃のも、まさか真ま奥おうの髪を切っているのが芦あし屋やだとは思いもしなかった。

　真ま奥おうの髪が不自然な形をしていた覚えは無いので、一体どこでどう学んだかは不明だが、芦あし屋やが単に髪の長さを短くする切り方をしているのではないことが分かる。

　千ち穂ほが眺ながめていたのは、魔王城の備品である妙みように年季の入った成人用の散髪セットだった。

「な、なんだか落ち着かねぇなぁ」

　一方の真ま奥おうは居心地悪そうにしながら、芦あし屋やに背を向けて雑誌の束を椅い子すにしている。

「佐さ々さ木きさん、そのケープを、取っていただけますか」

「あ、はい」

　千ち穂ほは芦あし屋やに言われて、固い輪の付属したケープを、芦あし屋やに渡す。

　芦あし屋やがそれを真ま奥おうに頭から被かぶせると、ちょうど円えん錐すいの上部が真奥の肩に支えられ、真ま奥おうの肘ひじあたりで大きな輪が止まり、テルテル坊主のような形になる。そして、裾すその部分が切られた髪を受け止める構造になっている。

　だが芦あし屋やが言うには切った髪は結構周囲に飛び散るらしく、髪を切る際には足元に新聞などを敷く方が後々片付けも楽なのだということだった。

「どうされますか魔王様。いつも通りの髪型に？」

「そうだな。ちょっと多めに梳すいておいてくれると、暑くなくていい」

「かしこまりました。では」

　芦あし屋やは頷うなずくと、軽快にハサミを鳴らしながら、真ま奥おうの髪を切ってゆく。

「ほう、うまいものだな」

「芦あし屋やさん、凄すごい……」

　芦あし屋やの手の動きはよどみなく、明らかに百円ショップで購入したと思われる櫛くしを使いながら、あっという間に真ま奥おうの髪型を整えてゆく。

「本当最初のうちは、床屋とか行ってたんだよ。でもまた芦あし屋やがさぁ……」

「この近所では、どんなに安くても散髪に最低二千円を要します」

「とまぁ、いつもながらのこの調子で」

「男の人って、安く済むんですね」

「私はまだ日本で髪かみ結ゆいなどしたことは無いが、いくらくらいかかるものなのだ？」

「私が美容院に行くと、色々あって安くても四千円はかかっちゃいます。鈴すず乃のさんだと髪長いからもうちょっとかかるかも」

「とにかく、髪切るたびにそんな金使ってたら、芦あし屋やが心臓発作で死んじまうからよ」

　千ち穂ほの言葉をため息交じりに受けながら、真ま奥おうは目だけで芦あし屋やを示す。

「そしたら、商店街の雑貨屋でこんな散髪セット見つけてきてさ。どうしても自分がやるって言うからおっかなびっくりやらせたら、意外とうまいでやんの」

「出費を抑えることこそ、魔王城の正義ですので。この散髪セットも、未使用ですが古いものだということで、雑貨屋の店主が千円に負けてくれたのです」

「悪魔の正義は結構だが、終わった後しばらくちくちくすんのは勘弁してほしいんだがなぁ」

　普通は髪を切ったらその場で軽く洗い流して細かい髪の毛を取り除くものだが、今更言うまでもないことだが魔王城に髪を洗い流せるような設備は無い。

　だから普段、真ま奥おうは髪を切った後は、その足で銭湯に向かうことにしている。

「じゃあ、芦あし屋やさんや漆うるし原はらさんは、どうしてるんですか？　真ま奥おうさんが切ってるんですか？」

「僕はまだこっちで髪切ったことないよ……っていうか、そもそも髪切ったことないけど」

　千ち穂ほの疑問に、またも驚きの回答をしたのは漆うるし原はらである。

「そ、そうなんですか!?」

　千ち穂ほの驚きに、真ま奥おうが顔だけで頷うなずいた。

「そうだなぁ、魔界には美容師なんて洒しや落れた職業はねぇし……なんか、そんな髪伸びた記憶も無いなぁ。なんで伸びなかったんだろうな？」

「髪が伸びる必要が、そもそも無いからだと思われます。さすがの私も、魔王軍全盛当時は髪など気にしたこともありませんでしたし」

　芦あし屋やの分析に、千ち穂ほは唸うなる。

「……こうして聞くと、やっぱり違う生き物なんですねぇ」

「うーん、でも、全部の悪魔が髪が無かったり伸びなかったりしたわけじゃないし、詳くわしいとこは分かんねぇな。まぁ、人間みたいにオシャレするために髪切るような奴やつがいなかったことだけは確かだな」

「色つけて、威い嚇かくするとかしてた連中もいるけど、あれも身だしなみとか理美容かって言われるとねー」

「ともかく、我々は元々こまめに髪を切る必要の無かった種族なだけに、人間の世界では身だしなみのために髪を切らねばならないと知ったときの衝撃はもう……」

「芦あし屋や、そこは泣くとこじゃねぇだろ」

「で、でも今は芦あし屋やさんも漆うるし原はらさんも、髪伸びるんですよね？」

「僕はまだそれほど実感ないけど、芦あし屋やはどうなの？」

「そうだな、確かに伸びてきてはいる」

「やっぱりそういうときは、真ま奥おうさんが切ったりするんですか？」

「「いや、それが……」」

　するとなぜか、真ま奥おうと芦あし屋やが複雑な顔で声を揃そろえた。

「散髪セットを買った当時はそうすっかって話してたんだけどな……俺、芦あし屋やほど器用じゃなくて」

「……決して魔王様を責め奉たてまつるつもりは無いのですが……しばらく、辛つらい髪型で過ごした期間がありまして」

「辛つらい髪型とは、一体どういうものだ？」

「さぁ……」

　悪魔時代は髪の毛のことなど気にしたことも無かった、と豪ごう語ごする芦あし屋やをして辛つらいと言わしめるのだから、生半可な失敗ヘアーではなかったことだけは想像に難かたくない。

「そもそも今の私は魔王様ほど頻ひん繁ぱんに髪型を整える必要はありませんし、どうしてもやむを得ない場合のみ、千円カットで十分以内に済ませることにしております。実際、まだ日本に来て髪を切ったのは二度ほどですし、それで用は足りましたから」

　だが飲食業に従事する真ま奥おうなら、最低でも二ヶ月に一度は髪を切りたいところだ。

　接客をする以上単純に短くすればいいというものでもなかったため、結果として、芦あし屋やが真ま奥おうの髪型の切り方だけを覚えてこのように散髪しているのだという。

「だが、一体どうやって知るのだ、髪の切り方など。素人しろうとが見み様よう見み真似まねでできるほど簡単な作業ではあるまい？」

　鈴すず乃のの疑問に芦あし屋やが口を開こうとして、

「どうせまた図書館とか言うんでしょ」

　機先を制したのは漆うるし原はらだった。

「図書館に髪の切り方の本が置いてあるのか？」

「っていうか、置いてあったとして、どういう理由で芦あし屋やさんがそんな本を？」

「佐さ々さ木きさんはともかく、ベル、貴様は分かってもおかしくないと思うがな。あ、魔王様、目を閉じておいてください」

　芦あし屋やは今度は真ま奥おうの前に回って、前髪を整えはじめる。

「貴様とて、儀式に化粧を用いていたと言っていたではないか。悪魔も同様だ。オシャレだ身だしなみだという意味で髪を整える者はいなかったが、魔術や儀式の都合上、一定の髪型に整える種の悪魔もいたのだ」

「ああ、なるほど」

　鈴すず乃のは素直に納得した。

　教会の儀式にも、フードに隠れる下の髪型まで細かく指定されている儀式はいくつもある。

　そういう意味で言えば実は剃てい髪はつするのが一番聖職者としてオールマイティではあるのだが、鈴すず乃のは過去の役職柄聖職者だと知られてはいけない場面も数多くあったし、そこまで極端ではないにしろ、場面場面に応じた髪型ができることは、俗世間との繫つながりを残す意味でも重要なことだった。

「あー、思い出した。それで一度芦あし屋やと大ゲンカしたことあったんだった」

　目を閉じたまま、真ま奥おうが言う。

「ありましたね、そんなことも」

「え？　なんでですか？」

「ちーちゃん、日本で超常的な力を持っていそうな人っていったらどんな奴やつ想像する？　現実がどうかは置いておくとして」

「超常的って、つまり真ま奥おうさん達みたいに、魔法みたいな力を使いそうな人ってことですか？」

「そうそう」

「うーん……やっぱり、お坊さんとか、神主さんとか、巫み女こさんとかですか？」

「てなるだろ？　で、マグロナルドに入る前のことだけど、日本に来て初めて髪を切った方がいいんじゃないかって話になったときに、芦あし屋やが坊主頭にしようとか言い出したんだよ」

「「「えええ!?」」」

　これには千ち穂ほのみならず、漆うるし原はらと鈴すず乃のも声を揃そろえて驚いた。

「まだその頃は、日本に於おける聖魔の区別がはっきりついていなかったこともありまして」

　真ま奥おうの言葉を受けて、芦あし屋やも少し恥はずかしそうに苦笑する。

「芦あし屋やがいきなり丸坊主にするとかスキンヘッドにしようとか言い出したときには、いよいよ貧乏暮らしが行きすぎて頭おかしくなったかと思ったぜ」

「私はいつだって大真ま面じ目めです」

「真ま奥おうさんと……」

「アルシエルが」

「スキンヘッド……」

　千ち穂ほと鈴すず乃のと漆うるし原はらは、目の前の主従をしばし凝視し、

「「「ぶふ────!!」」」

　一斉に噴き出した。

「なんだよそれなんだよー！　そんな面白そうなこと、なんで実行に移さなかったのさー！」

「く……くくくくくく」

「す、すいません……すいませんすいません、でも……うふ、ふふふ」

　漆うるし原はらは遠えん慮りよなく笑い、鈴すず乃のは腹を抱かかえて畳に顔を伏せて必死で笑いをこらえ、千ち穂ほも我が慢まんしようとするが、どうにもこらえきれない。
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「なんなら漆うるし原はら、今すぐ貴様を摂せつ生せいと自戒を込めて丸坊主にしてやってもいいのだぞ!?」

「他人に丸坊主にされるのに自戒とかならないでしょ!?　日本語おかしくない!?」

「でもあのときは本当にヤバかったよな。芦あし屋やに説得されて実行一歩手前まで行ったもんな」

「ええ!?　そうなんですか!?」

「あはは、そ、そうなのか、ど、どうして思いとどまったんだ？」

「それが……」

　芦あし屋やの説得に折れる形で、真ま奥おうは芦あし屋やと揃そろって床屋へと出向いた。

　スキンヘッドにするには剃刀かみそりが必要で、さすがに家庭で行うには危険を伴ともなったし、美容室ではなく理髪店、つまり理容師の手でなければできないということもあり、町内の理髪店に出向いたところ。

「すげぇ高かったんだ。料金が」

「へ？」

「ちーちゃん、見たことねぇだろ？　床屋のメニューでスキンヘッドとか」

「そっか、丸刈りとは、また違うんですもんね」

　中学のころは、クラスの野球部の男子が何ミリカットなどと言っているのを聞いたことがあったが、剃てい髪はつ、つまりスキンヘッドとは、完全に頭皮を露ろ出しゆつさせるので、ただバリカンやハサミで髪を切るのとはわけが違う。

「通常カットの二倍の料金がかかると言われて……その時点では安定した収入も無く、二倍のカット料金など払うのは不安すぎたので、結局見送りになったのです」

「へぇ！　高いんですね!?」

「話聞いたら時間もかかるらしくてさ」

「そうだな、魔王もアルシエルも毛量が多いから、完全に剃てい髪はつするなら三時間はかかるだろうな」

　するとなぜか鈴すず乃のが得心顔で頷うなずき、前髪を切り終わった真ま奥おうが驚いたように目を開いた。

「何？　鈴すず乃のお前、やったことあんの？　スキンヘッド」

　そして、鈴すず乃のはこともなげに頷うなずく。

「ああ、一度だけだが、修道僧時代に」

「ええ!?　そうなんですか!?　こ、こんなに髪綺き麗れいなのに!?」

　もちろん驚いたのは千ち穂ほである。

　今はシャンプーのＣＭにでも出演できそうな鈴すず乃のの長い髪が、剃てい髪はつされていた時代があるなど女性として信じられないのだろう。

「よほどの事情が無い限り、神に仕える道を選んだ者は修道僧時代には一度は剃てい髪はつをしなければならない。免除されるのは、貴族や王侯の子女が、なんらかの事情で一時的に出家するときくらいだな」

「そ、そっか、鈴すず乃のさんって聖職者なんですもんね」

「でもさ、オルバはずっとツルツルだったみたいだけど、スキンヘッド維持しなくちゃいけないとか無いの？　まさかその髪、取り外し自由とか」

「修道僧時代を終えれば髪型は自由だが、敢あえて剃てい髪はつを維持し鬘かつらを着用している者もいる」

「いるの!?」

　漆うるし原はらとしては鈴すず乃のをからかう意味で言ったのだが、大真ま面じ目めに返されて逆に驚いてしまった。

「それほど驚くことでもあるまい。日本ではどうか知らないが、海外の作曲家の肖像画など、大半は正装としての鬘かつらを被かぶっているだろう。私はこの通り妙みように髪の伸びが早く毛量も多かったから大抵自前でどんな髪形でも作れたが、私が所属する宣教部には、剃てい髪はつを良しとしない地域の貴人などと接見するための専用の鬘かつらを持っている者は多い」

「へぇ！　何か勉強になります」

　異世界の上流階級の文化を学んでもどうにもならない気がするが、千ち穂ほは熱心に鈴すず乃のの話に聞き入っている。

「オルバ様は単純に自分の好みで剃てい髪はつを維持されていたのではないかと思う。大だい法ほう神しん教会の聖職者達が剃てい髪はつするのは一度は俗世から離れたことを示す儀式やけじめのようなもので……女としてこんなことを言うのもどうかとは思うが、剃てい髪はつしていた頃は、髪の手入れなど考える必要は無いからその点は楽だったな。今はこの長さだから、銭湯のドライヤーで髪を乾かすのに十円玉が五枚は無くなってしまう」

　ヴィラ・ローザ笹ささ塚づかからほど近い銭湯『笹ささの湯』のドライヤーは十円で約二分ほど利用できるのだが、鈴すず乃のの長い髪をきちんと乾かそうとすれば、確かに十分はかかるかもしれない。

「あー、銭湯でたまーにスキンヘッドの人に出くわすけど、確かに頭洗うのはラクそうだな」

「今なら少し家計に余裕がありますし、やってみますか？」

「明日いきなり俺がスキンヘッドで出勤したら、さすがの木き崎さきさんも腰抜かしちまうよ」

　芦あし屋やの冗談を、真ま奥おうは笑って流す。

「でも、芦あし屋やさん、本当に上手ですね。ちゃんと格かつ好こう良く短くなってる」

「恐れ入ります。よろしければ、参考書などお貸しすることもできますが」

「参考書ですか？」

「おい、漆うるし原はら」

「え？　もしかしてあれのこと？」

　芦屋に言われて、漆うるし原はらは押し入れを開くと下の段から大きな段ボールを引きずり出す。

「どれ？」

「最近見ていないが、確か青い表紙の大学ノートだったはずだ」

「えー、ほとんどそんなんだから分かんないよ」

「なんですかそれ？」

　千ち穂ほと鈴すず乃のが興味を抱いだいて近づくと、漆うるし原はらがその中の一冊を適当に手渡す。

「芦あし屋やお手製の資料集」

「凄すごいな、どれも手書きではないか」

「これ……芦あし屋やさんが一人で？」

　芦あし屋やの得意分野である家事全般はもちろんのこと、魔法や科学、地理や歴史、新聞のコラムなどと題されたノートの山に、千ち穂ほも鈴すず乃のも啞あ然ぜんとしてしまう。

「あ、あった、これかな。『理髪』って書いてあるけど」

「それだ」

　漆うるし原はらが手に取ったノートを受け取って千ち穂ほが開くと、それはわざわざイラストまで写生した理髪の教科書の丸写しだった。几き帳ちよう面めんな芦あし屋やらしく表紙に引用した本のタイトルと出版社まで書かれていて、その詳細な内容に千ち穂ほと鈴すず乃のは肝きもを潰つぶす。

「何か……真ま奥おうさんが、ほとんど違和感なく日本に馴な染じみきってる理由が、分かった気がします」

「すげぇだろ？　これ以上ないほどの、縁の下の力持ちってやつだ」

「お褒ほめにあずかり光栄でございます」

　真ま奥おうが我がことのように誇ほこらしげに言い、芦あし屋やも気負うことなくその言葉に応える。

「これは一度時間をかけて、じっくり読んでみたいな。私にもこれくらい精密で、時代に合った資料があれば……」

「鈴すず乃のさん？」

　芦あし屋やの手書きのノート群を見て知的好奇心を刺激されたか、鈴乃が新たなノートに手を伸ばそうとするが、

「佐さ々さ木きさんは構わんがベル、貴様からは閲えつ覧らん料を取るぞ。伊だ達てや酔すい狂きようで作った資料ではないのだからな。おいそれと敵に見せたりはせん」

「む……そ、そうか」

　芦あし屋やに言われて、鈴すず乃のは少し残念そうにしながらも素直にノートを箱に戻す。

　千ち穂ほも苦笑するが、真ま奥おう達と鈴すず乃のの関係性を考えれば、外野が口を挟はさめる問題でもない。

　ところが一度はあきらめかけた鈴すず乃のが、ふと、別の一冊のノートを手に取ると、芦あし屋やに向き直った。

「それでもこの『日本の仏教』というものには興味がある。職業柄、異国の宗教を学ぶ機会は逃したくなくてな。読ませてもらうには、いくら払えばいい？」

「え？」

「む？」

　鈴すず乃のが素直に金を払うと言い出して、逆に千ち穂ほも芦あし屋やも驚いてしまう。

「う、む……そ、そうだな」

　まさかそう来られると思っていなかった芦あし屋やは、しばし逡しゆん巡じゆんしたがやがて鈴すず乃のから顔を逸そらした。

「……表紙の裏に、参考文献の表題が書いてある。宗教関連は、基本的に聖性に属するものだと分かって以降あまり真ま面じ目めに資料を収集していない。本当に学習したいなら、タイトルだけ覚えて図書館に行け。貴様の学習水準ならその方がずっと良いだろう」

「……アルシエル？」

「芦あし屋やさん！」

　先ほど底意地悪く笑っていたくせに、いきなり気弱にそんなことを言い出す芦あし屋やに、鈴すず乃のはきょとんとし、千ち穂ほは思わず微笑ほほえんでしまう。

「芦あし屋やって、案外そういうとこ日本人的だよね。お金取ること遠えん慮りよしちゃったりしてさ」

「う、うるさい」

　漆うるし原はらの突っ込みに、芦あし屋やは決まり悪そうに顔を顰しかめた。

「宗教関連の資料は本当に適当なのだ。後で間違っていたなどとと文句を言われたくないし、きちんと学ぶなら本来の文献を当たる方がいいことは自明の理だろう」

「芦あし屋やさんって、やっぱり真ま面じ目めですね」

「ふむ、ではお言葉に甘えて、書名だけメモさせてもらおうか」

「やれやれ、日頃節約節約うるさいくせに、お金のこととなると変に真ま面じ目めでやんの」

　髪を切られながら、芦あし屋やと、千ち穂ほと、漆うるし原はらと、鈴すず乃のの、そんな益やく体たいも無い話を聞いていた真ま奥おうは、小さく笑った。

「ま、ご近所付き合いってやつだ。悪いことじゃねぇや」

「真ま奥おうさん？」

「ん？　なんでもね」

「さ、魔王様、終わりましたよ」

「おう、さんきゅ。うー、真夏にもなるとコレもあっちぃなぁ」

　真ま奥おうは髪を受け止めていたケープの下で汗をかいてしまっていた。

「アイスかなんか食べたいよねー」

「日がな一日家でごろごろしている貴様にそんな贅ぜい沢たく品は必要ない。なにがアイスだ」

「えぇー、いいじゃんそんくらい。ほら、スーパーで箱アイスが二百円の時代だよ!?」

「その二百円を稼ぐ労力を理解してから言え」

「あー、もう分かった分かった。銭湯の帰りに買ってきてやっから、喧けん嘩かすんな暑苦しい」

「魔王様は漆うるし原はらを甘やかしすぎです！　子供には厳しいくらいが丁度いいのです！」

「ちょっと芦あし屋や！　誰が子供だよ！」

「漆うるし原はらさんは一番子供だと思いますよ？」

「千ち穂ほ殿に全面的に同意する」

「なんだよお前らまで！　本当の子供は怒られただけで素直に引き下がったりしないだろ!?」

「漆うるし原はらさんが怒られて引き下がらなかったらそれこそドン引きですよ」

「うむ、子供の躾しつけというのは最初が肝かん心じんだと言うからな。そういう意味では魔王軍時代から既に失敗しているということか」

「クレスティア・ベル！　貴様、漆うるし原はらに何を言おうと勝手だが、魔王様の御力を疑うような発言は許さんぞ!?」

「僕はもうこの場の全員を侮ぶ辱じよく罪で訴えたい！」

「もし将来魔王様に御世継ぎが生まれた場合には、きっと魔王様の指導の下もと、父君の御み心こころを立派に受け継ぐ立派な御子になろう！　漆うるし原はらの如ごとくなるはずがない!!」

「おおおおお御世継ぎ!?　まままま真ま奥おうさんまさか魔界に帰ったらそんな予定が!?」

「ねぇよ!?　そんな予定も身に覚えもねぇよ!?　芦あし屋やお前も適当なとこにしとけよ！」

「……そんなことになる前に、さっさとエミリアに魔王を討とう伐ばつしてもらわねばな。明日私の所に訪ねてくる予定だから、ついでに頼んでみるか」

「お前も出かけたついでにスーパーで牛乳買ってきてくれみたいな軽いノリで俺の命を刈り取ろうとすんなよ!?　執行猶ゆう予よ短すぎだぞ!?　ああもう！　俺とにかく銭湯行ってくる！　Ｔシャツの襟えりがちくちくして痛ぇ！」

「ああ、待て魔王。私も出かける。図書館の場所を教えてくれ」

「ああ？　ついてくんな。ンなもん芦あし屋やに聞け。銭湯とは正反対だ！」

「そうだ、私夕方に家に届け物があるかもって言われてたんだ。早く帰らないと。真ま奥おうさん、芦あし屋やさん、お邪じや魔ましました」

「僕もこの部屋の住人なんだけど!?」

「いえいえ、またいらしてください。帰り道はどうぞお気をつけて。ベル、貴様とエミリアは特別来なくていいから、明日エミリアにもそう伝えておけ」

「ふん、こっちの食材が少なくなりはじめたと分かった途端に強気に出おって。なんなら二人して玄関の前に居座ってやろうか」

「それは遊ゆ佐ささんの方が嫌いやがりそうですね」

「俺は日本にいるうちは、極力静かに暮らしたいんだがなぁ」




　　　　　　　　　※




「……くしゅっ」

「お、どうした恵え美み、エアコン当たりすぎた？」

「ちょっと今日の席寒いですよねー」

　恵え美みは職場で小さくくしゃみをし、隣の梨り香かと、その向こうにいる真ま季きに心配される。

「そうね……なんか、突然むずむずしはじめたのよね。なんなのかしら」

「なんでしたっけ、何回だといい噂うわさで何回だと良くない噂うわさって言いますよね」

「回数は私も聞いたことあるけど、一体そういうの誰が考えるんだろうね。確か三回とかでいい噂うわさだっけ？」

「でも私、三回も連続でくしゃみするとか、花粉の季節くらいしか無いですけどねー」

「私は花粉も特に無いから、連続したくしゃみはとんと記憶に無いな」

「梨り香かも真ま季きちゃんも、人のくしゃみで変に盛り上がらないでよ」

　恵え美みは苦笑しながら、エアコンの送風口の位置を確認して、午後は軽く上に一枚羽織った方がいいだろうかとそんなことを思いながら、

「明日はまた笹ささ塚づかに行かなきゃなんだし、風か邪ぜなんか引いてられないわよね」

　そうやって、気合を入れるのだった。










　終章　─　六人の『その日』の前日　─







「ほう……日本の夏には、全国的にこんな大がかりな宗教儀式を行うのか」

　鈴すず乃のが図書館で、仏教に関する文献を調べている頃。




　　　　　　　　　※




「お世話様でーす……何これ、お中元？　あ、アイスだ！　ハーゲンデッセのプレミアムギフトボックス！」

　ちょうど家に帰宅した千ち穂ほは、宅配便の来訪を受け、両親宛てのお中元を受け取る。




　　　　　　　　　※




「あーもう、エミリアも佐さ々さ木き千ち穂ほもベルも気安く来すぎ。気が散って仕方ないよ。あー、自分の部屋が欲しい！」

　漆うるし原はらが身の程を弁わきまえずにそんな愚ぐ痴ちを垂れている頃。




　　　　　　　　　※




「ううむ御世継ぎか……しかし、魔界統一事業の偉大さを考えれば魔王様の将器を受け継ぐ御子を得ようとなると伴はん侶りよもそれなりの…………………………とりあえず佐さ々さ木きさんの前では、この話題はやめておこう」

　芦あし屋やはスーパーで、冷凍子持ちシシャモを手にどうでもいいことを考える。




　　　　　　　　　※




「とりあえずベルの体質に合うかどうかって問題もあるし、お試しで三ケースくらいでいいかしら。まぁ、サリエルが大人しくしてる分にはこれ以上面倒事も起こらないだろうしね」

　恵え美みがマンションで、鈴すず乃のにおすそ分けするためのホーリービタンβベータの数を吟ぎん味みしている頃。




　　　　　　　　　※




「あー……ちっと長湯しすぎた」

　真ま奥おうは長湯に顔を火ほ照てらせながら、だるそうな足取りで銭湯を出た。

　夕暮れ時といえど、湿度のおかげであまり気温が下がった感じもせず、帰り道にかいてしまう汗のことを思いながら、真奥は漆うるし原はらにアイスを買っていってやると言ってしまったことを思い出し、仕方なくスーパーに寄る道を取る。

　スーパーで一番安いスティックアイスだけを購入し、笹ささ塚づか駅前からアパートまでの間にある菩ぼ薩さつ通り商店街を歩いていると、とある店の前で真ま奥おうは声をかけられた。

「よぉ、真ま奥おうちゃん」

「あれ？　広ひろ瀬せさん！」

　広ひろ瀬せは、町内会のボランティア清掃で知り合った商店街の自転車屋の主人だ。

　ヒロセ・サイクルショップの店先で何かを整備していたらしい広ひろ瀬せは、機械油まみれの顔をタオルで拭ぬぐい一息つく。

「仕事の帰りかい？」

「いや、今日は休みで、今銭湯行ってきたとこなんすよ。……広ひろ瀬せさんそれ」

「ああ、これ。今日入荷したんだ。国産だけど、結構お買い得でな」

「実は、最近自転車がぶっ壊れちゃったんですよ。今、新しいの探してて」

「ん？　簡単な故障だったら直してやるぞ？」

「あ、いや、フレームがもう完全にへし折れちゃってて、こないだ粗大ごみで出しちゃいました」

　鈴すず乃のの渾こん身しんの一撃で粉ふん砕さいされてしまった初代デュラハン号の亡なき骸がらを思い出し、真ま奥おうはそっと涙を拭ぬぐう。

「まぁでもそういうことなら、こいつは割とおすすめだよ。ライトがオートで点つくのが一番の売りかな。あとはギアも六段あるし、丈夫で錆さび辛づらいパーツ使ってる。真ま奥おうちゃんが買うなら、ちっとくらい負けるぞ」

　広ひろ瀬せがそう紹介する新商品だという自転車には、手書きで『特価！　￥３２８００』と書かれていた。

　真ま奥おうはそれを見て、小さく微笑ほほえむ。

「三万円ちょいか。これくらいなら、あいつも嫌いやとは言わんだろ」

　真ま奥おうは決心すると、早速広ひろ瀬せに値段の交渉を兼ねた予約を頼む。




　　　　　　　　　※




　小さな小さな変化と、小さな小さな行動が積み重なって、星の巡りを目で捉とらえられないが如ごとくに推移する日常の風景。




「ぱぱは……サタン」

「そうか……パパはサタン……は？」




　そんな魔王と、勇者と、女子高生と、悪魔大だい元げん帥すいと、堕だ天てん使しと、聖職者達の『平穏であること自体がおかしい日常』に訪れた新たな存在によって、彼らを取り巻く世界が再びうねりはじめるのは、もう、間もなくのこと。





─　了　─












　後日譚たん　『あの日』から、もうすぐ一年




『ぱぱは……サタン……』




　ヴィラ・ローザ笹ささ塚づかに現れた小さな赤ん坊が現れてから、もうすぐ一年が経たとうとしていた。

　そのたった一年の間に、バラバラだった魔王と勇者と女子高生と悪魔大だい元げん帥すいと堕だ天てん使しと聖職者の心は、その赤ん坊の友達を、『神』を僭せん称しようする者から救い出す、という目的に於おいて完全に一致した。

　セフィラ・イェソドの化身、アラス・ラムスの友達を『天界』より救い出す神討ちの戦い発動と予定された七月の、これは少し前の話。




　　　　　　　　　※




　その荒々しい音は、共用廊下に激しく響いた後、一ひと際きわ高いガチッという音と共に収まった。

　音が完全に静まると同時に、ヴィラ・ローザ笹ささ塚づか二○一号室の扉が、ドアノブを握る者の心が乗り移っているかのように、気だるげに開いた。

「はあ、やっと終わったよー……あと三回か……なんで前より回数増えてるかなー」

　ドアを開けた漆うるし原はら半はん蔵ぞうは、周囲を憚はばからずぼやきながら洗濯籠を無造作に足元に置く。

　目の前にはライムグリーン色の二層式洗濯機。

　脱水機の蓋ふたを開けると、慣れた手つきで脱水の摩擦と洗濯機のモーターのおかげでほんのり温かい洗濯物を引っ張り出す。

「あ、粉石せつ鹼けんあと二回くらいで無くなりそうだな。はーあ」

　漆うるし原はらは脱水した洗濯物を抱かかえて室内に戻ると、窓を開け放ってカーテンレールに洗濯ハンガーを引っ掛け、手早く洗い上がりを洗濯バサミで留とめる。

「絶対あれ始めてからだよなぁ、洗濯物増えたの」

　最近になって買い足したシャツを干しながら、丁度視界に入るアパートの裏庭を見る。

　裏庭には幾筋もの畝うねが走っていて、わずかではあるが規則正しく芽を吹いている緑色が見て取れた。

「絶対芦あし屋やが怒ると思ったのになー」

「なんの話だ」

「あ」

　ぼやき声に返事があった。

　隣の二○二号室の窓から同じように洗濯物を干す鎌かま月づき鈴すず乃のの横顔が覗のぞいていた。

「最近、粉石せつ鹼けんの減りが早いんだよ」

「お前がきちんと洗濯をしてるからだろう。いいことじゃないか」

「面倒くさいんだよ！」

「アルシエルは喜んでいたぞ。お前がまともに働くようになったとな」

「孫か!!」

「親じゃないか？」

「やりたくないなぁもう!!」

　魔王城の洗濯機は二層式のため、一度に脱水できる洗濯物の量は限られている。

　なので、漆うるし原はらはあっという間に洗濯物を全て干し終わる。

「正直私はサボると思ってたぞ」

「土で汚れたシャツ放置してたら、マジで変な臭いがしたんだよ。またゴキブリ出たりしたら面倒だからやってるだけだよ！」

「いいことじゃないか。想像以上だ」

　鈴すず乃のは満足げに微笑ほほえみ、漆うるし原はらは反比例するように顔を顰しかめる。

「もうすんごいハメられた感じがしてムカつくなぁ！」

「何を言うんだ。八方全員が笑え顔がおになれる結果しか出ていないぞ？」

「くそっ!!」

　漆うるし原はらは舌打ちしながら、もう一度洗濯機を回すために室内を振り向こうとして、

「あれ、お前出かけるの」

「ん？」

　陽ひの光の下で鈴すず乃のの顔を見て、ふと首を傾かしげた。

「いや、化粧してるから」

「ああ……よく気がついたな。うっすらとしかしてないのに」

「いや、それくらいは分かるよ。陽ひの光の下なら」

「そうか。最近色々試しているんだ。空気も乾燥気味だし、何かと気苦労も多く、そういった色々が顔に出てしまっているのでな」

「ふぅん、人間の世界は大変だ」

「お前が今いるのは、どちらも人間の世界なのだぞ。日本も、エンテ・イスラも」

　他人ひと事ごとのような漆うるし原はらに、鈴すず乃のは容よう赦しやなく現実を叩たたきつける。

「お前だって最近は人前に出て何かを言ったりやったりという機会は多いだろう。それなのに相変わらずそんなゆるゆるとした姿では、魔王軍として示しがつかんのではないか？」

「示し……示しねぇ……じゃあ何？　僕が一頃の真ま奥おうみたいに、スーツにネクタイで革靴でも履はけばいいの？」

　窓の縁に腰掛けて人を食ったようにそう言う漆うるし原はらの姿を、鈴すず乃のは窓枠にもたれながら軽く想像してみた。

「馬ま子ごにも衣い裳しようという言葉もある」

「その言葉考え出した奴やつって、絶対底意地悪い奴やつだよな」

「褒ほめてるのに」

「その金魚のフン的な定番の一言まで含めて、人間ってのは本当に性格悪いよね」

「考えた人間の性格が悪くならざるをえない環境があったのだろう。魔界と一いつ緒しよだ。まぁ、それでも身だしなみ一つで人の反応は結構変わる。私自身、うっすらとでも化粧をするようになって、そのことを随ずい分ぶんと実感している」

「はー……面倒くさいなぁ……実は最近、芦あし屋やにも言われるんだよ」

「ほう？」

「『スーツを着ろとは言わないが、せめて悪魔大だい元げん帥すい時代のように、悪魔の威厳を最低限示せる衣装を纏まとえ』とかさ」

「正論だと思うが」

「嫌いやだよ。こっちも、あっちも、今暑いじゃん」

「……なるほど？」

「大体さぁ、示しとか身だしなみとか、なんでそんなに大事なわけ？」

「ん？」

「そりゃ、マグロナルドの仕事してる奴やつが不潔な格かつ好こうが良くないってのは分かるよ」

「うむ」

「食べ物扱う仕事や、あとは医者とか？　精密機械扱う仕事とか？　そういう連中が、身だしなみ云うん々ぬん言うのはまぁ納なつ得とくするよ。仕事の結果に直結するわけだからさ」

「うむ」

「でも、それこそ普通に会社勤めしてたり、日常生活する上で、そこまで身だしなみだなんだって重要かな」

「ふむ」

「それこそ冠婚葬祭みたいなきちっとした格かつ好こうしてないと浮くみたいなとこでもない限り、大事なのは仕事の内容だろ？」

「あたかも自分の仕事が完璧だとでも言いたげなことは気になるが、それで？」

「とにかくさ、身だしなみ云うん々ぬん五月蠅うるさい世の中、おかしくない？　肝心なとこ、そこじゃないでしょ」

　漆うるし原はら自身、鈴すず乃のの同意を得られるとは思ってはいないだろう。

　だが、それでも納なつ得とくのいかない部分については言及しておきたいという思いを、鈴すず乃のは受ける。

「……」

　だから鈴すず乃のは、窓から少しだけ身を乗り出して、自分の頰ほほを指さした。

「……なんだよ」

「私は今、化粧をしている」

「それは分かってるよ」

「『身だしなみ云うん々ぬん五月蠅うるさ』くないお前も、このことだけで私が今日、用があって出かけることに気づいた」

「……うん？」

「化粧は、なんだかんだと手間がかかる。先ほど私はうっすらとと言ったが、それだってノリが悪かったり塗りムラが出ればみっともなくなるし、失敗すればやり直しも必要だ。肌のコンディション次第では、薄くしたくても結局厚くしなければならないかもしれない。ムダ毛もノリの大敵だ。この程度の化粧をするのに、大体十五分はかかったな」

「うわ、面倒くさい。出かけるのに十五分も……」

「だが、その十五分の化粧で、今日出会う全ての人に、私という人間を理解してもらう段取りを簡略化できる」

「……ん？」

「お前も今言っていただろう。大切なのは仕事の内容だと。だが、相手がきちんと仕事をする人間だと、仕事をやる前に一体どうやって判断できる？」

「……だから、四の五の言わずに仕事をきちんとやれば……」

「そうだな……お前に分かりやすく言うなら……ゲームの協力プレイを考えてみろ」

「ん!?」

　漆うるし原はらは、鈴すず乃のの口から一番出てきそうにない言葉を耳にし、目を剝むく。

「ゲームで協力プレイをするとき、見えるのは大抵キャラクターのステータスだけだろう？」

「あ、ああ……？」

　だが、どうやら自分の聞き違いではないようだ。

　風の噂うわさによれば、日本に来たばかりの頃は街中のテレビを見て本気で、

『薄い板の中に人が！』

　と叫さけんだらしい鈴すず乃のから、何な故ぜ『ゲームの協力プレイ』などという言葉が出てくるのだ。

「その人間がこれから取りかかるミッションをクリアするのに必要なプレイヤースキルを持っているかなんて、初めてのマッチングでは分かりようも無い。そんなとき、敵の弱点を的確に突ける装備とスキルを整えている者と、ろくに鍛きたえてもいない武器防具を適当につけているだけの者、お前はどっちとミッションにかかりたい？」

「……………………それと、これとは」

「同じさ。ゲームなら気まぐれで適当装備の相手とマッチングすることもあるだろう。だが今は見知らぬ複数人で一いつ緒しよにプレイするゲームが沢たく山さんある。適当装備の者を加えて他の参加者のバッシングを食らったり、本来得られるはずだった報酬が、スキルの問題で無くなってしまうことだってある。それでいいというならいいが……普通は、スムーズにミッションを達成し、かつ、より高いリターンが得られそうな相手と組みたいだろう？　今のお前の躊躇ためらいは、そういうことだ。そして私の化粧も、日頃の身だしなみも、相手に一いつ緒しよにプレイしたいと思ってもらうための、ごく当たり前の第一歩なんだ」

　自分の得意分野に踏み込んで説教されたことについて、漆うるし原はらは極めて過大な苛立ちを覚えるが、それでも全く言い返せないため余計にストレスを溜ためる。

　しかもそれが、このアパートに集う者の中では最も日本滞在歴が浅く、その上インターネットだゲームだというものに極めて疎うといはずの鈴すず乃のに言われていることが、余計に悔くやしい。

　すると、それが顔に出ていたのだろうか、鈴すず乃のは、漆うるし原はらの神経を逆なでするようににんまりと笑って言った。

「アルシエルや千ち穂ほ殿に負けていられないからな」

「どういう意味だよ！」

「アルシエルの図書館行あん脚ぎやの成果に、私の日本生活は随ずい分ぶん助けられた。千ち穂ほ殿は概念送受イデアリンクを会え得とくしたばかりか、遂ついにはエンテ・イスラの要人と実力で交こう誼ぎを結ぶに至った。私だって、いつまでも自分の苦手な分野を放置していたくはない」

「だからって……お前別にネットとかゲームとかやらないだろ」

「やらないからだ。こんなことを言っておいてなんだが、今だって別にやっていない」

　鈴すず乃のの答えは、簡潔だった。

　そんな彼女の手には、現代のＩＴ機器に苦手意識を持つ人のために作られた携帯電話『らくちんフォン』が握られていた。

「一番突かれて困る弱点を補強するのは、戦いの基本だろう？　魔王とアルシエルの得意分野なら私もそれなりに覚えがあるが、お前の得意分野はからきしだったからな。せめて座学くらいは、対抗できるようにならねばと思っていたんだ。まぁ、成果は上々と言えるな、お前の反応を見ると」

　最近では徐々に時代遅れになりつつある二つ折りの携帯電話をぱかぱかと開いて閉じてしながら言う鈴すず乃のの横顔は、余裕に満ちていた。

「……くそ。くそくそなんだよそれっ！」

「いい顔だ」

「お前本当殺すぞ」

　完全にしてやられた形の漆うるし原はらは割と本気の形相でそう言うが、鈴すず乃のは涼しい顔で、今度はすっと裏庭を指さした。

「でも、お前だって今は努力してるだろう。あれと……これだってそうだ」

　鈴すず乃のが指さしたのは、最初が裏の家庭菜園。

　次が、洗濯物。

「ろくに働きもしなかったお前が、朝夕家庭菜園の世話をし、こうして一家の衣類を洗濯し、エンテ・イスラで自らの務めを果たす。だからアルシエルは、お前がいくら服を汚しても粉石せつ鹼けんの消費量が増えても、怒ったりしないんだ」

「どこから聞いてたんだよ!!」

「どこからも何も、窓を開けていればなんでも筒抜けなのがこのアパートだろう。何を今更」

「ぐぐぐぐぐ……」

「さて、出発までのいい時間潰つぶしになった。今日はエンテ・イスラの魔王城に集まる大だい法ほう神しん教会信徒達に、ミサをせねばならんのでな。そろそろ出かける。火の元と、にわか雨には気をつけるんだぞ」

　そう言うと鈴すず乃のの顔がさっと部屋の中に引っ込み、窓も締められてしまう。

　次の瞬しゆん間かん、かすかに窓から虹色の光が漏もれ、それ以降静かになった。

　天使の羽ペンを使い、鈴すず乃のがエンテ・イスラに渡ったのだ。

「……くそ」

　言いたいだけ言われてしまった漆うるし原はらは、歯は嚙がみして喚わめく。

「くそくそくそくそなんだよこれなんなんだよこれ!!」

　漆うるし原はらが喚わめいていると、どんな運命の悪戯いたずらか、窓まど際ぎわに小さく黒い楕だ円えん形の生き物の触覚が、唐とう突とつに姿を現した。

　その生き物は、恐らく今この瞬しゆん間かんにおいて、地球上でもっとも不幸な生き物であったことだろう。

　漆うるし原はらは悪意と殺意を全開にした顔で、部屋の隅のカラーボックスから古雑誌と強力殺虫剤を取り出し、

「……殺す」

　日本の東京、渋しぶ谷や区笹ささ塚づかにある魔王城を脅おびやかす侵入者を撃退するのだった。




　　　　　　　　　※




「うおっ!?」

　野太い悲鳴に、周囲の騎士や法ほう術じゆつ士し達が何事かと緊張する。

　だが一人、千ち穂ほだけは自然な疑問の表情を浮かべ、悲鳴の主に問いかけた。

「どうしたんですか？　リヴィクォッコさん？」

　呼びかけられたマレブランケ族の頭領格、リヴィクォッコは、悲鳴を上げてしまったことに気まずそうな表情を浮かべながらも、自分の足元を指さした。

「いや……見たことないものがあったから、驚いただけだ」

「見たことないもの？　なんですか？」

　周囲の騎士は、大柄な男性のさらに何倍もありそうな体格の悪魔に、異世界の、一切の戦闘的素養を感じさせない少女が無防備に近づいて行く様子に、未いまだに慣れない。

　そんな周囲のドキドキハラハラをよそ目に、千ち穂ほはリヴィクォッコが指さした先を見て、「……きゃああああああああああああああああああ!?」

　血相を変えて悲鳴を上げた。

　その甲かん高だかい悲鳴にまた周囲がびくりと体を震わせ、今度は武器を抜き放つ寸前まで行ったのだが、

「りりりっりりりリヴィクォッコさささささちょちょちょ」

「うお！　おい！　何しやがんだ!!」

　千ち穂ほが悲鳴を上げながらリヴィクォッコの爪を素手で摑つかんで、引っ張って下がらせようとするからもうたまらない。

　一方のリヴィクォッコにしても、千ち穂ほ如ごときの膂りよ力りよくで足元を動かされるような悪魔ではないが、自分自身を含め悪魔を一切恐れず、エンテ・イスラのどんな人間相手にも物もの怖おじしない千ち穂ほが恐きよう慌こうをきたしている状況に目を剝むき、素直に一歩下がってしまった。

「なんだなんだ!?　こいつは何かヤベェ奴やつなのか!!」

「ヤベェですヤバいんですちょっと離れたほうがいいです誰かなんとかしてくださいい!!」

「千ち穂ほちゃん!?　どうしたの!?」

　時ならぬ千ち穂ほの悲鳴に驚いたのは、もちろんリヴィクォッコや周囲の人間だけではなかったようだ。

　耳ざとく聞きつけてきた恵え美みが血相変えて走り寄ってくると、そこではリヴィクォッコの爪に縋すがって蒼あおい顔の千ち穂ほが震えていた。

「リヴィクォッコ！　一体何したの!!」

「な、お、俺は何もしてねぇよ！　こいつが勝手に……！」

「ゆさゆさゆさゆさささんエンテ・イスラにもいたんです！」

「俺も見たことが無かったから驚いただけで……」

「しかもなんかおっきいんです見たことないサイズなんです助けてくださいいい！」

「……なんなの？」

　どうやらリヴィクォッコが悪さをしたということではなさそうだが、千ち穂ほがここまで恐きよう慌こうをきたしているのも珍しいため、恵え美みは警戒を緩めない。

「あれだよ、あれ。あれを見たらコイツ、こうなっちまったんだ」

「ええ？」

　リヴィクォッコが爪さす先を見ると、

「うぇ」

　なるほど、これは千ち穂ほが驚くのも無理は無い。

　恵え美みもなるべく近づきたくはないが、何せ野外のことである。

　どうしたものかと考えていると、

「あら？」

　目の前に、突然ゲートの『出口』が出現し、中から見慣れた仲間の姿が現れ、

「あ」

「お」

「ひいっ！」

　ゲートの縁から飛び降りるように地面に着地し、そして、

「くしゃ？」

　飛び降りてきた鈴すず乃のは、草ぞう履りと地面の間に挟はさまった何かを踏ふみ潰つぶしてしまった音に気づき、軽く足を上げて草ぞう履りの裏を見る。

　そして、

「～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～!!」

　哀れ草ぞう履りの裏にへばりついて絶命しているゴキブリの姿に声にならない悲鳴を上げて、草ぞう履りを思いきり遠くに投げ捨ててしまったのだった。







　千ち穂ほがどれだけ目を凝らしても天井が見えない程の大だい伽が藍らん。

　エンテ・イスラ中央大陸にそびえたつ魔王城のグランドフロア。

　かつて大勢の悪魔達が、世界を救わんとする勇者エミリア達を迎え撃とうと待ち構えたそのホールに、重々しい声が響いた。

「なるほど……ゴキブリが出ましたか」

　千ち穂ほの報告を聞いて、悪魔大だい元げん帥すいアルシエルは、いや、芦あし屋や四し郎ろうは真剣な表情で腕を組む。

　腕を組む芦あし屋やは、日本のホームセンターで買ってきたパイプ椅い子すと、神討ちの戦いに参加するエンテ・イスラの人間勢力から借り受けた机を、魔王城の受付よろしく使っている。

　千ち穂ほ達も、一体いつの間に揃そろえられたのか、公民館の会議室にありそうなそのパイプ椅い子すに腰かけ、芦あし屋やの視線を受け止めている。

「確認したいのですが、それは日本で見るものと同じでしたか？」

「知りませんよそんなことっ!!」

　そんな芦あし屋やの確認に、ほとんど悲鳴で答える千ち穂ほ。

「ていうか、エンテ・イスラにもゴキブリっているんですか!?」

「まぁ、普通にいるわね」

「……あの草ぞう履り……気に入ってたのに……」

　恵え美みの渋い顔の隣で、鈴すず乃のはこの世の終わりのような顔で落ち込んでいた。

「ただ、日本みたいにあちこちにいるわけでも、他の虫に比べて群を抜いて嫌われてるってことも無いわね」

「じ、じゃあ鈴すず乃のさんは……？」

「私はアレとはいつも間が悪いときばかり出会うからだ。というか、あれに限らず虫全般が得意ではない……」

「え、意外」

「どうにも節足動物は好きになれなくて……大人として対処することはできるが、どうにも生理的嫌けん悪お感が拭ぬぐえない……特にアレは手の上を歩かれて以来トラウマで……」

「まぁ、分からなくもないわ。ただ、エンテ・イスラ、特に西大陸でいえば、ゴキブリは人間に害を及ぼす虫としてはさほど上位じゃないってだけのことなのよ」

「アレ以上がいるんですかっ!?」

　未知の魔物の存在に怯おびえるが如ごとき千ち穂ほの隣には、その千ち穂ほの首を纏まとめて十個は一刀両断できそうなリヴィクォッコが腕を組んで座っているのだが、そのことをおかしいと思う人間はこの場に一人もいない。

「虫で言うなら……一番怖いのは、バッタかしらね」

「へ？」

　だが恵え美みの口から出たのは、千ち穂ほにとっては意外な虫だった。

「バッタって……あのバッタですか？　野原でジャンプしてる、あの？」

「そのバッタよ」

「……あれ、怖いんですか？　田舎のおばあちゃんちだと、佃つくだ煮にになって出てくるんですけど」

「え」

　今度は逆に恵え美みが驚く。

　千ち穂ほの父の郷里である長野県では、イナゴの佃つくだ煮にはよく知られた郷土料理だ。

「あれ、食べるの？」

「いや、私も正直苦手ではありますよ？　食べるのも実はあんまり……ただ、アレ以上とはどうしても思えないというか」

「イメージの違いかな。アレはやはり、家庭内の水回りをうろついているから嫌いやだというものだが、バッタは下へ手たをすれば国が亡ほろびる勢いで害があるから」

「ど、どういうことですか!?」

「私達、小麦農家の大敵よ」

「佐さ々さ木きさん、蝗こう害がい、という言葉を聞いたことはありませんか」

　ぴんと来ていない様子の千ち穂ほに、芦あし屋やが注釈を加える。

「こうがい？」

「はい。漢字ではイナゴの害と書きます。正確にはイナゴとバッタは別の虫で、蝗いなごの字を当てられているのは誤りなのですが、要するに何億という数のバッタが飛来して、野にある全ての物を食い尽つくしてしまう自然災害のことを差します」

「な、何億ですか!?」

「何億なら少ない方というデータもあるそうですよ」

「えええっ!?」

　芦あし屋やは身振り手振りで説明を補足する。

「地球では古い時代から知られた災害です。古代中国では、歴代の皇帝が蝗こう害がいを必死に食い止めようとしたという記録があります。農作物の被害に直結する自然災害なので、転じて蝗こう害がいを食い止められない皇帝は、その器量を疑われたそうです。あとは、古代エジプトの壁画にもその様子が描かれた絵があるとか……」

「相変わらず妙みようなこと知ってるのね」

　芦あし屋やが地球の蝗こう害がいについて語ることに久々に違和感を覚えた恵え美みがそう尋たずねると、芦あし屋やではなく鈴すず乃のがはっとしたように顔を上げた。

「そういえば、アパートの押入れのアルシエルの図書館目録の中に、あったな、蝗こう害がいの記述」

「笹ささ塚づかのアパートに暮らしていて、どうして蝗こう害がいなんか調べるのよ」

　恵え美みの問いに、芦あし屋やは得意げに鼻を鳴らした。

「知らんのか。地球には、蝗こう害がいが具現化したという悪魔の伝説があるのだ！」

「知っててたまるもんですかそんなこと」

　日本で普通に生活する上では、どう考えても接しようの無い上に必要の無い知識である。

　恵え美みが冷たく返すが、今更芦あし屋やはこの程度で堪こたえたりしない。

「まだ日本に住んで間もない頃だ。とにかく魔力や悪魔に関する記述を求めていた私は、それこそファンタジー小説の類たぐいを写経するほど、調べもので迷走していた」

「迷走してたことは認めるんだ」

　恵え美みの呟つぶやきを、芦あし屋やは無視した。

「河童かつぱやイタチなどの日本の妖怪について調べたこともあったし」

「そういえば駒こまヶが根ねでそんなこと言ってましたね」

「当然海外の悪あく霊りようや魔物の類たぐいについても調べたのだ。その中にあったのが蝗こう害がいに関する記述だ。確かバビロニア神話の一部であったと思う」

「……ねぇ、その話長くなる？」

「パズズという悪あく霊りようは、風と共に熱病をまき散らすとされ、風に乗って大地の実りを根こそぎ崩壊させる蝗こう害がいはパズズの象徴とされた……それこそ我ら魔王軍に蹂じゆう躙りんされる人間さながらではないかと、あの当時は……その、思っていたのだが」

　調子に乗って熱弁を振るってしまい、恵え美みと鈴すず乃のから冷たい目で見られていることに気づいた芦あし屋やは、少しトーンを落とした。

「だが……日本ではとうの昔に蝗こう害がいは制圧されていて……それではと今佐さ々さ木きさんが仰おつしやったように、蝗いなごの佃つくだ煮にでも作って食費を節約しようと思ったりもして……まぁその、それも都心で暮らしていては蝗いなごもバッタも摑つかまえられるわけも無く……」

「オチつければ許されると思ってんじゃないわよ。全く」

　人間蹂じゆう躙りんの失言はあったにせよ、一応芦あし屋やには、蝗こう害がいを調べる合理的理由があることには納なつ得とくできた。

「まぁとにかく、実際に見たことなくても、バッタのせいで国が滅んだって昔話はいくらでもあるからね。ゴキブリなんかより、よっぽどバッタの方が怖いわ」

「あ、そうか。そういうお話でしたよね」

「そうだった……私の草ぞう履り……」

　話が一巡して千ち穂ほははっとし、鈴すず乃のはまた沈み込む。

「あとはあれよ。エンテ・イスラの屋内に害を及ぼすものっていったら、虫なんか目じゃないのがいるから」

「え？」

「ネズミ」

「あっ!?」

「こんな大おっきいのとか、普通にいるわよ？」

「ひいいいいい!?」

　恵え美みが両手を膨ふくらませて千ち穂ほがその大きさを想像してまた悲鳴を上げる。

「ただ、ネズミにせよゴキブリにせよ……注意は必要だろうな」

「え？」

「芦あし屋やさん？」

「エミリア、一つ頼まれてほしい」

「何よ、改まって」

「日本に戻ったら、魔王様と漆うるし原はらに、部屋の掃除をこれまで以上に徹底するよう、伝えてもらえないだろうか」

「は？　どういうこと？」

　蝗こう害がいについて得意げに語っていた顔から打って変わって、本当に真ま面じ目めな表情の芦あし屋やの頼みに恵え美みは首を傾かしげる。

「佐さ々さ木きさん。私が先ほど、ベルが潰つぶしたゴキブリを……」

「言うなっ!!　落ち込むっ!!」

「……それを、日本で見たものと同じかどうか聞いたのは、こちらの生態系に影響を与えないためなんです」

「……あ！」

「別にこれに限ったことではありません。これからどんどん暑くなってきます。アパートの裏ではベルと漆うるし原はらがやっている家庭菜園がありますから、飛んでくる虫も増えるでしょう。うちのアパートはエアコンがありませんし、この時期からもう窓は開けっ放しです」

「……確かにな」

　つい先ほども、窓を全開にして隣人と雑談していた鈴すず乃のも、表情を引き締めた。

「正直、ゴキブリ程度ならまだいいのです。でも、蚊かなどがこちらにやってきて、もしエンテ・イスラの人間になんらかの病気を運んできたりしたら、大変なことになりますから」

　地球上で最も他の生物を殺している生物のトップに位置するのが蚊かである。

　口こう吻ふんを生物に刺し込んで吸血するというその性質から病気を媒介しやすく、しかも種類や地域によって運ぶ病気も様々だ。

　日本の蚊かがエンテ・イスラの人類や悪魔に致命的な病原体を持っている可能性は否定できず、ゲートで二つの世界を行き来する者は、特に注意を払うべき事象であった。

「……そうね。今まで考えもしなかった。分かったわ。魔王はもちろん、梨り香かにも伝えておく。彼女も自分の部屋から来てるはずだから」

「そうしてくれ」

「私達も、こっちに来る時は気をつけなきゃいけませんね」

「逆も然しかりだ。こちらの虫や小動物を、万一にも日本に持ち込んでしまうようなことがあってはならない。移動には、常に細心の注意を払おう」

　各おの々おのが芦あし屋やの意図を汲くんで決心をしたわけだが、それはそれとして、千ち穂ほがまた顔を青ざめさせた。

「……うう、でもやだなぁ……さっきのがもし私が開いたゲートで一いつ緒しよに来てたのだったりしたら……私の部屋とかにいた可能性も……」

「そ、それは嫌いやよね。私も、帰ったらちょっと大掃除しようかしら」

　恵え美みもその可能性に思い至り、少し顔色が悪い。

「それにアラス・ラムスが、最近こっちの草花とか、ちょっとした虫とかに興味示してるのよ……うっかり持ち帰らせたりしないようにしないと」

「ふむ。ひとつ、この魔王城周辺だけでも、植物や小動物の生態を調査しておくか。有害そうだったり、ゲートに紛まぎれやすそうな虫や植物の種子などをデジカメで撮影してノートに纏まとめて共有できるようにしよう。次に漆うるし原はらがこっちに戻ってくるときには魔王様のデジカメを持ってこさせて……」

　図書館の本を全て手で書き写していた芦あし屋やにしてみれば、デジカメなどそれこそ神器に等しい道具だろうが、恵え美みは少し冷めた目で、芦あし屋やのズボンのポケットを指さす。

「あなた、なんのためにスリムフォン買ったのよ」

「む」

　芦あし屋やは言われるがままに買ったばかりのスリムフォンを取り出し、あ、という表情になった。

「そうか、これにもカメラがついているのだったな」

「多分、魔王が買った型落ちカメラよりも高性能よ」

「便利な時代になったものだ」

「もう突っ込まないわよ」

　色々おかしい芦あし屋やの感想を放置しつつ、恵え美みは立ち上がる。

「でも、気をつけることは気をつけるわ。そろそろ私も帰るから……アラス・ラムス、迎えに行かないと」

「え？　融合してたんじゃないんですか？」

　姿が見えないので、てっきり恵え美みと融合していると思っていた千ち穂ほの問いに、恵え美みは魔王城の外を指さす。

「最近エメの所の法ほう術じゆつ士しさんとか、ルーマックさんの側近の人とか、国にお子さんがいる人達とアラス・ラムスの仲がいいのよ。さっきまで一いつ緒しよに遊んでもらってたんだけど、千ち穂ほちゃんとリヴィクォッコの悲鳴を聞いて私だけ慌あわててこっち来ちゃったから」

「す、すいませんでした」

「俺達は何も悪くないぞ」

「悪いのは全部ゴキブリだっ！」

　千ち穂ほとリヴィクォッコと鈴すず乃のがそれぞれの反応を見せたそのときだった。

「ダメですよ！　そんな持ち方しちゃ!!」

　悲鳴交じりの第三者の声が、唐とう突とつに降って湧わいた。

「ままー、みてー!!」

　最初の声に追いかけられていたのは、アラス・ラムスだ。

　どんな遊び方をしていたのか、全身泥だらけで、満面の笑えみをうかべながら、左手に握っているものをこちらに差し出す。

「え」

　それを見て、千ち穂ほがうめいた。

　アラス・ラムスの腕程もあろうかという、トカゲだった。

　アラス・ラムスを追ってきた騎士らしき人物の様子から害のある生物ではないようだが、それはそれとしてぎょろりとした爬は虫ちゆう類るい特有の目と鱗うろこの鈍にぶい光、捕えられた小動物特有のうねうねとした動きに千ち穂ほの全身が粟あわ立だつ。

　その次の瞬しゆん間かん、

「ままー……あっ！」

　摑つかまえたそれを、ままに見せたくて走り寄ろうとしたアラス・ラムスの足がもつれ、転んでしまう。

　その瞬しゆん間かん、哀れトカゲも地面に叩たたきつけられるかと思いきや、振られた拍子に尾が根本から分離し、トカゲの体だけが宙に舞った。

　誰もが転倒してしまったアラス・ラムスに注意を払う中、トカゲの不気味さから目を離せなかった千ち穂ほだけが、宙でじたばたと舞うトカゲを目で追っていた。

　そして。

「あ」

「あ」

「お」

「え」

「うぇああああああああ！」

「ああっ!?」

　恵え美みと鈴すず乃のとリヴィクォッコと芦あし屋やとアラス・ラムスとアラス・ラムスを追ってきた騎士がそれぞれに声を上げたその顔の先では、

「ぶ……」

　尾の切れたトカゲが、千ち穂ほの頭に着地して、あまりの事態に悲鳴も上げられない千ち穂ほの鼻先を、長い舌でペロリと舐なめた。

「…………………………………………………………………………………………………………」

「さっ……佐さ々さ木きさん!?」

　目を見開き、顎あごを震わせ、それでも微動だにしない千ち穂ほに、芦あし屋やが思わず声をかける。

　それでも全く無反応な千ち穂ほの目を覗のぞき込んだ芦あし屋やは、

「い、いかんっ！　気絶しているっ!!」

「ええっ!?」

「ベル！　エミリア！　応急処置を!!　そこの貴様！　さっさと人間の医師を呼んでこい！　緊急事態だ!!」

「うええええええいあああ！」

　転んだショックで泣きやまないアラス・ラムスと、未知の爬は虫ちゆう類るいに頭に乗られて気絶してしまった千ち穂ほ。

　この混乱が一時間以内で収まったことは、ある意味奇跡と言えるのではないだろうか。
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「ふぅ……久々にすっきりしたけど……うう」

　真ま奥おうは首筋をなぜる風に、軽く首を竦すくませた。

「髪切ると、やっぱちょっと寒く感じるよなぁ」

　すっきり整えられた後ろ髪のちくちくした毛先を掌てのひらでなでながら、真ま奥おうは大きく伸びをした。

　真ま奥おうが出てきたのは、床屋と美容院の中間のような、近所の商店街から少しはずれた裏道にある美容室『バーバー・ＳＡＳＡ』だった。

　両親は理容師、子供が美容師という親子二代で地域の調髪事情を担になっている店で、真ま奥おうは今日で三回目の利用であった。

　息子の美容師がマグロナルド幡はたヶが谷や駅前店店長の木き崎さき真ま弓ゆみのファンであることからマッグカフェに足しげく通っており、その縁で真ま奥おうとも知り合い、正社員登用研修のとき、初めてその扉を叩たたいたのだった。

「芦あし屋やには悪いけど、まぁ、違うわな」

　それまでは同居人で部下である芦あし屋やが、雑貨屋で手に入れた家庭用散髪セットを使い、切ってくれていた。

　だが、今では大分生活も安定していたし、何より芦あし屋や自身が、正社員登用研修に当たっては、プロに身だしなみを整えてもらうよう進言してきたのだ。

　カットとシャンプー、それにサービスの髭ひげ剃そりまでついて千八百円は破格と言うほか無く、芦あし屋やも料金とサービスのバランスに大きく納なつ得とくしたものだ。

「さて、さっぱりついでに、さっと銭湯でも行くか。昼間は店がなんだかんだ忙しかったから汗かいてるし……って、あれ？　今日って漆うるし原はらは、エンテ・イスラに帰るんだっけかな、こっちにいるんだっけかな」

　漆うるし原はらがいるかいないかで、その日の食事の計画が大きく変わる。

「あー……どうすっかな。この時間に風ふ呂ろ行くと帰りが遅くなってあいつうるせぇからなぁ……仕方ない。一度買い物して帰ってメシ作ってから風ふ呂ろに……お？」

「ア」

　ぼんやりと腕時計を見ながら歩いていた真ま奥おうは、ふと前から歩いてきた誰かにぶつかりそうになる。

「マオウ！」

　だがそれは見知った顔で、ついでにたった今真ま奥おうが気にしていた漆うるし原はらまで、彼女の後ろで珍しく、うきうきしたような顔をしていた。

「アシエス？　お前漆うるし原はらと何してんだよ」

　アラス・ラムスの妹で、真ま奥おうと融合するイェソドの欠片かけらの少女。

　その正体は、底なしの胃袋と適当極まる振る舞いで周囲を振り回す、年相応の女の子である。

「みんなたまたま合流したのよ」

　その後ろから歩いてくるのは、恵え美みとアラス・ラムス、そして大おお黒ぐろ天あま祢ねだった。

「なんだなんだぞろぞろと」

「いやー、計算違いというかなんというか」

　天あま祢ねが苦笑しながら言った。

「外にご飯食べに行こうってことになったんだけどさ、アシエスがね、真ま奥おう君が美お味いしい焼肉屋知ってるって言うから」

「え？」

「なのに携帯鳴らしても通じないから、とりあえず部屋に行ってみたんだよ。そしたらさ」

　アシエスと天あま祢ねがヴィラ・ローザ笹ささ塚づか二○一号室の扉をノックすると、丁度そこにはエンテ・イスラから帰ってきたばかりの恵え美みとアラス・ラムスが、洗濯物を取り込んでいる漆うるし原はらに虫がどうのとよく分からないことを説明している最中だった。

　そこで真ま奥おうの姿が見えないことに気づいたアシエスが、焼肉屋に行くンダと口を滑らせた。

　真ま奥おうが気に入っている焼肉屋、というフレーズから漆うるし原はらが、かつて自分が連れていってもらえなかったあの焼肉屋であると直感。

　真ま奥おうが仕事上がりに髪を切りに行くと言っていたことを告げ、全員でぞろぞろと真ま奥おうを探して街中を歩いてきたというのだ。

「あれ？　そういやちーちゃんも、今日エンテ・イスラに行くとか言ってなかったか？　恵え美み、お前一いつ緒しよに帰ってこなかったのかよ」

「あう……」

　真ま奥おうの問いに、なぜかアラス・ラムスが気まずそうに顔を歪ゆがめた。

「ぱぱ、あのね、ちーねーちゃおこらないであげて？」

「は？」

「ちーねーちゃね、わるくないの。しっぽがばーんてなって、それでね？」

「ちーちゃんが何かやったのか？　尻しつ尾ぽってなんだ？」

　アラス・ラムスの要領を得ない説明の解読を恵え美みに求めると、

「……まぁ、道すがら話すわ」

「真ま奥おう君、一いつ緒しよに来るっしょ」

「え？」

「折せつ角かくだしみんなデご飯しよーってことになってんだヨ！　マオウも行こうヨ！」

「んんー……まあいいけど」

　真ま奥おうはアシエスの顔、次いで天あま祢ねを見る。

「……」

　天あま祢ねはにやりと笑って、何も言わない。

「……はいはい、分かりましたよ」

　恐らくだが、天あま祢ねは真ま奥おうにアシエスの食べる分を割り勘させようとしている。

　だが、日頃天あま祢ねに、ひいては志し波ば家にアシエスの面倒を見てもらっている真ま奥おうとしても、そう仕向けられると無む下げに拒否はできない。

　何より夕食を作るのが面倒だと思っていた矢先なので、たまにはいいだろうと真ま奥おうも同道することにする。

「結構古い焼肉屋だから、煙臭くなるのは覚悟しとけよ」

「それくらいはいいわよ。帰ったらしっかり洗濯するから」

「それで、ちーちゃんがトカゲの尻しつ尾ぽとか、一体何があったんだよ」

「……うん、まぁ、ちょっとね」

　店に向かう道すがら、恵え美みは千ち穂ほの身に起こった悲劇を語って聞かせる。

　アラス・ラムスのさっきの説明は、要するにトカゲの尻しつ尾ぽを切ったのは千ち穂ほでなはなくて自分だということだったらしい。

　ちなみに千ち穂ほは思ったよりも早く気絶から立ち直ったものの、さすがにショックが大きかったらしく、直接ゲートを開いて家に帰ってしまったらしい。

「しかし、ちーちゃんが気絶するようなトカゲをなぁ……そういうやんちゃもする年頃かぁ」

　千ち穂ほには悪いが、アラス・ラムスがそういった行動に出たという事実は、良よし悪あしは置いておいて、単純な成長として喜びたくなる真ま奥おうである。

「この子達に年頃ってのがあるのか分からないけど、あのときから、間違いなく普通の子供みたいに成長してることは間違いないわね」

「とはいえ、嫌いやだなぁ、大きくなってアシエスみたいになったら」

「そういうのも含めて、成長なのよ。あまり嫌いやだとか言わない方がいいわ」

「いや、性格とかそういうことじゃなくて、食費がな……」

「……」

「ん？」

　恵え美みは最初、怪け訝げんそうな顔で真ま奥おうを見た。

　真ま奥おうも、何か恵え美みから嫌いや味みを言われるような失言をしてしまったかと思ったが、恵え美みがすぐに悪戯いたずらを思いついた子供のような顔になり、もっと嫌いやな予感に囚とらわれる。

「そういうこと考えてくれてるなら」

「……おう」

「これまでのアラス・ラムスの食費、折半してもらえるってことかしら？」

「…………う……お？」

　真ま奥おうもアラス・ラムスの親であり、それは恵え美みも認めるところだ。

　だが、今のところアラス・ラムスの日々の養育に必要な費用は完全に恵え美みが負担している。

「あなたいつも、私やベルが悪魔に対して悪口言うと、教育に悪いとかなんとか偉そうなこと言うわよね？　私の日々の教育や養育に口出すなら……当然、他にも出すものがあるわよね？」

「う……が」

　もはやこれは、真ま奥おうの日本生活最大の失言と言っても過言ではないのではないだろうか。

　真ま奥おうの『ぱぱ』としての責任感と日頃の言動が、逃げ道を完全に封じている。

　そして子供は、親の愛情に加え、親の金で贖あがなわれた衣食住なしには生きていけないのだ。

「そ……その……トータルの、金額というか……」

　絞り出すような乾いた声。

　恵え美みは、それを聞いて満足げに頷うなずいた。

「そのうち、きちんと纏まとめて書面で提出するわ。この子と暮らすようになってから、私きちんと家計簿つけてるから」

「う……ぐ」

　うめく真ま奥おうだが、それでもまったく反抗できない。

「漆うるし原はら君、私は今、千ち穂ほちゃんがこの場にいなくて良かったと思ってるよ」

「僕もたまにあいつらワザとやってんじゃないかって思うことある」

　二人の会話が聞こえてしまう天あま祢ねと漆うるし原はらがそんなことを言っている間に、

「肉だああああああああああああああああああアアアアア!!」

　アシエスの雄たけびで、全員が顔を上げると、そこには、

「……ここ、別に食い放題とか無かったと思うんだよな」

　今こ宵よいの、アシエスの獲物となる店があった。
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「うーん、あれを真ま奥おうが気に入る理由、分かるなぁ。美う味まかった。すぎ家の肉とは訳が違うね！」

「ホルモンって初めて食べたけど、何か焼き上がってるのかどうか分かりにくかったね。なんだこりゃなんだこりゃばっかり言ってた気がする。まぁ、美お味いしかったけども、海の家で出せるようなやつではないなぁ」

「やー、食ったネー」

「そう？　いつものアシエスに比べて、あんまり食べてなかった気がするけど」

「まま……ねむい……」

　漆うるし原はらと天あま祢ね、アシエスに恵え美みにアラス・ラムスの後から、出てきた真ま奥おうは、レシートとアシエスを何度も見比べながら、しきりに首を捻ひねっていた。

「それじゃあ、私とアラス・ラムスはここで。またシフトでね」

「ほら、アラス・ラムス、ぱぱ達にバイバイして」

「んむ……おやすななさーい……」

「うーん……おうち帰ったら歯磨きしてほしいんだけどなぁ……」

　駅の改札で、なんの感慨も無く恵え美みとアラス・ラムスを見送った真ま奥おうは、それなりに満足に膨ふくれた腹をさすりながらアシエスに尋たずねた。

「なぁ、お前遠えん慮りよしたわけじゃないよな？」

「私が遠えん慮りよしないって前提は気になるケド……珍しく今日は、あれだけでもちゃんとお腹なかいっぱイ」

「なんでだ？」

「よく嚙かんだからじゃないカナ？　ホルモンってなんかグニグニしてたシ」

「……そういうもんなのか？」

　マグロナルドのハンバーガーを一人で三十七個食べるアシエスが、真ま奥おうとさして変わらぬ量で満足するとはどうしても思えないのだが、そんな真ま奥おうの内心に気づいたのか、アシエスは口を尖とがらせて言った。

「あのネ、私だっていー物をちゃんと食べようって気持ちくらいはあるんだヨ！　この焼肉をマグロナルドのハンバーガーとおんなじ食べ方したらもったいないジャン！」

　エンテ・イスラ東大陸で、土地の人気料理をどれだけ雑に食べたか思い出してから言ってほしいものだが、アシエスは真剣な顔で続ける。

「私だってネ、セイチョーするんだよセイチョー！　昔のままじゃないんだヨ！」

「噓うそつけ」

　今はこんなことを言っているが、何かの機会にまた大食いができる機会があれば、絶対にするのがアシエスだ。

　彼女の日頃の生活に関するコメントは話半分に聞いておいて丁度いい。

「……にしても、成長ねぇ」

　天あま祢ねと折半した焼肉の代金は、それでも人数が人数なので六千円。

　少し前の真ま奥おうなら、一食の代金が千円を超えた時点で眩暈めまいがしてくるところだが、これを見ても、まぁ仕方ないかと思えるくらいには心の平穏が保たれている。

　真ま奥おうは笹ささ塚づか駅を振り返り、次いで前を歩く三人の背を見る。

　漆うるし原はらも、天あま祢ねも、アシエスも、真ま奥おうが笹ささ塚づか生活を始めたときにはいなかった面々だ。

　その日一日を過ごすのに汲きゆう々きゆうとしていたあの頃、あの雨の日にあの交差点で恵え美みと出会ったあの日からこの一年、急激に真ま奥おうの周りには人が増えた。

　そして今、その誰もが、真ま奥おうとこうして一いつ緒しよに食事をしたり、並んで歩くことができる。

　あの恵え美みでさえ。

　いつからだろう。

　いつからこうして、それまで大して関かかわりの無かった誰かと些さ細さいなことで一いつ緒しよに歩くことが、当たり前になったのだろう。




『ぱぱは……サタン……』




　考えるまでも無い。

　あのときからだ。

　それまでは、魔王と勇者と女子高生と悪魔大だい元げん帥すいと堕だ天てん使しと聖職者だった。

　あのときから、魔王と勇者と女子高生と悪魔大だい元げん帥すいと堕だ天てん使しと聖職者は、一人の子供の成長と未来を案じる、一人の『大人』になっていた。

　そんな大人同士を撹かく拌はんし、混ぜ合わせ、友達であったり、仲間であったり、知り合いであったりする日本の『普通の人間』に落とし込んだのは、間違いなく彼女だ。

　悪戯いたずらを楽しみ、身近な人々を愛し、今日のようにたまの外食が楽しくて仕方なくて、いつもより早く眠くなって『まま』に甘えるような、あの普通の子供。

「親は子供に成長させてもらうってな……マジなんだな」

　そう呟つぶやいてから、真ま奥おうは軽くシャツの肩口の臭いをかぐ。

　さすがに全力でホルモン焼きをした後だと、自分でも全身が煙くさいのが分かる。

「おーい漆うるし原はら。帰ったらすぐに銭湯行くぞ」

「ええ？　僕もう眠いんだけど」

「何をアラス・ラムスみてぇなこと言ってんだ。ついでに銭湯の近くのランドリーで、服も一いつ緒しよに洗濯しちまおう。お前今日やった洗濯物に焼肉の臭いついたら、芦あし屋やにドヤされるぞ」

「……もう、面倒くさいなぁ」

　だが、どれだけ時が過ぎても、アラス・ラムスが成長しても、きっとこういうところは誰も変わらないのではないかとも思う。

　鈴すず乃のが模範を示す。

　漆うるし原はらが怠たい惰だな文句を言う。

　芦あし屋やが引き締める。

　千ち穂ほが懐ふところ広く皆を包む。

　恵え美みが一歩引いたところから突っ込みを入れる。

　真ま奥おうが、皆からなんやかんやと言われながら、なんとなく、だが全力で走る。

　この一年で、変わったもの、変わらないものを、焼肉の煙の臭いと一いつ緒しよに大きく吸い込んだ真ま奥おうは、空に向かって想おもいを吐き出した。




「来年は……どうなってっかなー」





─　了　─









　作者、あとがく　─AND YOU─




　今回のあとがきには若干のネタバレ要素があります。

　あとがきから先行される方、ご注意ください。







　作品中の時間経過というのは、往々にして読者の皆さんと作者が住む現実の時間経過よりも圧倒的に遅いものです。

　本書『はたらく魔王さま！ＳＰ２』は、元々２０１３年に発売されたＴＶアニメシリーズＢＤ／ＤＶＤ第６巻の初回特典として封入された『はたらく魔王さま！[image: 2.8]』を電撃文庫用に再編したものです。

「にいてんはち」の響きが意味するように、主たる６編の物語は、文庫第２巻から３巻に至る直前を描いたエピソード。

　作品内部の時間は、２巻からこのあとがきを書いている２０１８年６月時点の最新18巻の間に、ぎりぎり１年経たっていません。

　しかしその２巻の初版から現在まで、お陰様で現実世界では７年、[image: 2.8]巻からは４年経たっております。

　４年と言えば生まれたばかりの赤ん坊が幼稚園の年中さんになり、小学生６年生が高校１年生になり、大学１年生が学部を卒業するほど長い時間です。

　作品世界で過ごす１年の間に、真ま奥おう達を取り巻く環境は劇的に変化しましたし、現実に生きる読者の皆様の環境はもっと変化されたことでしょう。

　なので本書収録の電撃文庫用書き下ろしの物語は、作品世界の大きな変化を読者の皆様と共有しよう、という思惑の下もとに書かせて頂きました。

　書き下ろしエピソードの時間軸は、ざっくり文庫15～18巻あたりのエピソードであり、アニメに描かれた２巻前後とはもはや別世界と言って差し支えないほど、真ま奥おう達６人を取り巻く環境が変化しております。

　そこに見えるのは停滞か、進歩か、はたまた後退か。

　是非本編をお確かめいだたければと思います。







　本書は、ほんの少しだけ新しい出来事に踏み込み、それをたゆまず続けてきた奴やつらが、踏み込んだ歩数の数だけ前に進んだお話です。

　本書が発売される８月10日には、本編最新エピソード『はたらく魔王さま！　19』のリリースが発表されていることと思います。

　クライマックス迫る本編を執筆しつつ、まるでタイムマシンに乗るが如ごとくこの『[image: 2.8]』改め『ＳＰ２』の物語を見直したことで、クライマックスに向けて初しよ心しんに返ることができました。

　どうかこれからも、真ま奥おう達たちと人生の時間を共有し、彼らの停滞であったり、後退であったり、進歩であったりを見守っていただければ幸いです。

　それでは、また次の物語でお会いしましょう！
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和わヶが原はら聡さと司し

『つやを比較する和ヶ原と相棒』





和「見てくださいこの輝きを！」

相「化粧の差？」

和「鮮度の差」

相「またギリギリなことを」

和「常に生まれ変わらなければならないのだ」
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イラスト／０お２に９く

絵描き人生の中でまさかこの世から消えてほしいヤツＮｏ．１の「Ｇ」を描くことがあろうとは……（やりきった顔）







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8177　東京都千代田区富士見2-13-3

電撃文庫編集部

「和ヶ原聡司先生」係

「029先生」係











初出




TVアニメ「はたらく魔王さま！」

Blu-ray＆DVDシリーズ第６巻

初回生産限定特典小説「はたらく魔王さま！2.8」




文庫収録にあたり、加筆、訂正しています。




「後日譚　『あの日』から、もうすぐ一年」

は書き下ろしです。













この物語はフィクションです。実在の人物・団体等とは一切関係ありません。
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●お問い合わせ

https://www.kadokawa.co.jp/

（「お問い合わせ」へお進みください）

※内容によっては、お答えできない場合があります。
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